
『援護基金』 第88号　令和7年8 20月 日発行

編集・発行 公益財団法人 中国残留孤児援護基金
〒103-0002　東京都中央区日本橋馬喰町1丁目6番8号

Imas Works Bakurocho 4階
電話  03－6667－0552
FAX 03－6667－0553

https://www.engokikin.or.jp/

中国残留孤児援護基金

機関紙第88号
（令和7年8月）

　当財団では国の委託事業のほか、孤児を育てていただいた中国の養父母への扶養費

送金、孤児が訪中し養父母をお見舞いするお見舞い訪中事業、就学援助、団体助成老

後支援事業等さまざまな事業を行っております。これらの事業を推進するにあたって

は、皆様から寄せられた浄財を充当しており、多くのご支援が必要です。当財団事業

にご理解をいただきご寄附をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

寄附金の送金方法（一般寄附）

(1) 郵便局をご利用される場合

郵便振替口座番号 00190-0-64863

加入者氏名 公益財団法人　中国残留孤児援護基金

(2) 取扱銀行をご利用される場合（一般寄附）

振込先名義　　公益財団法人　中国残留孤児援護基金

みずほ銀行 （新 橋 支 店 普通預金 № 778162）

三井住友銀行 （東京公務部 普通預金 № 22640）

三菱 UFJ 銀行 （本　　　店 普通預金 № 7644778）

　当財団は内閣府から「公益財団法人」の認定を受け、個人・団体・企業からの寄附金に対し、

法令に基づき減免税措置が行われます。

※ご注意

個人情報保護の観点より、銀行に寄付金をお振込いただいた方のご連絡先等を銀行から当財団

に教えていただけないため、領収書、お礼状をお届けできない事態が生じております。

銀行に寄付金をお振込いただいた方で、長期間領収書が届いていない方は、お手数ですが中国

残留孤児援護基金事務局まで、ご連絡先等をお知らせ下さい。

寄付者芳名録にお名前の掲載を希望されない方及び機関紙の送付を希望されない方は、援護基

金事務局　電話 03-6667-0552 までその旨ご連絡をお願い致します。

公益財団法人

向日葵（photo by W.F）
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立
花
珠
美（
烏
雲
）
さ
ん
は
中
国
の
内
蒙

古
に
住
ん
で
い
て
永
住
帰
国
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
援
護
基
金
が
国
か
ら
委
託
さ
れ

た
集
団
一
時
帰
国
事
業
に
、
平
成
　
（
２
０

０
７
）
年
か
ら
参
加
さ
れ
て
お
り
、
直
近

で
は
、
昨
年
令
和
６（
２
０
２
４
）
年
９
月

の
集
団
一
時
帰
国
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
年
は
参
加
さ
れ
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
ま
れ
故
郷
の
徳
島
へ
の
親
族
訪
問
に

基
金
職
員
が
同
行
す
る
と
、
徳
島
空
港
に

は
立
花
珠
美
さ
ん
の
到
着
を
待
ち
遠
し
く

思
わ
れ
て
い
る
方
々
が
親
族
以
外
に
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
名
刺
か
ら
、
い
ず
れ
も
中

国
で
の
沙
漠
緑
化
や
教
育
支
援
に
携
わ
る

方
々
だ
と
想
像
さ
れ
ま
し
た
が
、
珠
美
さ

ん
の
兄
　
立
花
　
甫
さ
ん
が
編
集
さ
れ
た

80

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
立
花
さ
ん
一
家
は
、
２
０

０
０
人
ほ
ど
の
日
本
人
女
性

や
子
供
の
一
群
と
と
も
に
ラ

マ
教
の
聖
地
で
あ
る
葛
根
廟

へ
逃
れ
よ
う
と
列
を
な
し
て

歩
い
て
い
ま
し
た
。
王
爺
廟

か
ら
　
　
付
近
で
ソ
連
軍
の

戦
車
に
包
囲
さ
れ
て
銃
撃
を

受
け
、
立
花
さ
ん
一
家
は
珠

美
さ
ん
を
除
い
て
無
残
な
死

を
迎
え
、
珠
美
さ
ん
は
孤
児

珠
美
さ
ん
に
関
す
る
資
料
か
ら
も
中
国
残

留
孤
児
の
肉
親
捜
し
と
そ
の
後
の
一
時
帰

国
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
、
親
族
の
範
囲

を
超
え
た
珠
美
さ
ん
を
中
心
と
す
る
人
と

人
の
広
範
囲
の
温
か
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
て
い
て
、
徳
島
は
そ
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
る
と
伺
え
ま
す
。

　
珠
美
さ
ん
の
お
人
柄
を
ご
存
じ
な
い
人

の
た
め
、
徳
島
県
の
関
係
者
が
編
集
し
た

資
料
を
基
礎
と
し
て
、
省
略
し
な
が
ら
ご

紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
に
、
烏
雲
先
生
と

信
頼
の
絆
で
強
く
結
ば
れ
た
人
々
が
一
緒

に
成
し
遂
げ
た
様
々
な
事
業
に
つ
い
て
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
立
花
さ
ん
一
家
は
王
爺
廟
（
現
在
の
烏

蘭
浩
特
市
）
と
い
う
大
き
な
町
で
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
父
親
は
公
務
員
と

し
て
役
所
に
勤
め
ま
し
た
が
、
給
料
は
日

本
の
５
倍
以
上
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

中
国
満
州
で
の
暮
ら
し

　
珠
美
さ
ん
は
、
徳
島
市
で
昭
和
　
（
１
９

３
８
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
母
と
兄
、

姉
、
弟
の
仲
良
し
６
人
家
族
で
、
昭
和

（
１
９
４
０
）
年
に
渡
満
し
ま
し
た
が
、
兄

だ
け
は
中
学
受
験
の
た
め
日
本
に
残
り
ま

し
た
。

戦
後
　
年

人
と
人
を
つ
な
ぐ

　
日
本
人
孤
児 

烏
雲
先
生
と

　
　
先
生
を
支
え
る
人
々

立
花
珠
美
さ
ん
の
生
い
立
ち

13

15

た
ち
ば
な
た
ま
み

う
ゆ
んは

じ
め

優
し
い
二
組
の
養
父
母

　
歩
い
て
も
歩
い
て
も
死
体
の
山
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
三
、
四
日
、
死
体
の
中
か

ら
食
べ
物
を
探
し
て
食
べ
た
り
、
血
の
混

じ
っ
た
水
を
飲
ん
だ
り
し
た
そ
う
で
す
。

30
km

立
花
珠
美
さ
ん
孤
児
と
な
る

　
昭
和
　
（
１
９
４
５
）
年
８
月
　
日
、
楽

し
い
生
活
を
し
て
い
た
立
花
さ
ん
一
家
を

悲
劇
が
襲
い
ま
す
。
ソ
連
の
軍
隊
が
立
花

さ
ん
一
家
の
住
ん
で
い
た
王
爺
廟
に
攻
め

込
ん
で
来
た
の
で
す
。
父
親
は
遠
く
の
通

遼
へ
出
張
中
で
し
た
が
、
ソ
連
軍
に
よ
り

鉄
道
が
爆
破
さ
れ
た
た
め
帰
る
こ
と
が
で

14

20

19

と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
も
よ
い
農
地

か
ら
た
く
さ
ん
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で

き
て
、「
素
晴
ら
し
い
満
州
」
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。
珠
美
さ
ん
は
モ
ン
ゴ
ル
馬
や

ロ
バ
も
上
手
に
乗
り
こ
な
し
て
遊
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。

　
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
た
日
本
人
に
対

し
て
、
現
地
の
人
た
ち
は
農
地
を
取
り
上

げ
ら
れ
た
り
、
家
の
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ

た
り
し
て
た
い
へ
ん
苦
し
い
生
活
で
し
た
。

養母の王秀廷さん(左 )と

烏雲先生

　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
と
な
っ
た
珠
美
さ
ん
は
、

二
人
の
中
国
人
の
老
人
に
張
さ
ん
と
い
う

人
の
家
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
張
さ

第 47回理事会

就
任
（
令
和
　
年
４
月
１
日
付
）

 

　
東
海
・
北
陸
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
所
長
　
常
務
理
事
兼
任

 
 
 
 
 
 

　
　
新
津
　
浩
平

◇
援
護
基
金
人
事
◇
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理
事
長
に
炭
谷
　
茂
氏
を
選
定
（
再
任
）

　
常
務
理
事
に
新
津
　
浩
平
氏
（
再
任
）
に
決
定 

　
令
和
７
年
６
月
　
日
に
第
　
回
臨
時
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
理
事
長
（
代
表
理
事
）
に
炭
谷
理
事

が
選
任
さ
れ
、
常
務
理
事
に
（
業
務
執
行
理
事
）

新
津
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第

　回
臨
時
理
事
会(

決
議
の
省
略)

20

さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
　
精
三
理
事
が
任
期
満
了
を
以
て
理
事
を
退

任
す
る
こ
と
と
な
り
、
後
任
に
芦
田
真
吾
氏
が

理
事
に
選
任
さ
れ
、
長
年
お
務
め
い
た
だ
い
た

鶴
理
事
に
は
理
事
長
か
ら
記
念
品
の
目
録
が
手
渡

さ
れ
る
と
温
か
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
評
議
員
で
は
、
新
た
に
加
川
博
明
氏
１
名
が
増

員
で
選
任
さ
れ
評
議
員
７
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
２
月
に
第
　
回
臨
時
評
議
員
会
が
書

面
開
催
さ
れ
、
日
本
橋
税
務
署
か
ら
源
泉
所
得
税

の
誤
徴
収
の
指
摘
を
受
け
、
「
評
議
員
及
び
役
員

の
報
酬
並
び
に
費
用
に
関
す
る
支
給
基
準
」
の
徴

収
税
額
等
の
改
正
案
を
諮
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

20

◆
第

　回
臨
時
評
議
員
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決
議
の
省
略)

◆
第

　回
理
事
会
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令
和
７
年
２
月
　
日
に
第
　
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が
事

務
局
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
６
年
　
月
に
第
　
回
理
事
会
が
書
面
開
催

さ
れ
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
案
（
首
都
圏
中
国

帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
事
業
で

使
用
す
る
映
像
の
制
作
予
算
が
国
か
ら
追
加
さ
れ

た
）
は
、
事
務
局
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

任
期
満
了
に
伴
い
評
議
員
会
で
次
期
理
事
及
び

評
議
員
　
名
（
増
員
）
を
選
任

　
令
和
７
年
６
月
６
日
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第
　
回
理
事
会
が
、
６

月
　
日
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第
　
回
評
議
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
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本
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員
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満
了
の

た
め
、
理
事
及
び
評
議
員
１
名
（
増
員
）
が
選
任

1

47

21

24

記念品目録の贈呈

令
和
　
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の
概
要
・
・
・
13
頁

令
和
　
年
度
寄
附
者
芳
名
録
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14
頁

評
議
員
及
び
役
員
名
簿
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17
頁

介
護
関
連
資
格
取
得
奮
闘
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
18
頁

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格

　
真
尾
涼
子
さ
ん
（
三
世
）

令
和
７
年
度
教
材
開
発
・
出
版
事
業
の
ご
案
内
・
・
20
頁

東
海
・
北
陸
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
便
り
・
・
・
・
23
頁

首
都
圏
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
便
り
・
・
・
・
・
・
24
頁

７７６６

日
本
人
孤
児
　
烏
雲
先
生
と
先
生
を
支
え
る
人
々
・
１
頁

令
和
　
年
度
団
体
助
成
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
頁

令
和
　
年
度
老
後
支
援
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11
頁

第
　
回
〜

第
　
回
理
事
会(

臨
時
・
決
議
の
省
略
含)

表
紙
裏

第
　
回
〜
第
　
回
評
議
員
会(

臨
時
・
決
議
の
省
略
含)

表
紙
裏

戦
後
　
年
　
人
と
人
を
つ
な
ぐ

80
20

21 48

45



1

　
立
花
珠
美（
烏
雲
）
さ
ん
は
中
国
の
内
蒙

古
に
住
ん
で
い
て
永
住
帰
国
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
援
護
基
金
が
国
か
ら
委
託
さ
れ

た
集
団
一
時
帰
国
事
業
に
、
平
成
　
（
２
０

０
７
）
年
か
ら
参
加
さ
れ
て
お
り
、
直
近

で
は
、
昨
年
令
和
６（
２
０
２
４
）
年
９
月

の
集
団
一
時
帰
国
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
年
は
参
加
さ
れ
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
ま
れ
故
郷
の
徳
島
へ
の
親
族
訪
問
に

基
金
職
員
が
同
行
す
る
と
、
徳
島
空
港
に

は
立
花
珠
美
さ
ん
の
到
着
を
待
ち
遠
し
く

思
わ
れ
て
い
る
方
々
が
親
族
以
外
に
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
名
刺
か
ら
、
い
ず
れ
も
中

国
で
の
沙
漠
緑
化
や
教
育
支
援
に
携
わ
る

方
々
だ
と
想
像
さ
れ
ま
し
た
が
、
珠
美
さ

ん
の
兄
　
立
花
　
甫
さ
ん
が
編
集
さ
れ
た

80

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
立
花
さ
ん
一
家
は
、
２
０

０
０
人
ほ
ど
の
日
本
人
女
性

や
子
供
の
一
群
と
と
も
に
ラ

マ
教
の
聖
地
で
あ
る
葛
根
廟

へ
逃
れ
よ
う
と
列
を
な
し
て

歩
い
て
い
ま
し
た
。
王
爺
廟

か
ら
　
　
付
近
で
ソ
連
軍
の

戦
車
に
包
囲
さ
れ
て
銃
撃
を

受
け
、
立
花
さ
ん
一
家
は
珠

美
さ
ん
を
除
い
て
無
残
な
死

を
迎
え
、
珠
美
さ
ん
は
孤
児

珠
美
さ
ん
に
関
す
る
資
料
か
ら
も
中
国
残

留
孤
児
の
肉
親
捜
し
と
そ
の
後
の
一
時
帰

国
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
、
親
族
の
範
囲

を
超
え
た
珠
美
さ
ん
を
中
心
と
す
る
人
と

人
の
広
範
囲
の
温
か
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
て
い
て
、
徳
島
は
そ
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
る
と
伺
え
ま
す
。

　
珠
美
さ
ん
の
お
人
柄
を
ご
存
じ
な
い
人

の
た
め
、
徳
島
県
の
関
係
者
が
編
集
し
た

資
料
を
基
礎
と
し
て
、
省
略
し
な
が
ら
ご

紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
に
、
烏
雲
先
生
と

信
頼
の
絆
で
強
く
結
ば
れ
た
人
々
が
一
緒

に
成
し
遂
げ
た
様
々
な
事
業
に
つ
い
て
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
立
花
さ
ん
一
家
は
王
爺
廟
（
現
在
の
烏

蘭
浩
特
市
）
と
い
う
大
き
な
町
で
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
父
親
は
公
務
員
と

し
て
役
所
に
勤
め
ま
し
た
が
、
給
料
は
日

本
の
５
倍
以
上
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

中
国
満
州
で
の
暮
ら
し

　
珠
美
さ
ん
は
、
徳
島
市
で
昭
和
　
（
１
９

３
８
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
母
と
兄
、

姉
、
弟
の
仲
良
し
６
人
家
族
で
、
昭
和

（
１
９
４
０
）
年
に
渡
満
し
ま
し
た
が
、
兄

だ
け
は
中
学
受
験
の
た
め
日
本
に
残
り
ま

し
た
。

戦
後
　
年

人
と
人
を
つ
な
ぐ

　
日
本
人
孤
児 

烏
雲
先
生
と

　
　
先
生
を
支
え
る
人
々

立
花
珠
美
さ
ん
の
生
い
立
ち

13

15

た
ち
ば
な
た
ま
み

う
ゆ
んは

じ
め

優
し
い
二
組
の
養
父
母

　
歩
い
て
も
歩
い
て
も
死
体
の
山
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
三
、
四
日
、
死
体
の
中
か

ら
食
べ
物
を
探
し
て
食
べ
た
り
、
血
の
混

じ
っ
た
水
を
飲
ん
だ
り
し
た
そ
う
で
す
。

30
km

立
花
珠
美
さ
ん
孤
児
と
な
る

　
昭
和
　
（
１
９
４
５
）
年
８
月
　
日
、
楽

し
い
生
活
を
し
て
い
た
立
花
さ
ん
一
家
を

悲
劇
が
襲
い
ま
す
。
ソ
連
の
軍
隊
が
立
花

さ
ん
一
家
の
住
ん
で
い
た
王
爺
廟
に
攻
め

込
ん
で
来
た
の
で
す
。
父
親
は
遠
く
の
通

遼
へ
出
張
中
で
し
た
が
、
ソ
連
軍
に
よ
り

鉄
道
が
爆
破
さ
れ
た
た
め
帰
る
こ
と
が
で

14

20

19

と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
も
よ
い
農
地

か
ら
た
く
さ
ん
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で

き
て
、「
素
晴
ら
し
い
満
州
」
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。
珠
美
さ
ん
は
モ
ン
ゴ
ル
馬
や

ロ
バ
も
上
手
に
乗
り
こ
な
し
て
遊
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。

　
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
た
日
本
人
に
対

し
て
、
現
地
の
人
た
ち
は
農
地
を
取
り
上

げ
ら
れ
た
り
、
家
の
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ

た
り
し
て
た
い
へ
ん
苦
し
い
生
活
で
し
た
。

養母の王秀廷さん(左 )と

烏雲先生

　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
と
な
っ
た
珠
美
さ
ん
は
、

二
人
の
中
国
人
の
老
人
に
張
さ
ん
と
い
う

人
の
家
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
張
さ
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任
（
令
和
　
年
４
月
１
日
付
）

 

　
東
海
・
北
陸
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
所
長
　
常
務
理
事
兼
任

 
 
 
 
 
 

　
　
新
津
　
浩
平

◇
援
護
基
金
人
事
◇

48

　
理
事
長
に
炭
谷
　
茂
氏
を
選
定
（
再
任
）

　
常
務
理
事
に
新
津
　
浩
平
氏
（
再
任
）
に
決
定 

　
令
和
７
年
６
月
　
日
に
第
　
回
臨
時
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
理
事
長
（
代
表
理
事
）
に
炭
谷
理
事

が
選
任
さ
れ
、
常
務
理
事
に
（
業
務
執
行
理
事
）

新
津
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第

　回
臨
時
理
事
会(

決
議
の
省
略)

20

さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
　
精
三
理
事
が
任
期
満
了
を
以
て
理
事
を
退

任
す
る
こ
と
と
な
り
、
後
任
に
芦
田
真
吾
氏
が

理
事
に
選
任
さ
れ
、
長
年
お
務
め
い
た
だ
い
た

鶴
理
事
に
は
理
事
長
か
ら
記
念
品
の
目
録
が
手
渡

さ
れ
る
と
温
か
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
評
議
員
で
は
、
新
た
に
加
川
博
明
氏
１
名
が
増

員
で
選
任
さ
れ
評
議
員
７
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
２
月
に
第
　
回
臨
時
評
議
員
会
が
書

面
開
催
さ
れ
、
日
本
橋
税
務
署
か
ら
源
泉
所
得
税

の
誤
徴
収
の
指
摘
を
受
け
、
「
評
議
員
及
び
役
員

の
報
酬
並
び
に
費
用
に
関
す
る
支
給
基
準
」
の
徴

収
税
額
等
の
改
正
案
を
諮
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

20

◆
第

　回
臨
時
評
議
員
会(

決
議
の
省
略)

◆
第

　回
理
事
会

46

　
令
和
７
年
２
月
　
日
に
第
　
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が
事

務
局
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

27

46

45

　
令
和
６
年
　
月
に
第
　
回
理
事
会
が
書
面
開
催

さ
れ
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
案
（
首
都
圏
中
国

帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
事
業
で

使
用
す
る
映
像
の
制
作
予
算
が
国
か
ら
追
加
さ
れ

た
）
は
、
事
務
局
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

45
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◆
第

　回
臨
時
理
事
会 (

決
議
の
省
略)

7

24

48

◆
第

　回
理
事
会
・
第

　回
評
議
員
会

47

21

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

任
期
満
了
に
伴
い
評
議
員
会
で
次
期
理
事
及
び

評
議
員
　
名
（
増
員
）
を
選
任

　
令
和
７
年
６
月
６
日
に
第
　
回
理
事
会
が
、
６

月
　
日
に
第
　
回
評
議
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
は
本
評
議
員
会
終
了
時
点
で
任
期
満
了
の

た
め
、
理
事
及
び
評
議
員
１
名
（
増
員
）
が
選
任

1

47

21

24

記念品目録の贈呈

令
和
　
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の
概
要
・
・
・
13
頁

令
和
　
年
度
寄
附
者
芳
名
録
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14
頁

評
議
員
及
び
役
員
名
簿
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17
頁

介
護
関
連
資
格
取
得
奮
闘
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
18
頁

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格

　
真
尾
涼
子
さ
ん
（
三
世
）

令
和
７
年
度
教
材
開
発
・
出
版
事
業
の
ご
案
内
・
・
20
頁

東
海
・
北
陸
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
便
り
・
・
・
・
23
頁

首
都
圏
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
便
り
・
・
・
・
・
・
24
頁

７７６６

日
本
人
孤
児
　
烏
雲
先
生
と
先
生
を
支
え
る
人
々
・
１
頁

令
和
　
年
度
団
体
助
成
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
頁

令
和
　
年
度
老
後
支
援
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11
頁

第
　
回
〜

第
　
回
理
事
会(

臨
時
・
決
議
の
省
略
含)

表
紙
裏

第
　
回
〜
第
　
回
評
議
員
会(

臨
時
・
決
議
の
省
略
含)

表
紙
裏

戦
後
　
年
　
人
と
人
を
つ
な
ぐ

80
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21 48
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3

学
校
を
壊
し
て
し
ま
い
、
学
校
で
勉
強
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
烏
雲
先
生
は
、

手
作
り
黒
板
を
持
っ
て
草
原
の
家
々
を
回

っ
て
子
供
に
勉
強
を
教
え
ま
し
た
。
モ
ン

ゴ
ル
族
の
子
供
が
住
ん
で
い
る
家
は
、
広
い

草
原
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
あ
り
、
学
校
か
ら

た
い
へ
ん
遠
い
所
に
あ
り
ま
す
。
毎
日
子

供
の
家
を
訪
ね
て
勉
強
を
教
え
に
行
く
と
、

子
供
や
親
は
大
喜
び
で
待
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
、
烏
雲
先
生
は
肺
結
核
に
罹
り

入
院
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
　
歳
と
　
歳
の
子
供
が
い
て
困
っ
て

い
る
と
、
学
校
の
先
生
方
が
「
子
供
さ
ん

た
ち
は
、私
た
ち
が
世
話
し
ま
す
。
心
配
し

な
い
で
早
く
病
気
を
治
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
競
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
病
気
入
院
を
知
っ
た
子
供
た
ち

や
親
は
、
次
か
ら
次
へ
と
お
見
舞
い
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
貧
し
い
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
な
い
お
金

の
中
か
ら
、
卵
や
リ
ン
ゴ
を
買
っ
て
持
っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
成
人
し
た
教
え
子

の
中
に
、
包
玉
山
と
い
う
若
い
医
師
が
い

て
、
彼
は
「
私
が
医
者
に
な
れ
た
の
は
、

お
母
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
お
母
さ
ん
の
病
気
を
治
し
ま

す
」
と
言
っ
て
、
高
価
な
薬
で
治
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
包
玉
山
先
生
は
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
薬

に
使
い
、
烏
雲
先
生
の
病
気
は
、
驚
く
ほ

ど
早
く
治
り
ま
し
た
。

　
こ
の
包
玉
山
は
、　
歳
の
時
、
養
父
に
連

れ
ら
れ
て
初
め
て
庫
倫
旗
第
一
中
学
へ
来

た
の
で
す
。
そ
の
時
、
中
国
語
は
全
く
話

せ
ず
、
烏
雲
先
生
は
寄
宿
舎
に
入
れ
必
死

で
勉
強
を
教
え
ま
し
た
。
頭
の
よ
い
子
で

し
た
の
で
力
を
付
け
て
い
き
、
最
後
は
烏

雲
先
生
の
家
に
引
き
取
っ
て
我
が
子
の
よ

う
に
育
て
ま
し
た
。
温
か
い
烏
雲
先
生
へ

の
感
謝
の
気
持
が
先
生
の
病
気
を
治
し
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
退
院
の
日
、
烏
雲
先
生
は
固
く
誓
っ
た

そ
う
で
す
。「
私
は
自
分
の
こ
と
は
考
え
ず
、

草
原
で
暮
ら
す
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
私

の
心
と
体
を
す
べ
て
捧
げ
よ
う
。
」
と
。

　
烏
雲
先
生
は
、
馬
振
源
先
生
と
結
婚
し

た
頃
か
ら
、
包
玉
山
だ
け
で
な
く
貧
し
い

家
の
子
供
た
ち
を
自
宅
に
招
い
て
食
事
を

し
た
り
、
勉
強
の
た
め
に
お
金
を
出
し
て

あ
げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
病
気

が
治
っ
て
か
ら
も
、
病
気
の
子
供
を
家
に

連
れ
て
帰
り
、
看
病
し
た
り
、
寄
宿
舎
に

泊
ま
り
込
ん
で
子
供
た
ち
の
面
倒
を
見
て

日
本
の
家
族
と
の
再
会

い
ま
し
た
。
烏
雲
先
生
の
元
に
は
親
や
子

供
が
引
っ
切
り
な
し
に
訪
ね
て
来
て
、と
て

も
い
そ
が
し
く
し
て
い
て
、
仲
間
の
先
生

も
烏
雲
先
生
を
応
援
し
て
草
原
で
暮
ら
す

子
供
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
　
（
１
９
７
２
）
年
、
日
本
と
中
国

は
国
交
を
回
復
し
ま
し
た
。
国
交
回
復

後
、
中
国
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
孤
児

の
肉
親
探
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
烏
雲
先

生
の
い
る
庫
倫
旗
に
も
肉
親
探
し
の
話
が

伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
養
父
母
は
烏
雲
先
生
に
こ
う
命
令
を
し

た
そ
う
で
す
。

　
「
烏
雲
、
あ
な
た
は
日
本
人
だ
。
肉
親
を

探
し
な
さ
い
。
」

　
「
あ
な
た
の
両
親
も
お
前
を
探
し
て
い

る
は
ず
だ
。
親
や
兄
弟
を
探
そ
う
と
し
な

い
の
は
人
間
じ
ゃ
な
い
。
」

　
養
母
の
口
か
ら
日
本
人
と
い
う
言
葉
を

聞
く
の
は
初
め
て
で
し
た
。
養
父
母
の
言

葉
は
命
令
の
よ
う
で
し
た
が
、
と
て
も
温

か
い
優
し
い
心
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

12

10
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12

　
文
化
大
革
命
は
、
昔
か
ら
あ
る
お
寺
や

大
草
原
に
生
き
る
先
生
を
目
指
し
て

　
こ
の
運
動
の
中
で
、「
烏
雲
は
日
本
人
だ
。

中
国
か
ら
追
い
出
せ
。」
と
い
う
大
き
な
声

が
起
こ
り
ま
し
た
。
勤
め
て
い
た
庫
倫
旗

第
一
中
学
へ
も
「
烏
雲
を
追
い
出
せ
。
こ

こ
へ
引
き
出
せ
。」
と
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

生
徒
も
先
生
も
、
烏
雲
先
生
が
日
本
人
孤

児
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
が

「
烏
雲
先
生
は
モ
ン
ゴ
ル
族
だ
。
モ
ン
ゴ
ル

人
だ
。
日
本
人
と
は
違
う
。」
と
言
っ
て
烏

雲
先
生
を
守
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
烏

雲
先
生
は
皆
か
ら
慕
わ
れ
、
尊
敬
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

　
烏
雲
先
生
の
養
父
母
は
、
庫
倫
旗
第
一

中
学
か
ら
２
０
０
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
養
父
母
の
所
へ

も
「
烏
雲
を
引
き
渡
せ
」
と
強
く
迫
っ
て

来
た
の
で
す
。
養
父
母
は
運
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
か
ら
拷
問
を
受
け
て
、
養
父
は

そ
れ
が
原
因
で
早
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。

養
母
も
足
を
傷
つ
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
不

自
由
な
歩
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
私
は
日
本
人
の
ス
パ
イ
で
し
た
。
」

と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
首
に
か
け
て
歩
か

さ
れ
ま
し
た
。
「
日
本
人
孤
児
を
育
て
た

悪
人
」
と
責
め
ら
れ
続
け
て
も
、養
父
母
は

「
烏
雲
は
モ
ン
ゴ
ル
族
だ
。
日
本
人
と
は
違

う
。」
と
言
っ
て
守
り
通
し
た
の
で
す
。        

　
こ
の
文
化
大
革
命
は
、
烏
雲
先
生
を
守

り
通
し
た
養
父
母
の
人
生
を
狂
わ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
養
父
母
や
烏
雲
先
生
の

周
囲
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
現
在
の
烏
雲

先
生
が
い
る
の
で
す
。
烏
雲
先
生
を
守
り

通
し
た
モ
ン
ゴ
ル
族
や
漢
民
族
の
温
か
い

モンゴル

中華人民共和国

心
が
、
烏
雲
先
生
の
一
生
を
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

内モンゴル自治区・ホルチン沙漠（略図）

　
昭
和
　
（
１
９
５
７
）
年
、
烏
雲
さ
ん
は

た
い
へ
ん
優
秀
な
成
績
で
内
蒙
古
師
範
大

学
を
卒
業
し
て
教
師
と
な
り
ま
し
た
。
ホ

ル
チ
ン
沙
漠
の
近
く
に
あ
る
勤
務
先
の
庫

倫
旗
第
一
中
学
に
は
モ
ン
ゴ
ル
族
の
生
徒

が
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
お
り
、
生
徒
か
ら

「
バ
ク
シ
ー
（
モ
ン
ゴ
ル
語
で
先
生
の
意
）」

と
呼
ば
れ
て
う
れ
し
い
よ
う
な
恥
ず
か
し

い
よ
う
な
気
持
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
寄
宿
舎
で
生
活
し
て
い
る
ク
ラ
ス
の
生

徒
に
、
体
が
小
さ
く
痩
せ
て
目
が
大
き
い

女
の
子
が
い
ま
し
た
。
勉
強
時
間
は
手
を

あ
げ
ず
、
休
み
時
間
も
他
の
友
達
が
走
り

回
っ
て
い
て
も
、
教
室
の
隅
で
外
を
じ
っ

と
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
服
は
と
て
も

汚
れ
て
破
れ
て
お
り
、
靴
も
靴
下
も
穴
が

開
い
て
い
ま
す
。
家
が
と
て
も
貧
し
い
の

で
す
。

　
烏
雲
先
生
は
、
そ
の
子
供
を
自
分
の
家

に
連
れ
帰
り
ま
し
た
。「
先
生
と
て
も
寂
し

い
か
ら
一
緒
に
来
て
ね
」
と
話
し
、
お
店

で
新
し
い
服
、
下
着
、
靴
下
か
ら
靴
ま
で

買
い
揃
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
子
は
だ

し
た
。
そ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
お
母

さ
ん
先
生
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
昭
和
　（
１
９
５
８
）
年
、
烏
雲
先
生
は
、

同
じ
学
校
の
馬
振
源
先
生
と
結
婚
し
ま
す
。

と
て
も
仲
が
良
く
翌
年
女
の
子
が
、
翌
翌

年
に
は
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
学
校
の
「
エ
ー
ジ
・
バ
ク
シ
ー
」
は

本
当
の
エ
ー
ジ
・
バ
ク
シ
ー
に
な
り
ま
し

た
。

　
学
校
で
一
所
懸
命
に
働
き
、
恵
ま
れ
な

い
生
徒
た
ち
を
家
庭
に
連
れ
て
来
て
は
お

世
話
を
続
け
ま
し
た
。

　
昭
和
　（
１
９
６
６
）
年
、
幸
せ
な
家
族

を
一
気
に
つ
ぶ
す
よ
う
な
悲
し
い
大
事
件

が
起
こ
り
ま
す
。
文
化
大
革
命
で
す
。

　
文
化
大
革
命
が
発
生
し
て
、
中
国
の
古

い
文
化
や
し
き
た
り
を
壊
し
て
新
し
い
中

国
を
作
ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
が
、
良
い

も
の
も
壊
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
学
の
先

生
は
大
都
市
か
ら
追
放
さ
れ
、
外
国
人
も

追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
約
十
年
間
続
き
ま

し
た
が
こ
の
運
動
は
失
敗
し
ま
し
た
。

　
烏
雲
先
生
は
そ
の
子
を
抱
き
し
め
て
言

い
ま
し
た
。「
私
も
そ
う
だ
っ
た
の
よ
。

日
本
人
の
戦
争
孤
児
な
の
よ
。」

　
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
生
徒
た
ち
は
驚

き
ま
し
た
。

　「
先
生
、
日
本
人
だ
っ
た
の
で
す
か
。

私
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
族
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。」
烏
雲
先
生
の
モ
ン
ゴ
ル
語
が
た
い

へ
ん
上
手
で
、
馬
に
乗
る
の
も
学
校
で
一

番
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
た
ち
全
員
が
烏
雲

先
生
を
モ
ン
ゴ
ル
族
と
思
っ
て
い
た
の
で

し
た
。

　
烏
雲
先
生
は
、
生
徒
た
ち
の
こ
と
を
思

い
、
寄
宿
舎
か
ら
家
に
帰
る
お
金
の
な
い

子
供
に
は
お
金
を
与
え
ま
し
た
。
寄
宿
舎

文
化
大
革
命
と
烏
雲
先
生

「
烏
雲
先
生
は
、
お
母
さ
ん
先
生
」
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ん
が
立
花
珠
美
さ
ん
の
最
初
の
養
父
母
と

な
り
ま
し
た
。

　
孤
児
と
な
っ
た
珠
美
さ
ん
を
張
さ
ん
一

家
に
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
張
さ
ん
の

家
は
四
人
の
子
供
が
い
て
と
て
も
貧
し
い

家
で
し
た
が
、
夫
婦
は
自
分
の
子
供
の
よ

う
に
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、一
家

の
生
活
は
と
て
も
苦
し
く
十
分
な
食
事
も

で
き
な
い
毎
日
で
し
た
の
で
、
珠
美
さ
ん

は
第
二
の
養
父
母
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
養
父
母
の
養
父
は
モ
ン
ゴ
ル
族
の

ア
ラ
タ
ン
オ
チ
ラ
さ
ん
で
軍
人
で
し
た
。

養
母
は
漢
民
族
の
王
秀
廷
さ
ん
と
い
い
ま

す
。
こ
の
夫
婦
に
は
子
供
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
張
さ
ん
一
家
が
た
い
へ
ん
貧
乏
な

の
で
張
さ
ん
と
相
談
し
て
珠
美
さ
ん
を
引

き
取
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
珠
美
さ
ん
は

モ
ン
ゴ
ル
族
の
一
人
と
し
て
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ラ
タ
ン
オ
チ
ラ
さ
ん
一
家
も
珠
美
さ

ん
を
実
の
娘
の
よ
う
に
愛
し
て
く
れ
ま
し

た
。
養
父
は
教
養
の
あ
る
人
で
、
養
母
は

と
て
も
よ
く
働
く
人
で
し
た
。

　
養
父
母
は
珠
美
さ
ん
を
、
モ
ン
ゴ
ル
語

の
名
で
「
烏
雲
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
モ
ン

ゴ
ル
語
で
「
賢
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
養
父
は
、
烏
雲
さ
ん
に
モ
ン
ゴ
ル
語
、

中
国
語
を
教
え
、
ま
た
乗
馬
も
し
っ
か
り

教
え
ま
し
た
。

　
養
父
は
軍
人
を
や
め
農
業
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
中
国
の
農
村
部

は
た
い
へ
ん
貧
し
く
、
農
家
の
子
供
で
学

校
へ
行
く
子
供
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

ホルチン沙漠
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も
、
養
父
母
は
烏
雲
さ
ん
を
学
校
に
行
か

せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
養
父
母
は
、
烏
雲

さ
ん
を
育
て
勉
強
さ
せ
る
た
め
に
た
い
へ

ん
苦
労
し
ま
し
た
。
当
時
、
大
学
進
学
す
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
、
養
父
母
は
、
内

蒙
古
師
範
大
学
へ
行
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
だ
ん
元
気
に
な
り
、
学
校
で
次
の
よ
う

に
話
を
し
ま
し
た
。「
私
は
、
親
に
捨
て
ら

れ
ま
し
た
。
今
の
両
親
が
私
を
拾
っ
て
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。
貧
し
い
中
こ
う
し
て

学
校
に
入
れ
て
く
れ
て
、
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
頑
張
り
ま
す
。」

の
掃
除
も
し
て
あ
げ
て
、「
お
ね
し
ょ
」
を

し
て
下
着
を
ぬ
ら
す
の
を
見
つ
け
る
と
、

黙
っ
て
洗
濯
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
受
け
持

ち
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体
の
生

徒
た
ち
の
こ
と
も
大
事
に
し
ま
し
た
。
烏

雲
先
生
は
、
い
つ
の
ま
に
か
「
エ
ー
ジ
・

バ
ク
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま



3

学
校
を
壊
し
て
し
ま
い
、
学
校
で
勉
強
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
烏
雲
先
生
は
、

手
作
り
黒
板
を
持
っ
て
草
原
の
家
々
を
回

っ
て
子
供
に
勉
強
を
教
え
ま
し
た
。
モ
ン

ゴ
ル
族
の
子
供
が
住
ん
で
い
る
家
は
、
広
い

草
原
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
あ
り
、
学
校
か
ら

た
い
へ
ん
遠
い
所
に
あ
り
ま
す
。
毎
日
子

供
の
家
を
訪
ね
て
勉
強
を
教
え
に
行
く
と
、

子
供
や
親
は
大
喜
び
で
待
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
、
烏
雲
先
生
は
肺
結
核
に
罹
り

入
院
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
　
歳
と
　
歳
の
子
供
が
い
て
困
っ
て

い
る
と
、
学
校
の
先
生
方
が
「
子
供
さ
ん

た
ち
は
、私
た
ち
が
世
話
し
ま
す
。
心
配
し

な
い
で
早
く
病
気
を
治
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
競
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
病
気
入
院
を
知
っ
た
子
供
た
ち

や
親
は
、
次
か
ら
次
へ
と
お
見
舞
い
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
貧
し
い
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
な
い
お
金

の
中
か
ら
、
卵
や
リ
ン
ゴ
を
買
っ
て
持
っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
成
人
し
た
教
え
子

の
中
に
、
包
玉
山
と
い
う
若
い
医
師
が
い

て
、
彼
は
「
私
が
医
者
に
な
れ
た
の
は
、

お
母
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
お
母
さ
ん
の
病
気
を
治
し
ま

す
」
と
言
っ
て
、
高
価
な
薬
で
治
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
包
玉
山
先
生
は
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
薬

に
使
い
、
烏
雲
先
生
の
病
気
は
、
驚
く
ほ

ど
早
く
治
り
ま
し
た
。

　
こ
の
包
玉
山
は
、　
歳
の
時
、
養
父
に
連

れ
ら
れ
て
初
め
て
庫
倫
旗
第
一
中
学
へ
来

た
の
で
す
。
そ
の
時
、
中
国
語
は
全
く
話

せ
ず
、
烏
雲
先
生
は
寄
宿
舎
に
入
れ
必
死

で
勉
強
を
教
え
ま
し
た
。
頭
の
よ
い
子
で

し
た
の
で
力
を
付
け
て
い
き
、
最
後
は
烏

雲
先
生
の
家
に
引
き
取
っ
て
我
が
子
の
よ

う
に
育
て
ま
し
た
。
温
か
い
烏
雲
先
生
へ

の
感
謝
の
気
持
が
先
生
の
病
気
を
治
し
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
退
院
の
日
、
烏
雲
先
生
は
固
く
誓
っ
た

そ
う
で
す
。「
私
は
自
分
の
こ
と
は
考
え
ず
、

草
原
で
暮
ら
す
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
私

の
心
と
体
を
す
べ
て
捧
げ
よ
う
。
」
と
。

　
烏
雲
先
生
は
、
馬
振
源
先
生
と
結
婚
し

た
頃
か
ら
、
包
玉
山
だ
け
で
な
く
貧
し
い

家
の
子
供
た
ち
を
自
宅
に
招
い
て
食
事
を

し
た
り
、
勉
強
の
た
め
に
お
金
を
出
し
て

あ
げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
病
気

が
治
っ
て
か
ら
も
、
病
気
の
子
供
を
家
に

連
れ
て
帰
り
、
看
病
し
た
り
、
寄
宿
舎
に

泊
ま
り
込
ん
で
子
供
た
ち
の
面
倒
を
見
て

日
本
の
家
族
と
の
再
会

い
ま
し
た
。
烏
雲
先
生
の
元
に
は
親
や
子

供
が
引
っ
切
り
な
し
に
訪
ね
て
来
て
、と
て

も
い
そ
が
し
く
し
て
い
て
、
仲
間
の
先
生

も
烏
雲
先
生
を
応
援
し
て
草
原
で
暮
ら
す

子
供
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
　
（
１
９
７
２
）
年
、
日
本
と
中
国

は
国
交
を
回
復
し
ま
し
た
。
国
交
回
復

後
、
中
国
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
孤
児

の
肉
親
探
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
烏
雲
先

生
の
い
る
庫
倫
旗
に
も
肉
親
探
し
の
話
が

伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
養
父
母
は
烏
雲
先
生
に
こ
う
命
令
を
し

た
そ
う
で
す
。

　
「
烏
雲
、
あ
な
た
は
日
本
人
だ
。
肉
親
を

探
し
な
さ
い
。
」

　
「
あ
な
た
の
両
親
も
お
前
を
探
し
て
い

る
は
ず
だ
。
親
や
兄
弟
を
探
そ
う
と
し
な

い
の
は
人
間
じ
ゃ
な
い
。
」

　
養
母
の
口
か
ら
日
本
人
と
い
う
言
葉
を

聞
く
の
は
初
め
て
で
し
た
。
養
父
母
の
言

葉
は
命
令
の
よ
う
で
し
た
が
、
と
て
も
温

か
い
優
し
い
心
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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文
化
大
革
命
は
、
昔
か
ら
あ
る
お
寺
や

大
草
原
に
生
き
る
先
生
を
目
指
し
て

　
こ
の
運
動
の
中
で
、「
烏
雲
は
日
本
人
だ
。

中
国
か
ら
追
い
出
せ
。」
と
い
う
大
き
な
声

が
起
こ
り
ま
し
た
。
勤
め
て
い
た
庫
倫
旗

第
一
中
学
へ
も
「
烏
雲
を
追
い
出
せ
。
こ

こ
へ
引
き
出
せ
。」
と
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

生
徒
も
先
生
も
、
烏
雲
先
生
が
日
本
人
孤

児
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
が

「
烏
雲
先
生
は
モ
ン
ゴ
ル
族
だ
。
モ
ン
ゴ
ル

人
だ
。
日
本
人
と
は
違
う
。」
と
言
っ
て
烏

雲
先
生
を
守
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
烏

雲
先
生
は
皆
か
ら
慕
わ
れ
、
尊
敬
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

　
烏
雲
先
生
の
養
父
母
は
、
庫
倫
旗
第
一

中
学
か
ら
２
０
０
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
養
父
母
の
所
へ

も
「
烏
雲
を
引
き
渡
せ
」
と
強
く
迫
っ
て

来
た
の
で
す
。
養
父
母
は
運
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
か
ら
拷
問
を
受
け
て
、
養
父
は

そ
れ
が
原
因
で
早
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。

養
母
も
足
を
傷
つ
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
不

自
由
な
歩
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
私
は
日
本
人
の
ス
パ
イ
で
し
た
。
」

と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
首
に
か
け
て
歩
か

さ
れ
ま
し
た
。
「
日
本
人
孤
児
を
育
て
た

悪
人
」
と
責
め
ら
れ
続
け
て
も
、養
父
母
は

「
烏
雲
は
モ
ン
ゴ
ル
族
だ
。
日
本
人
と
は
違

う
。」
と
言
っ
て
守
り
通
し
た
の
で
す
。        

　
こ
の
文
化
大
革
命
は
、
烏
雲
先
生
を
守

り
通
し
た
養
父
母
の
人
生
を
狂
わ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
養
父
母
や
烏
雲
先
生
の

周
囲
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
現
在
の
烏
雲

先
生
が
い
る
の
で
す
。
烏
雲
先
生
を
守
り

通
し
た
モ
ン
ゴ
ル
族
や
漢
民
族
の
温
か
い

モンゴル

中華人民共和国

心
が
、
烏
雲
先
生
の
一
生
を
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

内モンゴル自治区・ホルチン沙漠（略図）

　
昭
和
　
（
１
９
５
７
）
年
、
烏
雲
さ
ん
は

た
い
へ
ん
優
秀
な
成
績
で
内
蒙
古
師
範
大

学
を
卒
業
し
て
教
師
と
な
り
ま
し
た
。
ホ

ル
チ
ン
沙
漠
の
近
く
に
あ
る
勤
務
先
の
庫

倫
旗
第
一
中
学
に
は
モ
ン
ゴ
ル
族
の
生
徒

が
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
お
り
、
生
徒
か
ら

「
バ
ク
シ
ー
（
モ
ン
ゴ
ル
語
で
先
生
の
意
）」

と
呼
ば
れ
て
う
れ
し
い
よ
う
な
恥
ず
か
し

い
よ
う
な
気
持
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
寄
宿
舎
で
生
活
し
て
い
る
ク
ラ
ス
の
生

徒
に
、
体
が
小
さ
く
痩
せ
て
目
が
大
き
い

女
の
子
が
い
ま
し
た
。
勉
強
時
間
は
手
を

あ
げ
ず
、
休
み
時
間
も
他
の
友
達
が
走
り

回
っ
て
い
て
も
、
教
室
の
隅
で
外
を
じ
っ

と
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
服
は
と
て
も

汚
れ
て
破
れ
て
お
り
、
靴
も
靴
下
も
穴
が

開
い
て
い
ま
す
。
家
が
と
て
も
貧
し
い
の

で
す
。

　
烏
雲
先
生
は
、
そ
の
子
供
を
自
分
の
家

に
連
れ
帰
り
ま
し
た
。「
先
生
と
て
も
寂
し

い
か
ら
一
緒
に
来
て
ね
」
と
話
し
、
お
店

で
新
し
い
服
、
下
着
、
靴
下
か
ら
靴
ま
で

買
い
揃
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
子
は
だ

し
た
。
そ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
お
母

さ
ん
先
生
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
昭
和
　（
１
９
５
８
）
年
、
烏
雲
先
生
は
、

同
じ
学
校
の
馬
振
源
先
生
と
結
婚
し
ま
す
。

と
て
も
仲
が
良
く
翌
年
女
の
子
が
、
翌
翌

年
に
は
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
学
校
の
「
エ
ー
ジ
・
バ
ク
シ
ー
」
は

本
当
の
エ
ー
ジ
・
バ
ク
シ
ー
に
な
り
ま
し

た
。

　
学
校
で
一
所
懸
命
に
働
き
、
恵
ま
れ
な

い
生
徒
た
ち
を
家
庭
に
連
れ
て
来
て
は
お

世
話
を
続
け
ま
し
た
。

　
昭
和
　（
１
９
６
６
）
年
、
幸
せ
な
家
族

を
一
気
に
つ
ぶ
す
よ
う
な
悲
し
い
大
事
件

が
起
こ
り
ま
す
。
文
化
大
革
命
で
す
。

　
文
化
大
革
命
が
発
生
し
て
、
中
国
の
古

い
文
化
や
し
き
た
り
を
壊
し
て
新
し
い
中

国
を
作
ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
が
、
良
い

も
の
も
壊
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
学
の
先

生
は
大
都
市
か
ら
追
放
さ
れ
、
外
国
人
も

追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
約
十
年
間
続
き
ま

し
た
が
こ
の
運
動
は
失
敗
し
ま
し
た
。

　
烏
雲
先
生
は
そ
の
子
を
抱
き
し
め
て
言

い
ま
し
た
。「
私
も
そ
う
だ
っ
た
の
よ
。

日
本
人
の
戦
争
孤
児
な
の
よ
。」

　
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
生
徒
た
ち
は
驚

き
ま
し
た
。

　「
先
生
、
日
本
人
だ
っ
た
の
で
す
か
。

私
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
族
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。」
烏
雲
先
生
の
モ
ン
ゴ
ル
語
が
た
い

へ
ん
上
手
で
、
馬
に
乗
る
の
も
学
校
で
一

番
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
た
ち
全
員
が
烏
雲

先
生
を
モ
ン
ゴ
ル
族
と
思
っ
て
い
た
の
で

し
た
。

　
烏
雲
先
生
は
、
生
徒
た
ち
の
こ
と
を
思

い
、
寄
宿
舎
か
ら
家
に
帰
る
お
金
の
な
い

子
供
に
は
お
金
を
与
え
ま
し
た
。
寄
宿
舎

文
化
大
革
命
と
烏
雲
先
生

「
烏
雲
先
生
は
、
お
母
さ
ん
先
生
」
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ん
が
立
花
珠
美
さ
ん
の
最
初
の
養
父
母
と

な
り
ま
し
た
。

　
孤
児
と
な
っ
た
珠
美
さ
ん
を
張
さ
ん
一

家
に
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
張
さ
ん
の

家
は
四
人
の
子
供
が
い
て
と
て
も
貧
し
い

家
で
し
た
が
、
夫
婦
は
自
分
の
子
供
の
よ

う
に
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、一
家

の
生
活
は
と
て
も
苦
し
く
十
分
な
食
事
も

で
き
な
い
毎
日
で
し
た
の
で
、
珠
美
さ
ん

は
第
二
の
養
父
母
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
養
父
母
の
養
父
は
モ
ン
ゴ
ル
族
の

ア
ラ
タ
ン
オ
チ
ラ
さ
ん
で
軍
人
で
し
た
。

養
母
は
漢
民
族
の
王
秀
廷
さ
ん
と
い
い
ま

す
。
こ
の
夫
婦
に
は
子
供
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
張
さ
ん
一
家
が
た
い
へ
ん
貧
乏
な

の
で
張
さ
ん
と
相
談
し
て
珠
美
さ
ん
を
引

き
取
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
珠
美
さ
ん
は

モ
ン
ゴ
ル
族
の
一
人
と
し
て
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ラ
タ
ン
オ
チ
ラ
さ
ん
一
家
も
珠
美
さ

ん
を
実
の
娘
の
よ
う
に
愛
し
て
く
れ
ま
し

た
。
養
父
は
教
養
の
あ
る
人
で
、
養
母
は

と
て
も
よ
く
働
く
人
で
し
た
。

　
養
父
母
は
珠
美
さ
ん
を
、
モ
ン
ゴ
ル
語

の
名
で
「
烏
雲
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
モ
ン

ゴ
ル
語
で
「
賢
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
養
父
は
、
烏
雲
さ
ん
に
モ
ン
ゴ
ル
語
、

中
国
語
を
教
え
、
ま
た
乗
馬
も
し
っ
か
り

教
え
ま
し
た
。

　
養
父
は
軍
人
を
や
め
農
業
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
中
国
の
農
村
部

は
た
い
へ
ん
貧
し
く
、
農
家
の
子
供
で
学

校
へ
行
く
子
供
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

ホルチン沙漠
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も
、
養
父
母
は
烏
雲
さ
ん
を
学
校
に
行
か

せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
養
父
母
は
、
烏
雲

さ
ん
を
育
て
勉
強
さ
せ
る
た
め
に
た
い
へ

ん
苦
労
し
ま
し
た
。
当
時
、
大
学
進
学
す
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
、
養
父
母
は
、
内

蒙
古
師
範
大
学
へ
行
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
だ
ん
元
気
に
な
り
、
学
校
で
次
の
よ
う

に
話
を
し
ま
し
た
。「
私
は
、
親
に
捨
て
ら

れ
ま
し
た
。
今
の
両
親
が
私
を
拾
っ
て
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。
貧
し
い
中
こ
う
し
て

学
校
に
入
れ
て
く
れ
て
、
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
頑
張
り
ま
す
。」

の
掃
除
も
し
て
あ
げ
て
、「
お
ね
し
ょ
」
を

し
て
下
着
を
ぬ
ら
す
の
を
見
つ
け
る
と
、

黙
っ
て
洗
濯
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
受
け
持

ち
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体
の
生

徒
た
ち
の
こ
と
も
大
事
に
し
ま
し
た
。
烏

雲
先
生
は
、
い
つ
の
ま
に
か
「
エ
ー
ジ
・

バ
ク
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま



沙
漠
で
植
林
す
る
こ
と
に
な
り
、「
第
二
徳

島
烏
雲
の
森
」
と
名
付
け
ま
し
た
。「
徳
島

烏
雲
の
森
」
、
「
第
二
徳
島
烏
雲
の
森
」
の

植
林
は
、
大
人
ば
か
り
で
な
く
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
た
く
さ
ん
日
本
の
子
供

た
ち
が
夏
休
み
に
「
沙
漠
植
林
緑
の
少
年

隊
」
と
し
て
、
中
国
の
子
供
た
ち
と
植
林

し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
５
年
ほ
ど
続
い

た
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
に
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
（ 

東

京
ド
ー
ム
　
個
分
）
の
森
を
作
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
て
　
回
記
念
植
林
を
す
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
中
国
に
行
け
ず
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
ま
で
の
沙
漠
植
林
に
は
、

烏
雲
先
生
も
毎
回
参
加
し
て
楽
し
く
植
林

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
、
日
本
と
中
国

　
前
身
は
平
成
９
（
１
９
９
７
）年
４
月
創

設
の
「
烏
雲
の
森
徳
島
沙
漠
植
林
隊
」
で
、烏

雲
さ
ん
の
父
親
の
知
人
で
あ
る
木
村
義
次

さ
ん
た
ち
が
設
立
し
た
。
立
花
　
甫
さ
ん

は
同
協
会
の
理
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

温
か
い
交
流
が
生
み
出
し
た
も
の

烏
雲
先
生
の
夢
や
活
動
を
支
え
る

徳
島
の
各
団
体

10050

　
優
し
い
養
父
母
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
命

が
、
人
を
育
む
教
師
と
な
り
、
そ
の
誠
実

な
人
柄
と
行
動
が
文
革
期
に
は
人
々
を
し

て
烏
雲
先
生
自
身
を
守
る
盾
と
な
ら
し
め
、

日
本
に
お
い
て
は
故
郷
徳
島
や
日
本
各
地

の
人
々
の
心
を
と
ら
え
て
実
践
の
行
動
へ

駆
り
立
て
た
よ
う
に
援
護
基
金
職
員
は
感

じ
ま
し
た
。

　
人
間
味
豊
か
な
温
か
い
人
と
人
と
の
交

流
が
、
荒
涼
と
し
た
沙
漠
に
緑
を
蘇
ら
せ
、

先
生
の
小
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
た
い
と

　
　
法
人

烏
雲
の
森
沙
漠
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

N
P
O

烏
雲
の
学
校
設
立
を
支
援
す
る

　
徳
島
県
民
の
会

5

兄
の
立
花
　
甫

さ
ん
も
植
林
の

話
を
知
り
、
奥

さ
ん
と
二
人
で

植
林
隊
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
時
間

は
か
か
り
ま
す

が
、
や
が
て
烏

雲
先
生
の
目
指

　
烏
雲
先
生
は
植
林
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
埼
玉
県
、
福
島
県
、
岩
手
県
等

で
講
演
し
て
回
り
、
徳
島
県
で
の
講
演
会

烏雲の森入口 (植林開始 7年目 )

アコラ沙漠で植林

人
と
人
と
が
繋
が
り

　
沙
漠
に
変
化
を
も
た
ら
す

に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
聴
衆
が
講
演
に

感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
を
聞
い
た
人

の
中
に
、
立
花
　
甫
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の

知
り
合
い
で
あ
る
木
村
義
次
さ
ん
が
い
て
、

知
人
四
人
と
共
に
菊
池
さ
ん
の
植
林
隊
に

参
加
さ
れ
た
後
、
徳
島
沙
漠
植
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
を
作
り
、
平
成
９（
１
９
９
７
）

年
　
人
で
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
で
植
林
を
開
始

し
ま
し
た
。
毎
年
　
～
　
名
を
超
え
る
人

た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
烏
雲
の
森

へ
向
か
い
植
林
を
し
、
希
望
者
が
多
い
と

き
は
年
３
回
植
林
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。
沙
漠
植
林
は
、
徳
島
県
の
人

だ
け
で
な
く
、
静
岡
県
、
千
葉
県
、
富
山
県
、

香
川
県
、
愛
媛
県
そ
の
他
全
国
各
地
か
ら

大
勢
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
各
地
の
皆
様
の
協
力
で
　
年
間
で

緑
化
が
終
わ
る
予
定
が
、
十
数
年
で
完
了

し
ま
し
た
。
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こ
の
間
植
え

た
木
は
、
ポ
プ

ラ
、
ア
カ
シ
ヤ
、

楡
、
柳
、
黒
松

等
で
す
が
、
育

ち
や
す
い
ポ
プ

ラ
が
一
番
多
い

で
す
。
ま
た
、
畑

に
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
薩
摩
芋
、

豆
類
、
稲
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
（
２
０
０
７
）
年
、
烏
雲
の
森
の

植
林
が
終
わ
り
美
し
い
森
と
な
る
と
、
今

度
は
烏
雲
の
森
か
ら
少
し
離
れ
た
ア
コ
ラ

し
た
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
が
緑
化
さ
れ
緑
い
っ

ぱ
い
の
ホ
ル
チ
ン
大
草
原
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

烏雲の森と畑(トウモロコシ)

大
学
砂
丘
研
究
所
か
ら
研
究
資
料
を
取
り

寄
せ
て
研
究
を
始
め
ま
す
。

　
同
じ
頃
、
岩
手
県
に
本
部
を
置
く
日
本

砂
漠
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
菊
地 

豊

会
長
が
、「
大
草
原
に
還
る
日
」
を
見
て
、

烏
雲
先
生
の
想
い
に
感
動
し
、
平
成
６
（
１

９
９
４
）
年
、
烏
雲
先
生
の
所
に
視
察
に

来
ら
れ
、
烏
雲
先
生
が
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
中
国
の
人
々
へ
恩
返
し
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に
ホ
ル

チ
ン
沙
漠
に
植
林
を
始
め
、
最
初
に
緑
化

す
る
場
所
を
「
烏
雲
の
森
」
と
名
付
け
た

の
で
す
。

の
純
真
な
願
い
は
、
人
を
惹
き
つ
け
て
、

多
く
の
心
あ
る
人
々
に
よ
る
小
学
校
建
設
、

奨
学
金
制
度
創
設
等
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
烏
雲
先
生
を
支
え
る
団
体
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
群
馬
県
高
崎
市
で

貿
易
を
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
サ
ン
バ

ラ
さ
ん
が
庫
倫
旗
に
来
て
お
り
、
烏
雲
先

生
は
孤
児
に
な
っ
た
時
の
様
子
や
父
母
の

名
前
、
立
花
一
家
の
住
ん
で
い
た
王
爺
廟

な
ど
の
話
を
そ
の
方
に
し
ま
し
た
。
サ
ン

バ
ラ
さ
ん
が
中
国
語
で
書
か
れ
た
烏
雲
先

生
か
ら
の
手
紙
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
、

日
中
孤
児
問
題
連
絡
協
議
会
の
郡
司
彦
理

事
長
に
届
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

郡
司
さ
ん
は
厚
生
省
の
担
当
者
か
ら
立
花

さ
ん
一
家
が
住
ん
で
い
た
町
の
日
本
人
名

簿
を
借
り
た
中
か
ら
父
親
の
名
前
を
見
つ

け
て
、
徳
島
県
出
身
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
　（
１
９
８
０
）
年
、
同
じ
徳
島
県

出
身
で
満
州
に
暮
ら
し
た
方
に
和
田
福
由

さ
ん
が
い
て
、
引
揚
げ
後
徳
島
市
に
住
み
、

日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
会
の
理
事
と
し
て
残
留

孤
児
の
身
元
探
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
和
田

さ
ん
は
懸
命
の
努
力
の
末
、
父
親
立
花
正

市
さ
ん
を
探
し
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ

と
に
烏
雲
先
生
の
父
親
で
あ
る
立
花
正
市

さ
ん
は
８
年
前
に
他
界
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
徳
島
市
在
住
の
お
兄
さ
ん
の
立

花
　
甫
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
妹
の
立
花
珠
美

（
烏
雲
）
さ
ん
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
大
い
に
驚
く
と
と
も
に
大
喜
び
し
た

の
で
し
た
。

　
昭
和
　
（
１
９
８
１
）
年
８
月
、
庫
倫
旗

第
一
中
学
の
先
生
・
生
徒
や
地
域
の
皆
様

の
温
か
い
見
送
り
を
受
け
て
、
烏
雲
先
生

は
娘
さ
ん
と
共
に
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
。

大
阪
国
際
空
港
で
、兄
　
立
花
　
甫
さ
ん
と

り
た
い
と
い
う
珠
美
さ
ん
の
願
い
で
再
び

中
国
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

に
一
時
帰
国
し
た
の
は
５
ヵ
月
で
し
た
。

昭
和
　
（
１
９
８
１
）
年
、
珠
美
さ
ん
は
、

再
び
烏
雲
先
生
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。
故

郷
徳
島
市
に
到
着
す
る
と
、「
お
帰
り
な
さ

い
。
珠
美
さ
ん
」
、「
歓
迎
　
烏
雲
先
生
」
の

幟
が
揺
れ
て
喜
び
の
声
が
満
ち
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
烏
雲
さ
ん
に
と
っ
て
、
誰
も
が
知

ら
な
い
人
ば
か
り
な
の
に
、
「
珠
美
さ
ん
」
、

「
珠
美
さ
ん
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
手
を

握
ら
れ
た
り
し
て
揉
み
く
ち
ゃ
と
な
り
ま

し
た
。

　
よ
う
や
く
日
本
の
生
活
に
慣
れ
た
頃
、

地
元
の
北
井
上
中
学
校
で
内
モ
ン
ゴ
ル
の

学
校
の
様
子
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
通
訳

を
介
し
て
珠
美
さ
ん
が
お
話
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
服
装
で
、

沙
漠
の
話
や
暮
ら
し
、
養
父
母
の
優
し
さ

に
つ
い
て
心
を
込
め
て
お
話
し
、
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
日
本
で
の
仕
事
を
お
兄
さ
ん
が
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
を

始
め
よ
う
と
思
っ
た
時
に
、
養
母
か
ら
の

手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
に
は
、

烏
雲
先
生
を
待
ち
わ
び
る
生
徒
た
ち
の
思

い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
何
通
も
何
通

も
烏
雲
先
生
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
養
父
母
か
ら
は

「
元
気
で
い
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
。
生
水

を
飲
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
。」、「
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
や
さ
し
い
人
で
す

か
。」
年
老
い
た
養
父
母
の
手
紙
に
、
珠
美

さ
ん
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
珠
美
さ
ん
は
、
こ
の
ま
ま
日
本
で
暮
ら

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
モ
ン
ゴ
ル
が
私

を
必
要
と
し
て
い
る
。
今
ま
で
大
事
に
し

取
り
組
み
が
中
国
全
土
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　
平
成
３（
１
９
９
１
）
年
、
中
国
教
育
者

で
最
高
の
賞
で
あ
る
最
優
秀
賞
「
全
国
教

育
者
模
範
賞
」
が
李
鵬
首
相
か
ら
贈
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
全
体
で
「
烏
雲

先
生
に
学
ぼ
う
」と
い
う
教
育
運
動
が
起
こ

り
マ
ス
コ
ミ
で
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
は
、
日
中
国
交

回
復
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
烏
雲
先
生

を
モ
デ
ル
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
大
草

原
に
還
る
日
」
が
、
日
本
の 

 
 
 
 

と
中
国

の
中
央
電
視
台
で
共
同
制
作
さ
れ
、
大
き

な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
は
、
中
国
人

民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
（
日
本
の
参

議
院
議
員
に
相
当
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
、
烏
雲
先
生
は

庫
倫
旗
第
一
中
学
を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
、
地
域
の
人
た

ち
の
強
い
願
い
で
、
烏
雲
先
生
は
庫
倫
旗

第
一
中
学
の
名
誉
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

4
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中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
時

代
、
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
や
庫
倫
旗
が
あ
る
内

蒙
古
地
区
は
経
済
的
に
立
ち
後
れ
て
い
ま

し
た
。
雨
が
少
な
く
乾
燥
し
て
草
木
の
育

ち
に
く
い
場
所
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
沙
漠
を
昔
の
よ
う
な
大
草
原
に
す
る
た

め
、
植
林
で
森
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
草
原
に
し
よ
う
と
、
烏
雲
先
生
は
鳥
取

ホ
ル
チ
ン
沙
漠
を
大
草
原
に

56

　
庫
倫
旗
第
一
中
学
の
周
囲
は
ホ
ル
チ
ン

沙
漠
で
、
農
作
物
は
育
た
ず
、
砂
地
で
草

が
育
た
な
い
こ
と
か
ら
牧
畜
も
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
経
済
的
に
と
て

も
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

烏
雲
先
生
は
こ
の
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
を
緑
化

し
て
、
農
業
、
牧
畜
が
で
き
る
よ
う
に
沙

漠
を
豊
か
な
草
原
に
し
よ
う
と
の
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
子
供
の
教
育
に
は
経
済
的
に

豊
か
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

た
の
で
す
。

　
子
供
の
教
育
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
沙
漠
の
緑
化
で
豊
か
な
草
原
に
す

る
こ
と
が
残
留
孤
児
を
育
て
て
く
れ
た
養

父
母
や
地
域
の
人
々
へ
の
恩
返
し
に
な
る

と
烏
雲
先
生
は
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
烏
雲
先
生
の
沙
漠
緑
化
等
の

模
範
教
員
と
な
る

41

て
く
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
た
め
に
何
か
し
た

い
。
豊
か
な
モ
ン
ゴ
ル
に
な
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
い
う
強
い
願
い
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

　
お
兄
さ
ん
の
甫
さ
ん
か
ら
日
本
に
残
る

よ
う
強
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
孤
児
だ
っ

た
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
帰



沙
漠
で
植
林
す
る
こ
と
に
な
り
、「
第
二
徳

島
烏
雲
の
森
」
と
名
付
け
ま
し
た
。「
徳
島

烏
雲
の
森
」
、
「
第
二
徳
島
烏
雲
の
森
」
の

植
林
は
、
大
人
ば
か
り
で
な
く
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
た
く
さ
ん
日
本
の
子
供

た
ち
が
夏
休
み
に
「
沙
漠
植
林
緑
の
少
年

隊
」
と
し
て
、
中
国
の
子
供
た
ち
と
植
林

し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
５
年
ほ
ど
続
い

た
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
に
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
（ 

東

京
ド
ー
ム
　
個
分
）
の
森
を
作
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
て
　
回
記
念
植
林
を
す
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
中
国
に
行
け
ず
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
ま
で
の
沙
漠
植
林
に
は
、

烏
雲
先
生
も
毎
回
参
加
し
て
楽
し
く
植
林

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
、
日
本
と
中
国

　
前
身
は
平
成
９
（
１
９
９
７
）年
４
月
創

設
の
「
烏
雲
の
森
徳
島
沙
漠
植
林
隊
」
で
、烏

雲
さ
ん
の
父
親
の
知
人
で
あ
る
木
村
義
次

さ
ん
た
ち
が
設
立
し
た
。
立
花
　
甫
さ
ん

は
同
協
会
の
理
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

温
か
い
交
流
が
生
み
出
し
た
も
の

烏
雲
先
生
の
夢
や
活
動
を
支
え
る

徳
島
の
各
団
体

10050

　
優
し
い
養
父
母
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
命

が
、
人
を
育
む
教
師
と
な
り
、
そ
の
誠
実

な
人
柄
と
行
動
が
文
革
期
に
は
人
々
を
し

て
烏
雲
先
生
自
身
を
守
る
盾
と
な
ら
し
め
、

日
本
に
お
い
て
は
故
郷
徳
島
や
日
本
各
地

の
人
々
の
心
を
と
ら
え
て
実
践
の
行
動
へ

駆
り
立
て
た
よ
う
に
援
護
基
金
職
員
は
感

じ
ま
し
た
。

　
人
間
味
豊
か
な
温
か
い
人
と
人
と
の
交

流
が
、
荒
涼
と
し
た
沙
漠
に
緑
を
蘇
ら
せ
、

先
生
の
小
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
た
い
と

　
　
法
人

烏
雲
の
森
沙
漠
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

N
P
O

烏
雲
の
学
校
設
立
を
支
援
す
る

　
徳
島
県
民
の
会

5

兄
の
立
花
　
甫

さ
ん
も
植
林
の

話
を
知
り
、
奥

さ
ん
と
二
人
で

植
林
隊
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
時
間

は
か
か
り
ま
す

が
、
や
が
て
烏

雲
先
生
の
目
指

　
烏
雲
先
生
は
植
林
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
埼
玉
県
、
福
島
県
、
岩
手
県
等

で
講
演
し
て
回
り
、
徳
島
県
で
の
講
演
会

烏雲の森入口 (植林開始 7年目 )

アコラ沙漠で植林

人
と
人
と
が
繋
が
り

　
沙
漠
に
変
化
を
も
た
ら
す

に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
聴
衆
が
講
演
に

感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
を
聞
い
た
人

の
中
に
、
立
花
　
甫
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の

知
り
合
い
で
あ
る
木
村
義
次
さ
ん
が
い
て
、

知
人
四
人
と
共
に
菊
池
さ
ん
の
植
林
隊
に

参
加
さ
れ
た
後
、
徳
島
沙
漠
植
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
を
作
り
、
平
成
９（
１
９
９
７
）

年
　
人
で
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
で
植
林
を
開
始

し
ま
し
た
。
毎
年
　
～
　
名
を
超
え
る
人

た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
烏
雲
の
森

へ
向
か
い
植
林
を
し
、
希
望
者
が
多
い
と

き
は
年
３
回
植
林
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。
沙
漠
植
林
は
、
徳
島
県
の
人

だ
け
で
な
く
、
静
岡
県
、
千
葉
県
、
富
山
県
、

香
川
県
、
愛
媛
県
そ
の
他
全
国
各
地
か
ら

大
勢
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
各
地
の
皆
様
の
協
力
で
　
年
間
で

緑
化
が
終
わ
る
予
定
が
、
十
数
年
で
完
了

し
ま
し
た
。
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こ
の
間
植
え

た
木
は
、
ポ
プ

ラ
、
ア
カ
シ
ヤ
、

楡
、
柳
、
黒
松

等
で
す
が
、
育

ち
や
す
い
ポ
プ

ラ
が
一
番
多
い

で
す
。
ま
た
、
畑

に
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
薩
摩
芋
、

豆
類
、
稲
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
（
２
０
０
７
）
年
、
烏
雲
の
森
の

植
林
が
終
わ
り
美
し
い
森
と
な
る
と
、
今

度
は
烏
雲
の
森
か
ら
少
し
離
れ
た
ア
コ
ラ

し
た
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
が
緑
化
さ
れ
緑
い
っ

ぱ
い
の
ホ
ル
チ
ン
大
草
原
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

烏雲の森と畑(トウモロコシ)

大
学
砂
丘
研
究
所
か
ら
研
究
資
料
を
取
り

寄
せ
て
研
究
を
始
め
ま
す
。

　
同
じ
頃
、
岩
手
県
に
本
部
を
置
く
日
本

砂
漠
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
菊
地 

豊

会
長
が
、「
大
草
原
に
還
る
日
」
を
見
て
、

烏
雲
先
生
の
想
い
に
感
動
し
、
平
成
６
（
１

９
９
４
）
年
、
烏
雲
先
生
の
所
に
視
察
に

来
ら
れ
、
烏
雲
先
生
が
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
中
国
の
人
々
へ
恩
返
し
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に
ホ
ル

チ
ン
沙
漠
に
植
林
を
始
め
、
最
初
に
緑
化

す
る
場
所
を
「
烏
雲
の
森
」
と
名
付
け
た

の
で
す
。

の
純
真
な
願
い
は
、
人
を
惹
き
つ
け
て
、

多
く
の
心
あ
る
人
々
に
よ
る
小
学
校
建
設
、

奨
学
金
制
度
創
設
等
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
烏
雲
先
生
を
支
え
る
団
体
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
群
馬
県
高
崎
市
で

貿
易
を
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
サ
ン
バ

ラ
さ
ん
が
庫
倫
旗
に
来
て
お
り
、
烏
雲
先

生
は
孤
児
に
な
っ
た
時
の
様
子
や
父
母
の

名
前
、
立
花
一
家
の
住
ん
で
い
た
王
爺
廟

な
ど
の
話
を
そ
の
方
に
し
ま
し
た
。
サ
ン

バ
ラ
さ
ん
が
中
国
語
で
書
か
れ
た
烏
雲
先

生
か
ら
の
手
紙
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
、

日
中
孤
児
問
題
連
絡
協
議
会
の
郡
司
彦
理

事
長
に
届
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

郡
司
さ
ん
は
厚
生
省
の
担
当
者
か
ら
立
花

さ
ん
一
家
が
住
ん
で
い
た
町
の
日
本
人
名

簿
を
借
り
た
中
か
ら
父
親
の
名
前
を
見
つ

け
て
、
徳
島
県
出
身
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
　（
１
９
８
０
）
年
、
同
じ
徳
島
県

出
身
で
満
州
に
暮
ら
し
た
方
に
和
田
福
由

さ
ん
が
い
て
、
引
揚
げ
後
徳
島
市
に
住
み
、

日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
会
の
理
事
と
し
て
残
留

孤
児
の
身
元
探
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
和
田

さ
ん
は
懸
命
の
努
力
の
末
、
父
親
立
花
正

市
さ
ん
を
探
し
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ

と
に
烏
雲
先
生
の
父
親
で
あ
る
立
花
正
市

さ
ん
は
８
年
前
に
他
界
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
徳
島
市
在
住
の
お
兄
さ
ん
の
立

花
　
甫
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
妹
の
立
花
珠
美

（
烏
雲
）
さ
ん
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
大
い
に
驚
く
と
と
も
に
大
喜
び
し
た

の
で
し
た
。

　
昭
和
　
（
１
９
８
１
）
年
８
月
、
庫
倫
旗

第
一
中
学
の
先
生
・
生
徒
や
地
域
の
皆
様

の
温
か
い
見
送
り
を
受
け
て
、
烏
雲
先
生

は
娘
さ
ん
と
共
に
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
。

大
阪
国
際
空
港
で
、兄
　
立
花
　
甫
さ
ん
と

り
た
い
と
い
う
珠
美
さ
ん
の
願
い
で
再
び

中
国
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

に
一
時
帰
国
し
た
の
は
５
ヵ
月
で
し
た
。

昭
和
　
（
１
９
８
１
）
年
、
珠
美
さ
ん
は
、

再
び
烏
雲
先
生
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。
故

郷
徳
島
市
に
到
着
す
る
と
、「
お
帰
り
な
さ

い
。
珠
美
さ
ん
」
、「
歓
迎
　
烏
雲
先
生
」
の

幟
が
揺
れ
て
喜
び
の
声
が
満
ち
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
烏
雲
さ
ん
に
と
っ
て
、
誰
も
が
知

ら
な
い
人
ば
か
り
な
の
に
、
「
珠
美
さ
ん
」
、

「
珠
美
さ
ん
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
手
を

握
ら
れ
た
り
し
て
揉
み
く
ち
ゃ
と
な
り
ま

し
た
。

　
よ
う
や
く
日
本
の
生
活
に
慣
れ
た
頃
、

地
元
の
北
井
上
中
学
校
で
内
モ
ン
ゴ
ル
の

学
校
の
様
子
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
通
訳

を
介
し
て
珠
美
さ
ん
が
お
話
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
服
装
で
、

沙
漠
の
話
や
暮
ら
し
、
養
父
母
の
優
し
さ

に
つ
い
て
心
を
込
め
て
お
話
し
、
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
日
本
で
の
仕
事
を
お
兄
さ
ん
が
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
を

始
め
よ
う
と
思
っ
た
時
に
、
養
母
か
ら
の

手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
に
は
、

烏
雲
先
生
を
待
ち
わ
び
る
生
徒
た
ち
の
思

い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
何
通
も
何
通

も
烏
雲
先
生
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
養
父
母
か
ら
は

「
元
気
で
い
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
。
生
水

を
飲
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
。」、「
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
や
さ
し
い
人
で
す

か
。」
年
老
い
た
養
父
母
の
手
紙
に
、
珠
美

さ
ん
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
珠
美
さ
ん
は
、
こ
の
ま
ま
日
本
で
暮
ら

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
モ
ン
ゴ
ル
が
私

を
必
要
と
し
て
い
る
。
今
ま
で
大
事
に
し

取
り
組
み
が
中
国
全
土
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　
平
成
３（
１
９
９
１
）
年
、
中
国
教
育
者

で
最
高
の
賞
で
あ
る
最
優
秀
賞
「
全
国
教

育
者
模
範
賞
」
が
李
鵬
首
相
か
ら
贈
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
全
体
で
「
烏
雲

先
生
に
学
ぼ
う
」と
い
う
教
育
運
動
が
起
こ

り
マ
ス
コ
ミ
で
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
は
、
日
中
国
交

回
復
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
烏
雲
先
生

を
モ
デ
ル
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
大
草

原
に
還
る
日
」
が
、
日
本
の 

 
 
 
 

と
中
国

の
中
央
電
視
台
で
共
同
制
作
さ
れ
、
大
き

な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
は
、
中
国
人

民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
（
日
本
の
参

議
院
議
員
に
相
当
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
、
烏
雲
先
生
は

庫
倫
旗
第
一
中
学
を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
、
地
域
の
人
た

ち
の
強
い
願
い
で
、
烏
雲
先
生
は
庫
倫
旗

第
一
中
学
の
名
誉
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

4
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中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
時

代
、
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
や
庫
倫
旗
が
あ
る
内

蒙
古
地
区
は
経
済
的
に
立
ち
後
れ
て
い
ま

し
た
。
雨
が
少
な
く
乾
燥
し
て
草
木
の
育

ち
に
く
い
場
所
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
沙
漠
を
昔
の
よ
う
な
大
草
原
に
す
る
た

め
、
植
林
で
森
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
草
原
に
し
よ
う
と
、
烏
雲
先
生
は
鳥
取

ホ
ル
チ
ン
沙
漠
を
大
草
原
に

56

　
庫
倫
旗
第
一
中
学
の
周
囲
は
ホ
ル
チ
ン

沙
漠
で
、
農
作
物
は
育
た
ず
、
砂
地
で
草

が
育
た
な
い
こ
と
か
ら
牧
畜
も
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
経
済
的
に
と
て

も
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

烏
雲
先
生
は
こ
の
ホ
ル
チ
ン
沙
漠
を
緑
化

し
て
、
農
業
、
牧
畜
が
で
き
る
よ
う
に
沙

漠
を
豊
か
な
草
原
に
し
よ
う
と
の
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
子
供
の
教
育
に
は
経
済
的
に

豊
か
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

た
の
で
す
。

　
子
供
の
教
育
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
沙
漠
の
緑
化
で
豊
か
な
草
原
に
す

る
こ
と
が
残
留
孤
児
を
育
て
て
く
れ
た
養

父
母
や
地
域
の
人
々
へ
の
恩
返
し
に
な
る

と
烏
雲
先
生
は
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
烏
雲
先
生
の
沙
漠
緑
化
等
の

模
範
教
員
と
な
る

41

て
く
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
た
め
に
何
か
し
た

い
。
豊
か
な
モ
ン
ゴ
ル
に
な
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
い
う
強
い
願
い
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

　
お
兄
さ
ん
の
甫
さ
ん
か
ら
日
本
に
残
る

よ
う
強
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
孤
児
だ
っ

た
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
帰



　
　
立
花
珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
现
居
内

蒙
古
︒
自
平
成
19
︵
２
０
０
７
︶
年
以
来
︐

每
年
在
参
加
援
护
基
金
实
施
的
集
体
短

期
归
国
事
业
期
间
︐
回
故
乡
德
岛
探
亲
︐

很
遗
憾
今
年
没
有
申
请
参
加
︒

　
　
珠
美
女
士
不
仅
在
遗
华
孤
儿
寻
亲

以
及
短
期
回
国
时
︐
受
到
爱
心
人
士
热

心
地
帮
助
︐
更
重
要
的
是
以
她
为
中
心
︐

人
与
人
之
间
形
成
了
超
越
血
缘
︐
彼
此

信
赖
的
纽
带
关
系
︒
她
的“

通
过
沙
漠

绿
化
回
馈
养
育
之
恩„

的
初
心
︐
感
动

了
很
多
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︐
长
期

以
来
提
供
支
援
并
共
同
参
与
植
树
造
林

活
动
︒

　
　
在
此
简
略
的
介
绍
乌
云
老
师
的
事

迹
及
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︒

　
　
珠
美
女
士
生
于
昭
和
13
︵
１
９
３

８
︶
年
日
本
德
岛
市
︒
昭
和
15
︵
１
９

４
０
︶
年
一
家
六
口
︐
除
了
哥
哥
以
外
︐

举
家
前
往
中
国
︒
当
时
住
在
东
北
地
区

一
个
叫
王
爷
庙
︵
今
乌
兰
浩
特
市
︶
的

地
方
︒

　
　
昭
和
20
︵
１
９
４
５
︶
年
８
月
14

日
苏
联
军
队
入
侵
︐
当
时
︐
父
亲
因
公

出
差
在
外
︐ 由
于
苏
军
炸
毁
铁
路
无
法
回

家
︒
母
亲
带
着
他
们
几
个
孩
子
与
大
约 

２
０
０
０
名
日
本
妇
女
和
儿
童
︐
逃
往

　
　
在
北
井
上
中
学
的
校
庭
︐
可
以
看

到
乌
云
老
师
亲
笔
题
字
的
石
碑
︐
碑
文

写
着
︓“

草
原
甘
露
哺
育
我
︐
我
为
草
原

捧
生
涯
! „

这
正
是
乌
云
老
师
视
草
原

如
母
亲
︐
用
一
生
去
回
报
这
片
土
地
与

人
民
的
真
实
写
照
︒
来
自
中
国
的
师
生
︐

看
到
这
座
石
碑
后
︐
无
不
肃
然
起
敬
!

　
　
哥
哥
建
议
她
留
在
日
本
︒
为
报
答

养
父
母
的
养
育
之
恩
︔
为
了
盼
望
她
早

日
回
来
的
学
生
们
︐
在
日
本
逗
留
五
个

月
后
︐
又
返
回
了
养
育
她
的
地
方
︐
成

为
受
学
生
们
爱
戴
的
乌
云
老
师
︒

　
　
库
伦
旗
第
一
中
学
地
处
科
尔
沁
沙

漠
地
区
︐
经
济
十
分
落
后
︒
乌
云
老
师

致
力
于
儿
童
教
育
的
同
时
︐
意
识
到
经

济
繁
荣
对
孩
子
们
教
育
的
重
要
性
︒
她

抱
着
将
沙
漠
打
造
成
大
草
原
的
梦
想
并

付
之
以
行
动
︐
来
报
答
养
父
母
及
当
地

人
民
的
恩
情
︒

　
　
平
成
５
︵
１
９
９
３
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
选
为
中
国
人
民
政
治
协
商
会
议

全
国
委
员
会
委
员
︵
相
当
于
日
本
的
参

议
院
议
员
︶︒

　
　
平
成
６
︵
１
９
９
４
︶
年
︐
乌
云

老
师
从
库
伦
旗
第
一
中
学
正
式
退
休
︒

　
　
平
成
８
︵
１
９
９
６
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
任
命
为
库
伦
旗
第
一
中
学
名
誉

校
长
︒

　
　
在
任
全
国
政
协
委
员
期
间
︐
为
了

恢
复
沙
漠
昔
日
的
大
草
原
风
貌
︐
她
特

地
向
鸟
取
大
学
沙
丘
研
究
所
索
取
资
料
︐

探
讨
沙
漠
绿
化
的
可
行
性
︒
大
约
在
同

一
时
期
︐
岩
手
县
的
日
本
沙
漠
植
树
志

喇
嘛
教
圣
地
葛
根
庙
︒
在
距
离
葛
根
庙

30
公
里
的
地
方
︐
被
苏
军
坦
克
包
围
并

遭
到
机
枪
扫
射
︐
在
场
的
家
人
全
部
罹
难
︐

珠
美
死
里
逃
生
︐
不
幸
成
了
孤
儿
︒

　
　
在
死
人
堆
里
度
过
了
三
天
后
︐
被

好
心
的
老
人
救
助
︐
送
到
了
张
姓
人
家

收
养
︐
最
终
被
养
父
阿
拉
坦·

奥
其
尔
与

汉
族
养
母
王
秀
廷
收
养
︒

　
　
养
父
母
将
珠
美
视
如
己
出
︒
并
给

她
起
了
一
个
蒙
古
名
字
叫“

乌
云„

︒
蒙

语“

聪
明„

的
意
思
︒
养
母
勤
劳
善
良
︐

养
父
还
教
她
蒙
文
︑
汉
语
和
骑
马
︒
虽

然
生
活
拮
据
︐
却
供
她
上
学
读
书
︒

　
　
昭
和
32
︵
１
９
５
７
︶
年
︐
勤
奋

好
学
的
乌
云
以
优
异
的
成
绩
从
内
蒙
古

师
范
大
学
毕
业
︐
被
分
配
到
库
伦
旗
第

一
中
学
任
教
︒

　
　
执
教
期
间
︐
关
心
爱
护
每
一
个
学
生
︐

给
贫
困
学
生
买
衣
服
︑
鞋
袜
︔
住
宿
生

无
钱
回
家
︐
就
资
助
路
费
︔
帮
孩
子
们

打
扫
宿
舍
︐
发
现
尿
湿
的
内
衣
︐
还
默

默
地
清
洗
干
净
︒
慈
母
般
的
乌
云
老
师

受
到
孩
子
们
尊
敬
和
爱
戴
︒
被
亲
切
地

称
为“

额
吉·

巴
科
细„

︒
蒙
语 “

慈
母

老
师„

的
意
思
︒

　
　
昭
和
33
︵
１
９
５
８
︶
年
︐
乌
云

老
师
与
同
校
教
师
结
婚
︒
一
年
后
有
了

女
儿
︐
两
年
后
有
了
儿
子
︐
成
为
真
正

的
母
亲
︒

　
　
然
而
︐
史
无
前
例
的
文
化
大
革
命
︐

给
她
的
幸
福
家
庭
带
来
了
深
重
的
灾
难
︒

库
伦
旗
第
一
中
学
也
受
到
造
反
派
们
施

加
的
压
力
︐
然
而
师
生
们
挺
身
而
出
保

护
她
︐
使
她
免
受
冲
击
︒
她
的
养
父
母

却
被
打
成
日
本
特
务
︐
受
到
了
非
人
的

折
磨
和
迫
害
︒

　
　
昭
和
47
︵
１
９
７
２
︶
年
︐
日
中

邦
交
正
常
化
后
︐
遗
华
日
孤
寻
找
在
日

亲
属
的
活
动
随
之
展
开
︒
养
母
命
令
她

寻
找
失
散
的
家
人
︒

　
　
蒙
古
族
商
人
散
巴
拉
先
生
及
日
本

蒙
古
协
会
理
事
和
田
福
由
先
生
︐
伸
出

援
助
之
手
︐
帮
助
她
寻
找
家
人
︐
经
过

不
懈
努
力
︐
终
于
找
到
了
住
在
德
岛
市

的
哥
哥—

立
花
甫
先
生
︒

　
　
昭
和
56
︵
１
９
８
１
︶
年
８
月
︐

时
隔
41
年
︐
在
德
岛
机
场
终
于
与
哥
哥

重
逢
︒

　
　
探
亲
期
间
︐
珠
美
女
士
在
当
地
的

北
井
上
中
学
︐
讲
述
自
己
的
身
世
及
养

父
母
的
恩
情
︑
学
校
的
情
况
和
沙
漠
现
状
︑

传
达
了
和
平
的
重
要
性
︒
因
为
这
次
机
缘
︐

促
成
了
后
期
北
井
上
中
学
与
库
伦
旗
一

中
的
跨
国
交
流
︒
这
是
后
话
︒

终
战
80
年

　构
建
人
与
人
之
间
的
纽
带
关
系

　

   

遗
华
日
孤--

乌
云
老
师

　
　以
及
支
援
乌
云
老
师
的
人
们

7

愿
者
协
会
菊
池
丰
会
长
于
平
成
６
︵
１

９
９
４
︶
年
来
乌
云
老
师
所
在
城
市
考
察
︐

得
知
她
想
通
过
沙
漠
绿
化
︐
来
回
报
中

国
人
民
养
育
之
恩
的
心
愿
后
︐
菊
池
会

长
立
即
启
动
了
在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
计

划
︐
并
将
第
一
个
绿
化
区
命
名
为“

乌

云
森
林„

︒

　
　
乌
云
老
师
为
沙
漠
绿
化
所
做
的
努

力
︐
在
中
国
已
家
喻
户
晓
︒
日
中
两
国

以
她
为
原
型
︐
共
同
制
作
了
电
视
剧
﹁
回

归
大
草
原
的
日
子
﹂︐
很
多
人
为
之
感
动
︒

　
　
为
了
推
广
植
树
造
林
活
动
︐
乌
云

老
师
在
日
本
多
地
讲
演
︐
在
德
岛
县
讲

演
时
︐
木
村
义
次
先
生
也
被
她
的
情
怀

感
动
︐
成
立
了
德
岛
沙
漠
植
树
志
愿
者

协
会
︐
于
平
成
９
︵
１
９
９
７
︶
年
开
始
︐

在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
造
林
︒
植
树
活
动

不
仅
有
来
自
故
乡
德
岛
的
县
民
参
加
︐

日
本
全
国
各
地
︐
甚
至
从
小
学
生
到
高

中
生
︐
利
用
暑
假
前
去
与
中
国
孩
子
一

起
植
树
︒

　
　
原
预
计
25
年
完
成
的
绿
化
计
划
︐

仅
用
了
十
余
年
就
顺
利
完
成
了
!
营
造

森
林
面
积
超
过
了
５
０
０
多
万
公
顷
︵
相

当
于
约
１
０
０
个
东
京
巨
蛋
的
面
积
︶︒

　
　
人
与
人
之
间
诚
挚
而
富
有
人
情
味

　
　
平
成
23
︵
２
０
１
１
︶
年
︐
德
岛

县
民
捐
款
设
立“

乌
云
奖
学
金„

︐
资
助

贫
困
儿
童
受
教
育
︒

﹁
内
蒙
古
爱
阳
教
育
经
济
支
援
协
会
﹂

　
　
为
了
满
足
乌
云
老
师
的
心
愿
︐
该

协
会
于
平
成
14
︵
２
０
０
２
︶
年
创
办

了“

爱
阳
小
学„

︐
让
贫
困
儿
童
免
费
上

学
︔
平
成
20
︵
２
０
０
８
︶
年
︐
捐
赠

了
首
辆
校
车
︐
解
决
了
偏
远
地
区
孩
子

上
学
难
的
问
题
︒
迄
今
为
止
受
助
学
生

累
计
达
１
５
６
９
人
︒
令
和
２
︵
２
０

２
０
︶
年
︐
将
名
称
改
为“

Ｎ
Ｇ
Ｏ
内
蒙

古
爱
阳
协
会„

︐
继
续
开
展
支
援
活
动
︒

﹁
德
岛
县
劳
动
者
福
祉
协
议
会
﹂

　
　
基
于“

了
解
彼
此
国
家
十
分

重
要„

的
理
念
︐
从
平
成
23
︵
２

０
１
１
︶
年
至
令
和
元
年
︵
２
０

１
９
︶
年
︐
先
后
邀
请
库
伦
旗
一

中
18
名
高
中
生
和
教
师
︐
来
德
岛

市
北
井
上
中
学
开
展
交
流
活
动
︒

　
　
通
过
以
上
简
介
︐
我
们
看
到

惨
绝
人
寰
的
战
争
︐
给
日
中
两
国

人
民
带
来
深
重
灾
难
︐
作
为
遗
华

日
孤
︐
获
得
第
二
次
生
命
的
立
花

珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
︐
不
忘
养
育

之
恩
︐
用
行
动
回
报
养
育
她
的
草

原
︐
以
她
的
人
格
魅
力
︐
吸
引
了

更
多
的
志
同
道
合
的
爱
心
人
士
︐

参
与
各
种
支
援
活
动
︒
他
们
无
私

的
奉
献
︐
令
人
钦
佩
和
感
动
!

　
　
最
后
︐衷
心
地
感
谢
发
行
︽
乌

云
老
师
的
大
草
原
之
梦
︾—“

致
敬

乌
云
老
师·

市
民
会„

一
书
的
以

下
各
位
编
委 

︐
在
我
撰
写
本
文
之
际
︐

慷
慨
地
提
供
资
料
︒

　
　
　
　  

︑岩
佐 

重
明
先
生

上
田 

胜
久
先
生
︑ 

川
越 

敏
良
先
生

久
积 

育
郎
先
生
︑ 

藤
原 

学
先
生

　
　
再
次
诚
挚
地
感
谢
诸
位
对
援
护
基

金
实
施
的
集
体
短
期
归
国
事
业
方
面
给

予
的
协
助
和
支
持
!

︵※

因
篇
幅
有
限
︐
中
文
翻
译
刊
载
的
是

缩
写
版
︐
敬
请
各
位
理
解
和
原
谅
!
︶

的
交
流
︐
不
仅
让
荒
凉
的
沙
漠
重
焕
生
机
︐

乌
云
老
师“

充
实
小
学
教
育„

这
一
纯

真
的
梦
想
︐
也
吸
引
了
众
多
有
爱
心
的

人
士
参
与
︐
推
动
了
小
学
校
建
设
和
奖

学
金
制
度
的
创
立
︒

　
　
以
下
介
绍
为
实
现
乌
云
老
师
的
梦

想
︐
而
提
供
支
援
活
动
的
德
岛
地
区
各

个
支
援
团
体

﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
乌
云
之
森
沙
漠
植
树
志
愿

者
协
会
﹂

　
　
该
组
织
的
前
身
是
于
平
成
９
︵
１

９
９
７
︶
年
4
月
成
立
的“

乌
云
之
森

德
岛
沙
漠
植
树
队„

︐
由
木
村
义
次
先
生

等
人
创
立
︒
立
花
甫
先
生
曾
任
该
协
会

的
理
事
︒

支
援
乌
云
老
师
设
立
学
校
的
﹁
德
岛
县

民
会
﹂

　
　
平
成
10
︵
１
９
９
８
︶
年
︐
以
加

藤
会
长
为
中
心
︐
成
立
了“

资
助
创
建

乌
云
学
校
的
德
岛
县
民
会„

︐
并
向
库
伦

旗
一
中
赠
款
︐
开
办
了
两
个
日
语
教
室
︒

故乡的欢迎场面

し
て
い
き
た
い
。
」
と
の
願
い
を
聞
き
、
平

成
　（
１
９
９
８
）
年
、
烏
雲
先
生
の
養
母

の
王
秀
廷
さ
ん
と
来
日
し
た
時
、
加
藤
会

長
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
「
烏
雲
の
学
校

設
立
を
支
援
す
る
徳
島
県
民
の
会
」
か
ら

多
額
の
日
本
語
教
室
建
設
支
援
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
９
月
、
庫
倫
旗
第
一

中
学
に
日
本
語
教
室
二
つ
が
作
ら
れ
た
。

　
平
成
　
（
２
０
１
１
）
年
に
は
、
多
く
の

徳
島
県
民
の
寄
付
金
で
創
設
さ
れ
た
「
烏

雲
奨
学
金
制
度
」
は
、
貧
し
い
子
供
の
教

　
互
い
の
国
を
知
る
こ
と
が
大
切
と
、
庫

倫
旗
第
一
中
学
の
生
徒
を
日
本
に
招
待
し
、

徳
島
市
北
井
上
中
学
校
等
の
学
校
生
徒
と

の
交
流
事
業
の
運
営
は
、
同
協
議
会
の
方

を
中
心
に
徳
島
県
民
の
協
力
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
（
２
０
１
１
）
年
か
ら
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
ま
で
に
、
庫
倫
旗
第
一
中

学
か
ら
　
名
の
高
校
生
と
先
生
方
が
来
ら

れ
ま
し
た
。
北
井
上
中
学
校
校
庭
に
は
、

「
草
原
が
私
を
育
て
て
く
れ
た
。
私
は
草
原

の
た
め
に
一
生
を
捧
げ
る
」
と
い
う
意
の

烏
雲
先
生
直
筆
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

て
、
中
国
か
ら
の
先
生
生
徒
た
ち
は
そ
れ

を
見
て
感
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
駆
け
足
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
様
々

な
支
援
活
動
に
善
意
で
身
を
投
じ
ら
れ
た

当
事
者
の
皆
様
は
、
人
知
れ
ず
い
ろ
い
ろ

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

23

愛陽小学校

日本語教室開校式

内
蒙
古
愛
陽
教
育
経
済
支
援
協
会

育
資
金
と
し
て
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
烏
雲
先
生
の
気
持
に
応
え
て
会
員
の
募

金
で
貧
し
い
子
供
が
無
料
で
通
学
で
き
る

「
愛
陽
小
学
校
」
を
平
成
　（
２
０
０
２
）
年

設
立
し
、
平
成
　
（
２
０
０
８
）
年
に
は
、

内
蒙
古
で
初
め
て
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
寄

贈
し
て
、
遠
い
所
か
ら
の
通
学
を
可
能
と

し
た
。
支
援
し
た
生
徒
数
は
延
べ
１
５
６

９
名
に
及
び
、
教
育
支
援
の
目
的
を
達
し

た
こ
と
に
よ
り
令
和
２（
２
０
２
０
）
年
に

同
協
会
は
解
散
し
た
が
、
経
済
支
援
を
続

け
る
目
的
で
協
会
名
を
　
　
　
内
蒙
古
愛

陽
協
会
に
改
め
、
家
畜
の
貸
出
事
業
等
を
通

じ
て
現
在
も
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

20

N
G 
O

14

徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

2318

し
か
し
、
そ
う
し
た
ご
苦
労
を
乗
り
越
え

ら
れ
て
得
ら
れ
た
成
果
は
大
き
く
た
い
へ

ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
、

冊
子
「
大
草
原
を
夢
見
る
烏
雲
先
生
」
を

資
料
提
供
に
と
の
お
願
い
に
ご
快
諾
く
だ

さ
い
ま
し
た
発
行
者
　
烏
雲
先
生
を
た
た

え
る
市
民
の
会
と
編
集
委
員
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

故
生
田
　
治
夫
様
、  

岩
佐
　
重
明
様

 
 

上
田
　
勝
久
様
、  

川
越
　
敏
良
様

 
 

久
積
　
育
郎
様
、  

藤
原
　
学
　
様

　
皆
様
に
は
一
時
帰
国
の
親
族
訪
問
の
都

度
、
援
護
基
金
に
た
い
へ
ん
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
併
せ
て
こ
こ
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

北井上中学校の石碑

10
の
温
か
い
交
流
を
願
っ
て
い
た
加
藤
高
明

連
合
徳
島
会
長
た
ち
が
北
京
で
烏
雲
先
生

に
面
会
し
た
際
、「
庫
倫
旗
第
一
中
学
に
日

本
語
教
室
を
作
り
た
い
。
生
徒
た
ち
に
日

本
語
を
教
え
、
日
本
を
更
に
理
解
し
て
も

ら
い
、
日
本
と
中
国
が
い
っ
そ
う
仲
良
く

6



　
　
立
花
珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
现
居
内

蒙
古
︒
自
平
成
19
︵
２
０
０
７
︶
年
以
来
︐

每
年
在
参
加
援
护
基
金
实
施
的
集
体
短

期
归
国
事
业
期
间
︐
回
故
乡
德
岛
探
亲
︐

很
遗
憾
今
年
没
有
申
请
参
加
︒

　
　
珠
美
女
士
不
仅
在
遗
华
孤
儿
寻
亲

以
及
短
期
回
国
时
︐
受
到
爱
心
人
士
热

心
地
帮
助
︐
更
重
要
的
是
以
她
为
中
心
︐

人
与
人
之
间
形
成
了
超
越
血
缘
︐
彼
此

信
赖
的
纽
带
关
系
︒
她
的“

通
过
沙
漠

绿
化
回
馈
养
育
之
恩„

的
初
心
︐
感
动

了
很
多
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︐
长
期

以
来
提
供
支
援
并
共
同
参
与
植
树
造
林

活
动
︒

　
　
在
此
简
略
的
介
绍
乌
云
老
师
的
事

迹
及
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︒

　
　
珠
美
女
士
生
于
昭
和
13
︵
１
９
３

８
︶
年
日
本
德
岛
市
︒
昭
和
15
︵
１
９

４
０
︶
年
一
家
六
口
︐
除
了
哥
哥
以
外
︐

举
家
前
往
中
国
︒
当
时
住
在
东
北
地
区

一
个
叫
王
爷
庙
︵
今
乌
兰
浩
特
市
︶
的

地
方
︒

　
　
昭
和
20
︵
１
９
４
５
︶
年
８
月
14

日
苏
联
军
队
入
侵
︐
当
时
︐
父
亲
因
公

出
差
在
外
︐ 由
于
苏
军
炸
毁
铁
路
无
法
回

家
︒
母
亲
带
着
他
们
几
个
孩
子
与
大
约 

２
０
０
０
名
日
本
妇
女
和
儿
童
︐
逃
往

　
　
在
北
井
上
中
学
的
校
庭
︐
可
以
看

到
乌
云
老
师
亲
笔
题
字
的
石
碑
︐
碑
文

写
着
︓“

草
原
甘
露
哺
育
我
︐
我
为
草
原

捧
生
涯
! „

这
正
是
乌
云
老
师
视
草
原

如
母
亲
︐
用
一
生
去
回
报
这
片
土
地
与

人
民
的
真
实
写
照
︒
来
自
中
国
的
师
生
︐

看
到
这
座
石
碑
后
︐
无
不
肃
然
起
敬
!

　
　
哥
哥
建
议
她
留
在
日
本
︒
为
报
答

养
父
母
的
养
育
之
恩
︔
为
了
盼
望
她
早

日
回
来
的
学
生
们
︐
在
日
本
逗
留
五
个

月
后
︐
又
返
回
了
养
育
她
的
地
方
︐
成

为
受
学
生
们
爱
戴
的
乌
云
老
师
︒

　
　
库
伦
旗
第
一
中
学
地
处
科
尔
沁
沙

漠
地
区
︐
经
济
十
分
落
后
︒
乌
云
老
师

致
力
于
儿
童
教
育
的
同
时
︐
意
识
到
经

济
繁
荣
对
孩
子
们
教
育
的
重
要
性
︒
她

抱
着
将
沙
漠
打
造
成
大
草
原
的
梦
想
并

付
之
以
行
动
︐
来
报
答
养
父
母
及
当
地

人
民
的
恩
情
︒

　
　
平
成
５
︵
１
９
９
３
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
选
为
中
国
人
民
政
治
协
商
会
议

全
国
委
员
会
委
员
︵
相
当
于
日
本
的
参

议
院
议
员
︶︒

　
　
平
成
６
︵
１
９
９
４
︶
年
︐
乌
云

老
师
从
库
伦
旗
第
一
中
学
正
式
退
休
︒

　
　
平
成
８
︵
１
９
９
６
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
任
命
为
库
伦
旗
第
一
中
学
名
誉

校
长
︒

　
　
在
任
全
国
政
协
委
员
期
间
︐
为
了

恢
复
沙
漠
昔
日
的
大
草
原
风
貌
︐
她
特

地
向
鸟
取
大
学
沙
丘
研
究
所
索
取
资
料
︐

探
讨
沙
漠
绿
化
的
可
行
性
︒
大
约
在
同

一
时
期
︐
岩
手
县
的
日
本
沙
漠
植
树
志

喇
嘛
教
圣
地
葛
根
庙
︒
在
距
离
葛
根
庙

30
公
里
的
地
方
︐
被
苏
军
坦
克
包
围
并

遭
到
机
枪
扫
射
︐
在
场
的
家
人
全
部
罹
难
︐

珠
美
死
里
逃
生
︐
不
幸
成
了
孤
儿
︒

　
　
在
死
人
堆
里
度
过
了
三
天
后
︐
被

好
心
的
老
人
救
助
︐
送
到
了
张
姓
人
家

收
养
︐
最
终
被
养
父
阿
拉
坦·

奥
其
尔
与

汉
族
养
母
王
秀
廷
收
养
︒

　
　
养
父
母
将
珠
美
视
如
己
出
︒
并
给

她
起
了
一
个
蒙
古
名
字
叫“

乌
云„

︒
蒙

语“

聪
明„

的
意
思
︒
养
母
勤
劳
善
良
︐

养
父
还
教
她
蒙
文
︑
汉
语
和
骑
马
︒
虽

然
生
活
拮
据
︐
却
供
她
上
学
读
书
︒

　
　
昭
和
32
︵
１
９
５
７
︶
年
︐
勤
奋

好
学
的
乌
云
以
优
异
的
成
绩
从
内
蒙
古

师
范
大
学
毕
业
︐
被
分
配
到
库
伦
旗
第

一
中
学
任
教
︒

　
　
执
教
期
间
︐
关
心
爱
护
每
一
个
学
生
︐

给
贫
困
学
生
买
衣
服
︑
鞋
袜
︔
住
宿
生

无
钱
回
家
︐
就
资
助
路
费
︔
帮
孩
子
们

打
扫
宿
舍
︐
发
现
尿
湿
的
内
衣
︐
还
默

默
地
清
洗
干
净
︒
慈
母
般
的
乌
云
老
师

受
到
孩
子
们
尊
敬
和
爱
戴
︒
被
亲
切
地

称
为“

额
吉·

巴
科
细„

︒
蒙
语 “

慈
母

老
师„

的
意
思
︒

　
　
昭
和
33
︵
１
９
５
８
︶
年
︐
乌
云

老
师
与
同
校
教
师
结
婚
︒
一
年
后
有
了

女
儿
︐
两
年
后
有
了
儿
子
︐
成
为
真
正

的
母
亲
︒

　
　
然
而
︐
史
无
前
例
的
文
化
大
革
命
︐

给
她
的
幸
福
家
庭
带
来
了
深
重
的
灾
难
︒

库
伦
旗
第
一
中
学
也
受
到
造
反
派
们
施

加
的
压
力
︐
然
而
师
生
们
挺
身
而
出
保

护
她
︐
使
她
免
受
冲
击
︒
她
的
养
父
母

却
被
打
成
日
本
特
务
︐
受
到
了
非
人
的

折
磨
和
迫
害
︒

　
　
昭
和
47
︵
１
９
７
２
︶
年
︐
日
中

邦
交
正
常
化
后
︐
遗
华
日
孤
寻
找
在
日

亲
属
的
活
动
随
之
展
开
︒
养
母
命
令
她

寻
找
失
散
的
家
人
︒

　
　
蒙
古
族
商
人
散
巴
拉
先
生
及
日
本

蒙
古
协
会
理
事
和
田
福
由
先
生
︐
伸
出

援
助
之
手
︐
帮
助
她
寻
找
家
人
︐
经
过

不
懈
努
力
︐
终
于
找
到
了
住
在
德
岛
市

的
哥
哥—

立
花
甫
先
生
︒

　
　
昭
和
56
︵
１
９
８
１
︶
年
８
月
︐

时
隔
41
年
︐
在
德
岛
机
场
终
于
与
哥
哥

重
逢
︒

　
　
探
亲
期
间
︐
珠
美
女
士
在
当
地
的

北
井
上
中
学
︐
讲
述
自
己
的
身
世
及
养

父
母
的
恩
情
︑
学
校
的
情
况
和
沙
漠
现
状
︑

传
达
了
和
平
的
重
要
性
︒
因
为
这
次
机
缘
︐

促
成
了
后
期
北
井
上
中
学
与
库
伦
旗
一

中
的
跨
国
交
流
︒
这
是
后
话
︒

终
战
80
年

　构
建
人
与
人
之
间
的
纽
带
关
系

　

   

遗
华
日
孤--

乌
云
老
师

　
　以
及
支
援
乌
云
老
师
的
人
们

7

愿
者
协
会
菊
池
丰
会
长
于
平
成
６
︵
１

９
９
４
︶
年
来
乌
云
老
师
所
在
城
市
考
察
︐

得
知
她
想
通
过
沙
漠
绿
化
︐
来
回
报
中

国
人
民
养
育
之
恩
的
心
愿
后
︐
菊
池
会

长
立
即
启
动
了
在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
计

划
︐
并
将
第
一
个
绿
化
区
命
名
为“

乌

云
森
林„

︒

　
　
乌
云
老
师
为
沙
漠
绿
化
所
做
的
努

力
︐
在
中
国
已
家
喻
户
晓
︒
日
中
两
国

以
她
为
原
型
︐
共
同
制
作
了
电
视
剧
﹁
回

归
大
草
原
的
日
子
﹂︐
很
多
人
为
之
感
动
︒

　
　
为
了
推
广
植
树
造
林
活
动
︐
乌
云

老
师
在
日
本
多
地
讲
演
︐
在
德
岛
县
讲

演
时
︐
木
村
义
次
先
生
也
被
她
的
情
怀

感
动
︐
成
立
了
德
岛
沙
漠
植
树
志
愿
者

协
会
︐
于
平
成
９
︵
１
９
９
７
︶
年
开
始
︐

在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
造
林
︒
植
树
活
动

不
仅
有
来
自
故
乡
德
岛
的
县
民
参
加
︐

日
本
全
国
各
地
︐
甚
至
从
小
学
生
到
高

中
生
︐
利
用
暑
假
前
去
与
中
国
孩
子
一

起
植
树
︒

　
　
原
预
计
25
年
完
成
的
绿
化
计
划
︐

仅
用
了
十
余
年
就
顺
利
完
成
了
!
营
造

森
林
面
积
超
过
了
５
０
０
多
万
公
顷
︵
相

当
于
约
１
０
０
个
东
京
巨
蛋
的
面
积
︶︒

　
　
人
与
人
之
间
诚
挚
而
富
有
人
情
味

　
　
平
成
23
︵
２
０
１
１
︶
年
︐
德
岛

县
民
捐
款
设
立“

乌
云
奖
学
金„

︐
资
助

贫
困
儿
童
受
教
育
︒

﹁
内
蒙
古
爱
阳
教
育
经
济
支
援
协
会
﹂

　
　
为
了
满
足
乌
云
老
师
的
心
愿
︐
该

协
会
于
平
成
14
︵
２
０
０
２
︶
年
创
办

了“

爱
阳
小
学„

︐
让
贫
困
儿
童
免
费
上

学
︔
平
成
20
︵
２
０
０
８
︶
年
︐
捐
赠

了
首
辆
校
车
︐
解
决
了
偏
远
地
区
孩
子

上
学
难
的
问
题
︒
迄
今
为
止
受
助
学
生

累
计
达
１
５
６
９
人
︒
令
和
２
︵
２
０

２
０
︶
年
︐
将
名
称
改
为“

Ｎ
Ｇ
Ｏ
内
蒙

古
爱
阳
协
会„

︐
继
续
开
展
支
援
活
动
︒

﹁
德
岛
县
劳
动
者
福
祉
协
议
会
﹂

　
　
基
于“

了
解
彼
此
国
家
十
分

重
要„

的
理
念
︐
从
平
成
23
︵
２

０
１
１
︶
年
至
令
和
元
年
︵
２
０

１
９
︶
年
︐
先
后
邀
请
库
伦
旗
一

中
18
名
高
中
生
和
教
师
︐
来
德
岛

市
北
井
上
中
学
开
展
交
流
活
动
︒

　
　
通
过
以
上
简
介
︐
我
们
看
到

惨
绝
人
寰
的
战
争
︐
给
日
中
两
国

人
民
带
来
深
重
灾
难
︐
作
为
遗
华

日
孤
︐
获
得
第
二
次
生
命
的
立
花

珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
︐
不
忘
养
育

之
恩
︐
用
行
动
回
报
养
育
她
的
草

原
︐
以
她
的
人
格
魅
力
︐
吸
引
了

更
多
的
志
同
道
合
的
爱
心
人
士
︐

参
与
各
种
支
援
活
动
︒
他
们
无
私

的
奉
献
︐
令
人
钦
佩
和
感
动
!

　
　
最
后
︐衷
心
地
感
谢
发
行
︽
乌

云
老
师
的
大
草
原
之
梦
︾—“

致
敬

乌
云
老
师·

市
民
会„

一
书
的
以

下
各
位
编
委 

︐
在
我
撰
写
本
文
之
际
︐

慷
慨
地
提
供
资
料
︒

　
　
　
　  

︑岩
佐 

重
明
先
生

上
田 

胜
久
先
生
︑ 

川
越 

敏
良
先
生

久
积 

育
郎
先
生
︑ 

藤
原 

学
先
生

　
　
再
次
诚
挚
地
感
谢
诸
位
对
援
护
基

金
实
施
的
集
体
短
期
归
国
事
业
方
面
给

予
的
协
助
和
支
持
!

︵※

因
篇
幅
有
限
︐
中
文
翻
译
刊
载
的
是

缩
写
版
︐
敬
请
各
位
理
解
和
原
谅
!
︶

的
交
流
︐
不
仅
让
荒
凉
的
沙
漠
重
焕
生
机
︐

乌
云
老
师“

充
实
小
学
教
育„

这
一
纯

真
的
梦
想
︐
也
吸
引
了
众
多
有
爱
心
的

人
士
参
与
︐
推
动
了
小
学
校
建
设
和
奖

学
金
制
度
的
创
立
︒

　
　
以
下
介
绍
为
实
现
乌
云
老
师
的
梦

想
︐
而
提
供
支
援
活
动
的
德
岛
地
区
各

个
支
援
团
体

﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
乌
云
之
森
沙
漠
植
树
志
愿

者
协
会
﹂

　
　
该
组
织
的
前
身
是
于
平
成
９
︵
１

９
９
７
︶
年
4
月
成
立
的“

乌
云
之
森

德
岛
沙
漠
植
树
队„

︐
由
木
村
义
次
先
生

等
人
创
立
︒
立
花
甫
先
生
曾
任
该
协
会

的
理
事
︒

支
援
乌
云
老
师
设
立
学
校
的
﹁
德
岛
县

民
会
﹂

　
　
平
成
10
︵
１
９
９
８
︶
年
︐
以
加

藤
会
长
为
中
心
︐
成
立
了“

资
助
创
建

乌
云
学
校
的
德
岛
县
民
会„

︐
并
向
库
伦

旗
一
中
赠
款
︐
开
办
了
两
个
日
语
教
室
︒

故乡的欢迎场面

し
て
い
き
た
い
。
」
と
の
願
い
を
聞
き
、
平

成
　（
１
９
９
８
）
年
、
烏
雲
先
生
の
養
母

の
王
秀
廷
さ
ん
と
来
日
し
た
時
、
加
藤
会

長
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
「
烏
雲
の
学
校

設
立
を
支
援
す
る
徳
島
県
民
の
会
」
か
ら

多
額
の
日
本
語
教
室
建
設
支
援
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
９
月
、
庫
倫
旗
第
一

中
学
に
日
本
語
教
室
二
つ
が
作
ら
れ
た
。

　
平
成
　
（
２
０
１
１
）
年
に
は
、
多
く
の

徳
島
県
民
の
寄
付
金
で
創
設
さ
れ
た
「
烏

雲
奨
学
金
制
度
」
は
、
貧
し
い
子
供
の
教

　
互
い
の
国
を
知
る
こ
と
が
大
切
と
、
庫

倫
旗
第
一
中
学
の
生
徒
を
日
本
に
招
待
し
、

徳
島
市
北
井
上
中
学
校
等
の
学
校
生
徒
と

の
交
流
事
業
の
運
営
は
、
同
協
議
会
の
方

を
中
心
に
徳
島
県
民
の
協
力
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
（
２
０
１
１
）
年
か
ら
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
ま
で
に
、
庫
倫
旗
第
一
中

学
か
ら
　
名
の
高
校
生
と
先
生
方
が
来
ら

れ
ま
し
た
。
北
井
上
中
学
校
校
庭
に
は
、

「
草
原
が
私
を
育
て
て
く
れ
た
。
私
は
草
原

の
た
め
に
一
生
を
捧
げ
る
」
と
い
う
意
の

烏
雲
先
生
直
筆
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

て
、
中
国
か
ら
の
先
生
生
徒
た
ち
は
そ
れ

を
見
て
感
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
駆
け
足
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
様
々

な
支
援
活
動
に
善
意
で
身
を
投
じ
ら
れ
た

当
事
者
の
皆
様
は
、
人
知
れ
ず
い
ろ
い
ろ

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

23

愛陽小学校

日本語教室開校式

内
蒙
古
愛
陽
教
育
経
済
支
援
協
会

育
資
金
と
し
て
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
烏
雲
先
生
の
気
持
に
応
え
て
会
員
の
募

金
で
貧
し
い
子
供
が
無
料
で
通
学
で
き
る

「
愛
陽
小
学
校
」
を
平
成
　（
２
０
０
２
）
年

設
立
し
、
平
成
　
（
２
０
０
８
）
年
に
は
、

内
蒙
古
で
初
め
て
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
寄

贈
し
て
、
遠
い
所
か
ら
の
通
学
を
可
能
と

し
た
。
支
援
し
た
生
徒
数
は
延
べ
１
５
６

９
名
に
及
び
、
教
育
支
援
の
目
的
を
達
し

た
こ
と
に
よ
り
令
和
２（
２
０
２
０
）
年
に

同
協
会
は
解
散
し
た
が
、
経
済
支
援
を
続

け
る
目
的
で
協
会
名
を
　
　
　
内
蒙
古
愛

陽
協
会
に
改
め
、
家
畜
の
貸
出
事
業
等
を
通

じ
て
現
在
も
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

20

N
G 
O

14

徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

2318

し
か
し
、
そ
う
し
た
ご
苦
労
を
乗
り
越
え

ら
れ
て
得
ら
れ
た
成
果
は
大
き
く
た
い
へ

ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
、

冊
子
「
大
草
原
を
夢
見
る
烏
雲
先
生
」
を

資
料
提
供
に
と
の
お
願
い
に
ご
快
諾
く
だ

さ
い
ま
し
た
発
行
者
　
烏
雲
先
生
を
た
た

え
る
市
民
の
会
と
編
集
委
員
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

故
生
田
　
治
夫
様
、  

岩
佐
　
重
明
様

 
 

上
田
　
勝
久
様
、  

川
越
　
敏
良
様

 
 

久
積
　
育
郎
様
、  

藤
原
　
学
　
様

　
皆
様
に
は
一
時
帰
国
の
親
族
訪
問
の
都

度
、
援
護
基
金
に
た
い
へ
ん
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
併
せ
て
こ
こ
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

北井上中学校の石碑

10
の
温
か
い
交
流
を
願
っ
て
い
た
加
藤
高
明

連
合
徳
島
会
長
た
ち
が
北
京
で
烏
雲
先
生

に
面
会
し
た
際
、「
庫
倫
旗
第
一
中
学
に
日

本
語
教
室
を
作
り
た
い
。
生
徒
た
ち
に
日

本
語
を
教
え
、
日
本
を
更
に
理
解
し
て
も

ら
い
、
日
本
と
中
国
が
い
っ
そ
う
仲
良
く

6



9

◆
は
じ
め
に
　

　
当
基
金
で
は
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
日
本
語
教
育
、

生
活
相
談
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

の
援
助
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
団
体
等

に
対
し
て
そ
の
事
業
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
今
年
助
成
二
年
目
に
な
る
山

梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
「
つ
な
ぐ
会
」（
日

本
語
教
室
、
生
活
・
就
職
相
談
）
を
紹

介
し
ま
す
。

　
昨
年
令
和
六
年
三
月
に
設
立
し
、
援

護
基
金
で
は
設
立
初
年
度
か
ら
支
援
を

始
め
た
こ
ち
ら
の
団
体
は
、
現
在
会
員

は
三
十
四
名
（
そ
の
う
ち
一
世
一
名
、

二
世
二
十
二
名
、
三
世
四
名
、
一
般
七
名
）

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
会
長
西
野
美
鈴
さ
ん
と

役
員
宝
木
蓮
江
さ
ん
の
案
内
に
よ
り
南

ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
社
会
福
祉
会
館
に
て

見
学
参
加
し
ま
し
た
。

♥
本
日
の
参
加
者
は
十
一
名
で
す
が
、

　
会
の
構
成
は
二
世
の
方
が
多
い
で
す
ね

　
今
日
一
世
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
地
域

に
四
名
一
世
が
い
ま
す
が
、
会
員
は
一

名
だ
け
で
す
。
皆
八
十
代
半
ば
で
老
人

ホ
ー
ム
に
い
た
り
、
体
力
的
に
難
し
か
っ

た
り
で
す
。

　
今
日
の
参
加
は
二
世
六
名
、
三
世
一
名
、

一
般
三
名
で
す
。
南
ア
ル
プ
ス
市
、
昭

和
町
、
甲
斐
市
か
ら
で
す
が
、
他
に
来

♥
皆
さ
ん
の
山
梨
で
の
毎
日
は

　
今
日
の
参
加
者
で
就
職
し
て
い
る
方

は
六
名
で
す
。
大
体
定
年
で
一
軒
家
に

住
ん
で
い
る
方
が
多
く
、
畑
や
庭
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
退
職
後
の
再
就
職
は

難
し
い
そ
う
で
す
。

　
来
週
七
月
六
日
は
会
の
宣
伝
を
兼
ね

て
中
国
家
庭
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
方
は
ま
だ
帰
国
者
を
よ
く
知
ら

な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
南
ア
ル

プ
ス
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
助
成
で

四
回
、
自
力
も
含
め
て
計
六
回
開
催
し
、

そ
の
経
験
を
も
と
に
今
年
も
自
力
開
催

し
ま
す
。
会
場
は
今
年
コ
ス
ト
コ
も
出

店
し
た
大
型
複
合
施
設

f
u
m
o
t
t
o

（
フ

モ
ッ
ト
）
南
ア
ル
プ
ス
で
す
。
日
本
語

教
室
と
生
活
・
就
職
相
談
は
援
護
基
金

か
ら
助
成
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
活
動
参
加
費
は
会
の
活
動
費
に
な

り
ま
す
。
講
師
は
今
日
参
加
の
会
員
六

名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

◆
お
わ
り
に

　
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
で
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活

力
旺
盛
な
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

て
な
い
方
で
韮
崎
市
、
甲
府
市
の
方
も

い
ま
す
。

　
山
梨
県
は
車
が
な
い
と
来
ら
れ
ま
せ

ん
。
一
番
遠
い
方
で
三
十
分
。
車
が
な

い
方
は
近
所
で
誘
い
合
っ
て
車
で
一
緒

に
来
ま
す
。

　
今
日
も
同
じ
団
地
だ
っ
た
会
員
が
二

十
年
ぶ
り
に
再
会
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

来
て
同
じ
団
地
、
同
じ
職
場
の
方
と
偶

然
会
え
て
、
互
い
に
親
交
を
温
め
る
の

で
す
。

　
日
本
語
サ
ロ
ン
は
月
に
一
回
十
時
か

ら
十
二
時
で
す
。

♥
開
設
二
年
目
で
す
が
、
日
本
語
教
室

　
と
生
活
・
就
職
相
談
は
ど
う
で
す
か

　
日
本
語
教
室
は
、
ま
ず
皆
で
顔
を
合

わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
最

近
の
状
況
を
確
認
し
、
日
本
語
で
分
か

ら
な
い
こ
と
や
困
り
ご
と
な
ど
会
話
の

中
で
聞
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
日
本
語

で
話
す
の
は
比
較
的
い
い
の
で
す
が
、

読
み
書
き
が
苦
手
で
す
。

　
相
談
は
、
会
の
日
で
あ
れ
ば
そ
の
場

で
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
定

期
的
に
電
話
し
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問

し
ま
す
。
緊
急
で
相
談
が
来
る
こ
と
も

多
い
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
共
同
墓
地
が
欲
し

い
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
府

市
に
山
梨
県
日
中
平
和
友
好
会
の
共
同

墓
地
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
遠
い
の
で
少

し
近
い
と
こ
ろ
に
欲
し
い
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
相
談
で
は
会
で
皆
か
ら
意
見

や
提
案
を
聞
い
て
考
え
ま
す
。

令
和
７
年
度
　
団
体
助
成
事
業

宝木役員 　　西野会長南アルプス市櫛形社会福祉会館

　
　
立
花
珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
现
居
内

蒙
古
︒
自
平
成
19
︵
２
０
０
７
︶
年
以
来
︐

每
年
在
参
加
援
护
基
金
实
施
的
集
体
短

期
归
国
事
业
期
间
︐
回
故
乡
德
岛
探
亲
︐

很
遗
憾
今
年
没
有
申
请
参
加
︒

　
　
珠
美
女
士
不
仅
在
遗
华
孤
儿
寻
亲

以
及
短
期
回
国
时
︐
受
到
爱
心
人
士
热

心
地
帮
助
︐
更
重
要
的
是
以
她
为
中
心
︐

人
与
人
之
间
形
成
了
超
越
血
缘
︐
彼
此

信
赖
的
纽
带
关
系
︒
她
的“

通
过
沙
漠

绿
化
回
馈
养
育
之
恩„

的
初
心
︐
感
动

了
很
多
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︐
长
期

以
来
提
供
支
援
并
共
同
参
与
植
树
造
林

活
动
︒

　
　
在
此
简
略
的
介
绍
乌
云
老
师
的
事

迹
及
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︒

　
　
珠
美
女
士
生
于
昭
和
13
︵
１
９
３

８
︶
年
日
本
德
岛
市
︒
昭
和
15
︵
１
９

４
０
︶
年
一
家
六
口
︐
除
了
哥
哥
以
外
︐

举
家
前
往
中
国
︒
当
时
住
在
东
北
地
区

一
个
叫
王
爷
庙
︵
今
乌
兰
浩
特
市
︶
的

地
方
︒

　
　
昭
和
20
︵
１
９
４
５
︶
年
８
月
14

日
苏
联
军
队
入
侵
︐
当
时
︐
父
亲
因
公

出
差
在
外
︐ 由
于
苏
军
炸
毁
铁
路
无
法
回

家
︒
母
亲
带
着
他
们
几
个
孩
子
与
大
约 

２
０
０
０
名
日
本
妇
女
和
儿
童
︐
逃
往

　
　
在
北
井
上
中
学
的
校
庭
︐
可
以
看

到
乌
云
老
师
亲
笔
题
字
的
石
碑
︐
碑
文

写
着
︓“

草
原
甘
露
哺
育
我
︐
我
为
草
原

捧
生
涯
! „

这
正
是
乌
云
老
师
视
草
原

如
母
亲
︐
用
一
生
去
回
报
这
片
土
地
与

人
民
的
真
实
写
照
︒
来
自
中
国
的
师
生
︐

看
到
这
座
石
碑
后
︐
无
不
肃
然
起
敬
!

　
　
哥
哥
建
议
她
留
在
日
本
︒
为
报
答

养
父
母
的
养
育
之
恩
︔
为
了
盼
望
她
早

日
回
来
的
学
生
们
︐
在
日
本
逗
留
五
个

月
后
︐
又
返
回
了
养
育
她
的
地
方
︐
成

为
受
学
生
们
爱
戴
的
乌
云
老
师
︒

　
　
库
伦
旗
第
一
中
学
地
处
科
尔
沁
沙

漠
地
区
︐
经
济
十
分
落
后
︒
乌
云
老
师

致
力
于
儿
童
教
育
的
同
时
︐
意
识
到
经

济
繁
荣
对
孩
子
们
教
育
的
重
要
性
︒
她

抱
着
将
沙
漠
打
造
成
大
草
原
的
梦
想
并

付
之
以
行
动
︐
来
报
答
养
父
母
及
当
地

人
民
的
恩
情
︒

　
　
平
成
５
︵
１
９
９
３
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
选
为
中
国
人
民
政
治
协
商
会
议

全
国
委
员
会
委
员
︵
相
当
于
日
本
的
参

议
院
议
员
︶︒

　
　
平
成
６
︵
１
９
９
４
︶
年
︐
乌
云

老
师
从
库
伦
旗
第
一
中
学
正
式
退
休
︒

　
　
平
成
８
︵
１
９
９
６
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
任
命
为
库
伦
旗
第
一
中
学
名
誉

校
长
︒

　
　
在
任
全
国
政
协
委
员
期
间
︐
为
了

恢
复
沙
漠
昔
日
的
大
草
原
风
貌
︐
她
特

地
向
鸟
取
大
学
沙
丘
研
究
所
索
取
资
料
︐

探
讨
沙
漠
绿
化
的
可
行
性
︒
大
约
在
同

一
时
期
︐
岩
手
县
的
日
本
沙
漠
植
树
志

喇
嘛
教
圣
地
葛
根
庙
︒
在
距
离
葛
根
庙

30
公
里
的
地
方
︐
被
苏
军
坦
克
包
围
并

遭
到
机
枪
扫
射
︐
在
场
的
家
人
全
部
罹
难
︐

珠
美
死
里
逃
生
︐
不
幸
成
了
孤
儿
︒

　
　
在
死
人
堆
里
度
过
了
三
天
后
︐
被

好
心
的
老
人
救
助
︐
送
到
了
张
姓
人
家

收
养
︐
最
终
被
养
父
阿
拉
坦·

奥
其
尔
与

汉
族
养
母
王
秀
廷
收
养
︒

　
　
养
父
母
将
珠
美
视
如
己
出
︒
并
给

她
起
了
一
个
蒙
古
名
字
叫“

乌
云„

︒
蒙

语“

聪
明„

的
意
思
︒
养
母
勤
劳
善
良
︐

养
父
还
教
她
蒙
文
︑
汉
语
和
骑
马
︒
虽

然
生
活
拮
据
︐
却
供
她
上
学
读
书
︒

　
　
昭
和
32
︵
１
９
５
７
︶
年
︐
勤
奋

好
学
的
乌
云
以
优
异
的
成
绩
从
内
蒙
古

师
范
大
学
毕
业
︐
被
分
配
到
库
伦
旗
第

一
中
学
任
教
︒

　
　
执
教
期
间
︐
关
心
爱
护
每
一
个
学
生
︐

给
贫
困
学
生
买
衣
服
︑
鞋
袜
︔
住
宿
生

无
钱
回
家
︐
就
资
助
路
费
︔
帮
孩
子
们

打
扫
宿
舍
︐
发
现
尿
湿
的
内
衣
︐
还
默

默
地
清
洗
干
净
︒
慈
母
般
的
乌
云
老
师

受
到
孩
子
们
尊
敬
和
爱
戴
︒
被
亲
切
地

称
为“

额
吉·

巴
科
细„

︒
蒙
语 “

慈
母

老
师„

的
意
思
︒

　
　
昭
和
33
︵
１
９
５
８
︶
年
︐
乌
云

老
师
与
同
校
教
师
结
婚
︒
一
年
后
有
了

女
儿
︐
两
年
后
有
了
儿
子
︐
成
为
真
正

的
母
亲
︒

　
　
然
而
︐
史
无
前
例
的
文
化
大
革
命
︐

给
她
的
幸
福
家
庭
带
来
了
深
重
的
灾
难
︒

库
伦
旗
第
一
中
学
也
受
到
造
反
派
们
施

加
的
压
力
︐
然
而
师
生
们
挺
身
而
出
保

护
她
︐
使
她
免
受
冲
击
︒
她
的
养
父
母

却
被
打
成
日
本
特
务
︐
受
到
了
非
人
的

折
磨
和
迫
害
︒

　
　
昭
和
47
︵
１
９
７
２
︶
年
︐
日
中

邦
交
正
常
化
后
︐
遗
华
日
孤
寻
找
在
日

亲
属
的
活
动
随
之
展
开
︒
养
母
命
令
她

寻
找
失
散
的
家
人
︒

　
　
蒙
古
族
商
人
散
巴
拉
先
生
及
日
本

蒙
古
协
会
理
事
和
田
福
由
先
生
︐
伸
出

援
助
之
手
︐
帮
助
她
寻
找
家
人
︐
经
过

不
懈
努
力
︐
终
于
找
到
了
住
在
德
岛
市

的
哥
哥—

立
花
甫
先
生
︒

　
　
昭
和
56
︵
１
９
８
１
︶
年
８
月
︐

时
隔
41
年
︐
在
德
岛
机
场
终
于
与
哥
哥

重
逢
︒

　
　
探
亲
期
间
︐
珠
美
女
士
在
当
地
的

北
井
上
中
学
︐
讲
述
自
己
的
身
世
及
养

父
母
的
恩
情
︑
学
校
的
情
况
和
沙
漠
现
状
︑

传
达
了
和
平
的
重
要
性
︒
因
为
这
次
机
缘
︐

促
成
了
后
期
北
井
上
中
学
与
库
伦
旗
一

中
的
跨
国
交
流
︒
这
是
后
话
︒

8

愿
者
协
会
菊
池
丰
会
长
于
平
成
６
︵
１

９
９
４
︶
年
来
乌
云
老
师
所
在
城
市
考
察
︐

得
知
她
想
通
过
沙
漠
绿
化
︐
来
回
报
中

国
人
民
养
育
之
恩
的
心
愿
后
︐
菊
池
会

长
立
即
启
动
了
在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
计

划
︐
并
将
第
一
个
绿
化
区
命
名
为“

乌

云
森
林„

︒

　
　
乌
云
老
师
为
沙
漠
绿
化
所
做
的
努

力
︐
在
中
国
已
家
喻
户
晓
︒
日
中
两
国

以
她
为
原
型
︐
共
同
制
作
了
电
视
剧
﹁
回

归
大
草
原
的
日
子
﹂︐
很
多
人
为
之
感
动
︒

　
　
为
了
推
广
植
树
造
林
活
动
︐
乌
云

老
师
在
日
本
多
地
讲
演
︐
在
德
岛
县
讲

演
时
︐
木
村
义
次
先
生
也
被
她
的
情
怀

感
动
︐
成
立
了
德
岛
沙
漠
植
树
志
愿
者

协
会
︐
于
平
成
９
︵
１
９
９
７
︶
年
开
始
︐

在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
造
林
︒
植
树
活
动

不
仅
有
来
自
故
乡
德
岛
的
县
民
参
加
︐

日
本
全
国
各
地
︐
甚
至
从
小
学
生
到
高

中
生
︐
利
用
暑
假
前
去
与
中
国
孩
子
一

起
植
树
︒

　
　
原
预
计
25
年
完
成
的
绿
化
计
划
︐

仅
用
了
十
余
年
就
顺
利
完
成
了
!
营
造

森
林
面
积
超
过
了
５
０
０
多
万
公
顷
︵
相

当
于
约
１
０
０
个
东
京
巨
蛋
的
面
积
︶︒

　
　
人
与
人
之
间
诚
挚
而
富
有
人
情
味

　
　
平
成
23
︵
２
０
１
１
︶
年
︐
德
岛

县
民
捐
款
设
立“

乌
云
奖
学
金„

︐
资
助

贫
困
儿
童
受
教
育
︒

﹁
内
蒙
古
爱
阳
教
育
经
济
支
援
协
会
﹂

　
　
为
了
满
足
乌
云
老
师
的
心
愿
︐
该

协
会
于
平
成
14
︵
２
０
０
２
︶
年
创
办

了“

爱
阳
小
学„

︐
让
贫
困
儿
童
免
费
上

学
︔
平
成
20
︵
２
０
０
８
︶
年
︐
捐
赠

了
首
辆
校
车
︐
解
决
了
偏
远
地
区
孩
子

上
学
难
的
问
题
︒
迄
今
为
止
受
助
学
生

累
计
达
１
５
６
９
人
︒
令
和
２
︵
２
０

２
０
︶
年
︐
将
名
称
改
为“

Ｎ
Ｇ
Ｏ
内
蒙

古
爱
阳
协
会„

︐
继
续
开
展
支
援
活
动
︒

﹁
德
岛
县
劳
动
者
福
祉
协
议
会
﹂

　
　
基
于“

了
解
彼
此
国
家
十
分

重
要„

的
理
念
︐
从
平
成
23
︵
２

０
１
１
︶
年
至
令
和
元
年
︵
２
０

１
９
︶
年
︐
先
后
邀
请
库
伦
旗
一

中
18
名
高
中
生
和
教
师
︐
来
德
岛

市
北
井
上
中
学
开
展
交
流
活
动
︒

　
　
通
过
以
上
简
介
︐
我
们
看
到

惨
绝
人
寰
的
战
争
︐
给
日
中
两
国

人
民
带
来
深
重
灾
难
︐
作
为
遗
华

日
孤
︐
获
得
第
二
次
生
命
的
立
花

珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
︐
不
忘
养
育

之
恩
︐
用
行
动
回
报
养
育
她
的
草

原
︐
以
她
的
人
格
魅
力
︐
吸
引
了

更
多
的
志
同
道
合
的
爱
心
人
士
︐

参
与
各
种
支
援
活
动
︒
他
们
无
私

的
奉
献
︐
令
人
钦
佩
和
感
动
!

　
　
最
后
︐衷
心
地
感
谢
发
行
︽
乌

云
老
师
的
大
草
原
之
梦
︾—“

致
敬

乌
云
老
师·

市
民
会„

一
书
的
以

下
各
位
编
委 

︐
在
我
撰
写
本
文
之
际
︐

慷
慨
地
提
供
资
料
︒

　
　
　
　  

︑岩
佐 

重
明
先
生

上
田 

胜
久
先
生
︑ 

川
越 

敏
良
先
生

久
积 

育
郎
先
生
︑ 

藤
原 

学
先
生

　
　
再
次
诚
挚
地
感
谢
诸
位
对
援
护
基

金
实
施
的
集
体
短
期
归
国
事
业
方
面
给

予
的
协
助
和
支
持
!

︵※

因
篇
幅
有
限
︐
中
文
翻
译
刊
载
的
是

缩
写
版
︐
敬
请
各
位
理
解
和
原
谅
!
︶

的
交
流
︐
不
仅
让
荒
凉
的
沙
漠
重
焕
生
机
︐

乌
云
老
师“

充
实
小
学
教
育„

这
一
纯

真
的
梦
想
︐
也
吸
引
了
众
多
有
爱
心
的

人
士
参
与
︐
推
动
了
小
学
校
建
设
和
奖

学
金
制
度
的
创
立
︒

　
　
以
下
介
绍
为
实
现
乌
云
老
师
的
梦

想
︐
而
提
供
支
援
活
动
的
德
岛
地
区
各

个
支
援
团
体

﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
乌
云
之
森
沙
漠
植
树
志
愿

者
协
会
﹂

　
　
该
组
织
的
前
身
是
于
平
成
９
︵
１

９
９
７
︶
年
4
月
成
立
的“

乌
云
之
森

德
岛
沙
漠
植
树
队„

︐
由
木
村
义
次
先
生

等
人
创
立
︒
立
花
甫
先
生
曾
任
该
协
会

的
理
事
︒

支
援
乌
云
老
师
设
立
学
校
的
﹁
德
岛
县

民
会
﹂

　
　
平
成
10
︵
１
９
９
８
︶
年
︐
以
加

藤
会
长
为
中
心
︐
成
立
了“

资
助
创
建

乌
云
学
校
的
德
岛
县
民
会„

︐
并
向
库
伦

旗
一
中
赠
款
︐
开
办
了
两
个
日
语
教
室
︒

生
田 

治
夫
先
生

绿色少年队

梦想沙漠变成这样的草原
（内蒙古的一处草原）
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◆
は
じ
め
に
　

　
当
基
金
で
は
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
日
本
語
教
育
、

生
活
相
談
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

の
援
助
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
団
体
等

に
対
し
て
そ
の
事
業
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
今
年
助
成
二
年
目
に
な
る
山

梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
「
つ
な
ぐ
会
」（
日

本
語
教
室
、
生
活
・
就
職
相
談
）
を
紹

介
し
ま
す
。

　
昨
年
令
和
六
年
三
月
に
設
立
し
、
援

護
基
金
で
は
設
立
初
年
度
か
ら
支
援
を

始
め
た
こ
ち
ら
の
団
体
は
、
現
在
会
員

は
三
十
四
名
（
そ
の
う
ち
一
世
一
名
、

二
世
二
十
二
名
、
三
世
四
名
、
一
般
七
名
）

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
会
長
西
野
美
鈴
さ
ん
と

役
員
宝
木
蓮
江
さ
ん
の
案
内
に
よ
り
南

ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
社
会
福
祉
会
館
に
て

見
学
参
加
し
ま
し
た
。

♥
本
日
の
参
加
者
は
十
一
名
で
す
が
、

　
会
の
構
成
は
二
世
の
方
が
多
い
で
す
ね

　
今
日
一
世
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
地
域

に
四
名
一
世
が
い
ま
す
が
、
会
員
は
一

名
だ
け
で
す
。
皆
八
十
代
半
ば
で
老
人

ホ
ー
ム
に
い
た
り
、
体
力
的
に
難
し
か
っ

た
り
で
す
。

　
今
日
の
参
加
は
二
世
六
名
、
三
世
一
名
、

一
般
三
名
で
す
。
南
ア
ル
プ
ス
市
、
昭

和
町
、
甲
斐
市
か
ら
で
す
が
、
他
に
来

♥
皆
さ
ん
の
山
梨
で
の
毎
日
は

　
今
日
の
参
加
者
で
就
職
し
て
い
る
方

は
六
名
で
す
。
大
体
定
年
で
一
軒
家
に

住
ん
で
い
る
方
が
多
く
、
畑
や
庭
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
退
職
後
の
再
就
職
は

難
し
い
そ
う
で
す
。

　
来
週
七
月
六
日
は
会
の
宣
伝
を
兼
ね

て
中
国
家
庭
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
方
は
ま
だ
帰
国
者
を
よ
く
知
ら

な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
南
ア
ル

プ
ス
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
助
成
で

四
回
、
自
力
も
含
め
て
計
六
回
開
催
し
、

そ
の
経
験
を
も
と
に
今
年
も
自
力
開
催

し
ま
す
。
会
場
は
今
年
コ
ス
ト
コ
も
出

店
し
た
大
型
複
合
施
設

f
u
m
o
t
t
o

（
フ

モ
ッ
ト
）
南
ア
ル
プ
ス
で
す
。
日
本
語

教
室
と
生
活
・
就
職
相
談
は
援
護
基
金

か
ら
助
成
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
活
動
参
加
費
は
会
の
活
動
費
に
な

り
ま
す
。
講
師
は
今
日
参
加
の
会
員
六

名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

◆
お
わ
り
に

　
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
で
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活

力
旺
盛
な
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

て
な
い
方
で
韮
崎
市
、
甲
府
市
の
方
も

い
ま
す
。

　
山
梨
県
は
車
が
な
い
と
来
ら
れ
ま
せ

ん
。
一
番
遠
い
方
で
三
十
分
。
車
が
な

い
方
は
近
所
で
誘
い
合
っ
て
車
で
一
緒

に
来
ま
す
。

　
今
日
も
同
じ
団
地
だ
っ
た
会
員
が
二

十
年
ぶ
り
に
再
会
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

来
て
同
じ
団
地
、
同
じ
職
場
の
方
と
偶

然
会
え
て
、
互
い
に
親
交
を
温
め
る
の

で
す
。

　
日
本
語
サ
ロ
ン
は
月
に
一
回
十
時
か

ら
十
二
時
で
す
。

♥
開
設
二
年
目
で
す
が
、
日
本
語
教
室

　
と
生
活
・
就
職
相
談
は
ど
う
で
す
か

　
日
本
語
教
室
は
、
ま
ず
皆
で
顔
を
合

わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
最

近
の
状
況
を
確
認
し
、
日
本
語
で
分
か

ら
な
い
こ
と
や
困
り
ご
と
な
ど
会
話
の

中
で
聞
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
日
本
語

で
話
す
の
は
比
較
的
い
い
の
で
す
が
、

読
み
書
き
が
苦
手
で
す
。

　
相
談
は
、
会
の
日
で
あ
れ
ば
そ
の
場

で
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
定

期
的
に
電
話
し
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問

し
ま
す
。
緊
急
で
相
談
が
来
る
こ
と
も

多
い
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
共
同
墓
地
が
欲
し

い
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
府

市
に
山
梨
県
日
中
平
和
友
好
会
の
共
同

墓
地
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
遠
い
の
で
少

し
近
い
と
こ
ろ
に
欲
し
い
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
相
談
で
は
会
で
皆
か
ら
意
見

や
提
案
を
聞
い
て
考
え
ま
す
。

令
和
７
年
度
　
団
体
助
成
事
業

宝木役員 　　西野会長南アルプス市櫛形社会福祉会館

　
　
立
花
珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
现
居
内

蒙
古
︒
自
平
成
19
︵
２
０
０
７
︶
年
以
来
︐

每
年
在
参
加
援
护
基
金
实
施
的
集
体
短

期
归
国
事
业
期
间
︐
回
故
乡
德
岛
探
亲
︐

很
遗
憾
今
年
没
有
申
请
参
加
︒

　
　
珠
美
女
士
不
仅
在
遗
华
孤
儿
寻
亲

以
及
短
期
回
国
时
︐
受
到
爱
心
人
士
热

心
地
帮
助
︐
更
重
要
的
是
以
她
为
中
心
︐

人
与
人
之
间
形
成
了
超
越
血
缘
︐
彼
此

信
赖
的
纽
带
关
系
︒
她
的“

通
过
沙
漠

绿
化
回
馈
养
育
之
恩„

的
初
心
︐
感
动

了
很
多
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︐
长
期

以
来
提
供
支
援
并
共
同
参
与
植
树
造
林

活
动
︒

　
　
在
此
简
略
的
介
绍
乌
云
老
师
的
事

迹
及
日
本
自
愿
者
支
援
团
体
︒

　
　
珠
美
女
士
生
于
昭
和
13
︵
１
９
３

８
︶
年
日
本
德
岛
市
︒
昭
和
15
︵
１
９

４
０
︶
年
一
家
六
口
︐
除
了
哥
哥
以
外
︐

举
家
前
往
中
国
︒
当
时
住
在
东
北
地
区

一
个
叫
王
爷
庙
︵
今
乌
兰
浩
特
市
︶
的

地
方
︒

　
　
昭
和
20
︵
１
９
４
５
︶
年
８
月
14

日
苏
联
军
队
入
侵
︐
当
时
︐
父
亲
因
公

出
差
在
外
︐ 由
于
苏
军
炸
毁
铁
路
无
法
回

家
︒
母
亲
带
着
他
们
几
个
孩
子
与
大
约 

２
０
０
０
名
日
本
妇
女
和
儿
童
︐
逃
往

　
　
在
北
井
上
中
学
的
校
庭
︐
可
以
看

到
乌
云
老
师
亲
笔
题
字
的
石
碑
︐
碑
文

写
着
︓“

草
原
甘
露
哺
育
我
︐
我
为
草
原

捧
生
涯
! „

这
正
是
乌
云
老
师
视
草
原

如
母
亲
︐
用
一
生
去
回
报
这
片
土
地
与

人
民
的
真
实
写
照
︒
来
自
中
国
的
师
生
︐

看
到
这
座
石
碑
后
︐
无
不
肃
然
起
敬
!

　
　
哥
哥
建
议
她
留
在
日
本
︒
为
报
答

养
父
母
的
养
育
之
恩
︔
为
了
盼
望
她
早

日
回
来
的
学
生
们
︐
在
日
本
逗
留
五
个

月
后
︐
又
返
回
了
养
育
她
的
地
方
︐
成

为
受
学
生
们
爱
戴
的
乌
云
老
师
︒

　
　
库
伦
旗
第
一
中
学
地
处
科
尔
沁
沙

漠
地
区
︐
经
济
十
分
落
后
︒
乌
云
老
师

致
力
于
儿
童
教
育
的
同
时
︐
意
识
到
经

济
繁
荣
对
孩
子
们
教
育
的
重
要
性
︒
她

抱
着
将
沙
漠
打
造
成
大
草
原
的
梦
想
并

付
之
以
行
动
︐
来
报
答
养
父
母
及
当
地

人
民
的
恩
情
︒

　
　
平
成
５
︵
１
９
９
３
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
选
为
中
国
人
民
政
治
协
商
会
议

全
国
委
员
会
委
员
︵
相
当
于
日
本
的
参

议
院
议
员
︶︒

　
　
平
成
６
︵
１
９
９
４
︶
年
︐
乌
云

老
师
从
库
伦
旗
第
一
中
学
正
式
退
休
︒

　
　
平
成
８
︵
１
９
９
６
︶
年
︐
乌
云

老
师
被
任
命
为
库
伦
旗
第
一
中
学
名
誉

校
长
︒

　
　
在
任
全
国
政
协
委
员
期
间
︐
为
了

恢
复
沙
漠
昔
日
的
大
草
原
风
貌
︐
她
特

地
向
鸟
取
大
学
沙
丘
研
究
所
索
取
资
料
︐

探
讨
沙
漠
绿
化
的
可
行
性
︒
大
约
在
同

一
时
期
︐
岩
手
县
的
日
本
沙
漠
植
树
志

喇
嘛
教
圣
地
葛
根
庙
︒
在
距
离
葛
根
庙

30
公
里
的
地
方
︐
被
苏
军
坦
克
包
围
并

遭
到
机
枪
扫
射
︐
在
场
的
家
人
全
部
罹
难
︐

珠
美
死
里
逃
生
︐
不
幸
成
了
孤
儿
︒

　
　
在
死
人
堆
里
度
过
了
三
天
后
︐
被

好
心
的
老
人
救
助
︐
送
到
了
张
姓
人
家

收
养
︐
最
终
被
养
父
阿
拉
坦·

奥
其
尔
与

汉
族
养
母
王
秀
廷
收
养
︒

　
　
养
父
母
将
珠
美
视
如
己
出
︒
并
给

她
起
了
一
个
蒙
古
名
字
叫“

乌
云„

︒
蒙

语“

聪
明„

的
意
思
︒
养
母
勤
劳
善
良
︐

养
父
还
教
她
蒙
文
︑
汉
语
和
骑
马
︒
虽

然
生
活
拮
据
︐
却
供
她
上
学
读
书
︒

　
　
昭
和
32
︵
１
９
５
７
︶
年
︐
勤
奋

好
学
的
乌
云
以
优
异
的
成
绩
从
内
蒙
古

师
范
大
学
毕
业
︐
被
分
配
到
库
伦
旗
第

一
中
学
任
教
︒

　
　
执
教
期
间
︐
关
心
爱
护
每
一
个
学
生
︐

给
贫
困
学
生
买
衣
服
︑
鞋
袜
︔
住
宿
生

无
钱
回
家
︐
就
资
助
路
费
︔
帮
孩
子
们

打
扫
宿
舍
︐
发
现
尿
湿
的
内
衣
︐
还
默

默
地
清
洗
干
净
︒
慈
母
般
的
乌
云
老
师

受
到
孩
子
们
尊
敬
和
爱
戴
︒
被
亲
切
地

称
为“

额
吉·

巴
科
细„

︒
蒙
语 “

慈
母

老
师„

的
意
思
︒

　
　
昭
和
33
︵
１
９
５
８
︶
年
︐
乌
云

老
师
与
同
校
教
师
结
婚
︒
一
年
后
有
了

女
儿
︐
两
年
后
有
了
儿
子
︐
成
为
真
正

的
母
亲
︒

　
　
然
而
︐
史
无
前
例
的
文
化
大
革
命
︐

给
她
的
幸
福
家
庭
带
来
了
深
重
的
灾
难
︒

库
伦
旗
第
一
中
学
也
受
到
造
反
派
们
施

加
的
压
力
︐
然
而
师
生
们
挺
身
而
出
保

护
她
︐
使
她
免
受
冲
击
︒
她
的
养
父
母

却
被
打
成
日
本
特
务
︐
受
到
了
非
人
的

折
磨
和
迫
害
︒

　
　
昭
和
47
︵
１
９
７
２
︶
年
︐
日
中

邦
交
正
常
化
后
︐
遗
华
日
孤
寻
找
在
日

亲
属
的
活
动
随
之
展
开
︒
养
母
命
令
她

寻
找
失
散
的
家
人
︒

　
　
蒙
古
族
商
人
散
巴
拉
先
生
及
日
本

蒙
古
协
会
理
事
和
田
福
由
先
生
︐
伸
出

援
助
之
手
︐
帮
助
她
寻
找
家
人
︐
经
过

不
懈
努
力
︐
终
于
找
到
了
住
在
德
岛
市

的
哥
哥—

立
花
甫
先
生
︒

　
　
昭
和
56
︵
１
９
８
１
︶
年
８
月
︐

时
隔
41
年
︐
在
德
岛
机
场
终
于
与
哥
哥

重
逢
︒

　
　
探
亲
期
间
︐
珠
美
女
士
在
当
地
的

北
井
上
中
学
︐
讲
述
自
己
的
身
世
及
养

父
母
的
恩
情
︑
学
校
的
情
况
和
沙
漠
现
状
︑

传
达
了
和
平
的
重
要
性
︒
因
为
这
次
机
缘
︐

促
成
了
后
期
北
井
上
中
学
与
库
伦
旗
一

中
的
跨
国
交
流
︒
这
是
后
话
︒

8

愿
者
协
会
菊
池
丰
会
长
于
平
成
６
︵
１

９
９
４
︶
年
来
乌
云
老
师
所
在
城
市
考
察
︐

得
知
她
想
通
过
沙
漠
绿
化
︐
来
回
报
中

国
人
民
养
育
之
恩
的
心
愿
后
︐
菊
池
会

长
立
即
启
动
了
在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
计

划
︐
并
将
第
一
个
绿
化
区
命
名
为“

乌

云
森
林„

︒

　
　
乌
云
老
师
为
沙
漠
绿
化
所
做
的
努

力
︐
在
中
国
已
家
喻
户
晓
︒
日
中
两
国

以
她
为
原
型
︐
共
同
制
作
了
电
视
剧
﹁
回

归
大
草
原
的
日
子
﹂︐
很
多
人
为
之
感
动
︒

　
　
为
了
推
广
植
树
造
林
活
动
︐
乌
云

老
师
在
日
本
多
地
讲
演
︐
在
德
岛
县
讲

演
时
︐
木
村
义
次
先
生
也
被
她
的
情
怀

感
动
︐
成
立
了
德
岛
沙
漠
植
树
志
愿
者

协
会
︐
于
平
成
９
︵
１
９
９
７
︶
年
开
始
︐

在
科
尔
沁
沙
漠
植
树
造
林
︒
植
树
活
动

不
仅
有
来
自
故
乡
德
岛
的
县
民
参
加
︐

日
本
全
国
各
地
︐
甚
至
从
小
学
生
到
高

中
生
︐
利
用
暑
假
前
去
与
中
国
孩
子
一

起
植
树
︒

　
　
原
预
计
25
年
完
成
的
绿
化
计
划
︐

仅
用
了
十
余
年
就
顺
利
完
成
了
!
营
造

森
林
面
积
超
过
了
５
０
０
多
万
公
顷
︵
相

当
于
约
１
０
０
个
东
京
巨
蛋
的
面
积
︶︒

　
　
人
与
人
之
间
诚
挚
而
富
有
人
情
味

　
　
平
成
23
︵
２
０
１
１
︶
年
︐
德
岛

县
民
捐
款
设
立“

乌
云
奖
学
金„

︐
资
助

贫
困
儿
童
受
教
育
︒

﹁
内
蒙
古
爱
阳
教
育
经
济
支
援
协
会
﹂

　
　
为
了
满
足
乌
云
老
师
的
心
愿
︐
该

协
会
于
平
成
14
︵
２
０
０
２
︶
年
创
办

了“

爱
阳
小
学„

︐
让
贫
困
儿
童
免
费
上

学
︔
平
成
20
︵
２
０
０
８
︶
年
︐
捐
赠

了
首
辆
校
车
︐
解
决
了
偏
远
地
区
孩
子

上
学
难
的
问
题
︒
迄
今
为
止
受
助
学
生

累
计
达
１
５
６
９
人
︒
令
和
２
︵
２
０

２
０
︶
年
︐
将
名
称
改
为“

Ｎ
Ｇ
Ｏ
内
蒙

古
爱
阳
协
会„

︐
继
续
开
展
支
援
活
动
︒

﹁
德
岛
县
劳
动
者
福
祉
协
议
会
﹂

　
　
基
于“

了
解
彼
此
国
家
十
分

重
要„

的
理
念
︐
从
平
成
23
︵
２

０
１
１
︶
年
至
令
和
元
年
︵
２
０

１
９
︶
年
︐
先
后
邀
请
库
伦
旗
一

中
18
名
高
中
生
和
教
师
︐
来
德
岛

市
北
井
上
中
学
开
展
交
流
活
动
︒

　
　
通
过
以
上
简
介
︐
我
们
看
到

惨
绝
人
寰
的
战
争
︐
给
日
中
两
国

人
民
带
来
深
重
灾
难
︐
作
为
遗
华

日
孤
︐
获
得
第
二
次
生
命
的
立
花

珠
美
︵
乌
云
︶
女
士
︐
不
忘
养
育

之
恩
︐
用
行
动
回
报
养
育
她
的
草

原
︐
以
她
的
人
格
魅
力
︐
吸
引
了

更
多
的
志
同
道
合
的
爱
心
人
士
︐

参
与
各
种
支
援
活
动
︒
他
们
无
私

的
奉
献
︐
令
人
钦
佩
和
感
动
!

　
　
最
后
︐衷
心
地
感
谢
发
行
︽
乌

云
老
师
的
大
草
原
之
梦
︾—“

致
敬

乌
云
老
师·

市
民
会„

一
书
的
以

下
各
位
编
委 

︐
在
我
撰
写
本
文
之
际
︐

慷
慨
地
提
供
资
料
︒

　
　
　
　  

︑岩
佐 

重
明
先
生

上
田 

胜
久
先
生
︑ 

川
越 

敏
良
先
生

久
积 

育
郎
先
生
︑ 

藤
原 

学
先
生

　
　
再
次
诚
挚
地
感
谢
诸
位
对
援
护
基

金
实
施
的
集
体
短
期
归
国
事
业
方
面
给

予
的
协
助
和
支
持
!

︵※

因
篇
幅
有
限
︐
中
文
翻
译
刊
载
的
是

缩
写
版
︐
敬
请
各
位
理
解
和
原
谅
!
︶

的
交
流
︐
不
仅
让
荒
凉
的
沙
漠
重
焕
生
机
︐

乌
云
老
师“

充
实
小
学
教
育„

这
一
纯

真
的
梦
想
︐
也
吸
引
了
众
多
有
爱
心
的

人
士
参
与
︐
推
动
了
小
学
校
建
设
和
奖

学
金
制
度
的
创
立
︒

　
　
以
下
介
绍
为
实
现
乌
云
老
师
的
梦

想
︐
而
提
供
支
援
活
动
的
德
岛
地
区
各

个
支
援
团
体

﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
乌
云
之
森
沙
漠
植
树
志
愿

者
协
会
﹂

　
　
该
组
织
的
前
身
是
于
平
成
９
︵
１

９
９
７
︶
年
4
月
成
立
的“

乌
云
之
森

德
岛
沙
漠
植
树
队„

︐
由
木
村
义
次
先
生

等
人
创
立
︒
立
花
甫
先
生
曾
任
该
协
会

的
理
事
︒

支
援
乌
云
老
师
设
立
学
校
的
﹁
德
岛
县

民
会
﹂

　
　
平
成
10
︵
１
９
９
８
︶
年
︐
以
加

藤
会
长
为
中
心
︐
成
立
了“

资
助
创
建

乌
云
学
校
的
德
岛
县
民
会„

︐
并
向
库
伦

旗
一
中
赠
款
︐
开
办
了
两
个
日
语
教
室
︒

生
田 

治
夫
先
生

绿色少年队

梦想沙漠变成这样的草原
（内蒙古的一处草原）
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◆
は
じ
め
に
　

　
当
基
金
で
は
帰
国
者
等
に
対
し
て
安

定
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
帰
国
者
及
び
そ
の
配
偶
者
の
支

援
に
視
点
を
置
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に

対
し
、
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」

又
は
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」

等
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
に
、
運
営

資
金
の
一
部
を
援
助
（
介
護
団
体
支
援

金
）
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
今
年
支
援
四
年
目
に
な
る
高

知
市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
せ
い
き
ょ
う

や
ま
も
も
」（
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合
）

を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
十
八
年
九
月
に

開
業
し
、
援
護
基
金
で
は
令
和
四
年
か

ら
支
援
を
始
め
た
こ
ち
ら
の
事
業
所
で
、

在
宅
介
護
事
業
副
部
長
、
生
活
相
談
員

（
介
護
福
祉
士
）
の
田
副
（
た
ぞ
え
）
大

輔
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

♥
こ
ち
ら
の
介
護
事
業
所
に
は
、
帰
国

者
以
外
の
方
も
多
い
で
す
ね

　
事
業
所
に
は
、
こ
の
近
隣
の
方
も
在

住
の
帰
国
者
も
来
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
は
、
認
知
症
に
対
す
る
偏
見

も
あ
り
、
地
域
の
会
議
に
よ
く
出
か
け

て
認
知
症
の
理
解
を
繰
り
返
し
説
明
し

ま
し
た
。

　
五
、
六
年
前
の
コ
ロ
ナ
前
に
は
地
域

の
方
や
国
会
議
員
も
呼
ん
で
五
十
名
く

ら
い
で
介
護
の
実
情
や
帰
国
者
支
援
の

拡
充
を
訴
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

♥
帰
国
者
に
対
し
て
の
周
囲
の
方
の
理

解
は
ど
う
で
す
か

の
課
題
は

　
医
療
と
介
護
の
両
輪
で
や
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
介
護
の
需
要
が
更
に
増
え

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
今
は
介
護
の
入

所
施
設
が
な
い
の
で
、
利
用
者
は
こ
こ

が
最
後
の
砦
で
す
。
最
後
ま
で
こ
こ
に

通
所
希
望
さ
れ
る
方
は
私
が
い
る
間
何

人
か
看
取
り
を
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津
波
浸

水
地
域
な
の
で
、
今
年
九
月
に
、
安
全
な

場
所
に
移
転
し
ま
す
。
次
の
所
は
高
齢

者
住
宅
も
あ
り
、
安
心
で
す
。
利
用
者

も
災
害
時
の
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
看
護
は
長
い
歴
史
で
地
位
を

確
立
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
は
制
度
が

始
ま
っ
て
二
十
年
程
度
（
平
成
十
二
年

介
護
保
険
法
制
定
）
で
す
。
同
じ
よ
う

に
皆
が
誇
り
を
持
て
る
良
い
仕
事
な
の

で
介
護
現
場
の
給
与
基
準
が
上
が
ら
な

い
と
、
制
度
を
支
え
る
担
い
手
が
ど
ん

ど
ん
足
り
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
が

あ
り
ま
す
。
利
用
者
減
少
で
な
く
、
人

材
不
足
で
介
護
施
設
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

　
こ
の
日
利
用
者
さ
ん
か
ら
、
思
い
が

け
ず
援
護
基
金
に
と
ご
寄
付
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

　
に
ぎ
や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
一
日

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
の
利
用
者
は
三
十
五
名
（
そ
の

う
ち
一
世
七
名
、
配
偶
者
二
名
）
、
職
員

十
名
で
、
毎
日
六
名
が
勤
務
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

介
護
は
お
も
て
な
し
型
と
い
い
、
利
用

者
は
お
客
様
で
お
世
話
さ
れ
る
側
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
立
支
援

型
と
い
う
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

で
き
る
だ
け
自
分
た
ち
で
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
れ
が
画
期
的

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
法
第

一
章
「
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
」
の
実
践
で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
こ
で
は
皆
と
一
緒
に
家

事
を
や
る
こ
と
で
人
に
頼
ら
れ
る
自
信

を
つ
け
ら
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
同
業
者

が
見
学
に
来
ま
す
。
八
月
下
旬
に
は
「
帰

国
者
の
尊
厳
を
守
る
介
護
」
が
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ―

と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ

れ
ま
す
。

♥
午
後
は
皆
で
分
担
し
て
乾
い
た
洗
濯

物
や
洗
っ
た
食
器
の
後
片
付
け
で
し

た
ね
。
皆
さ
ん
の
介
護
と
は
人
生
終

盤
生
活
の
快
適
さ
を
支
え
る
お
手
伝

い
で
す
ね

　
午
後
の
家
事
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日
午
前
は
皆
で
昼
食
を
作
り
ま
す
。

朝
の
送
迎
車
の
中
で
、
昼
食
は
何
を
食

べ
た
い
か
皆
で
相
談
し
、
途
中
の
良
心

市
で
野
菜
を
購
入
し
た
り
、
農
家
の
利

用
者
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
食
材
で
昼

食
を
皆
で
作
り
ま
す
。

　
高
知
の
人
は
鯖
寿
司
が
好
き
で
、
こ

の
間
も
鯖
寿
司
が
食
べ
た
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
炭
火
で
焼
い
て
作
り
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
で
元
漁
師
さ
ん
が
い
る
の

で
、
鰹
を
一
本
買
い
、
藁
で
焼
い
て
た

た
き
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

♥
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合
は
医
療
と

介
護
で
両
施
設
が
あ
り
ま
す
。
今
後

　
そ
こ
は
職
員
が
介
入
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
帰
国
者
同
士
が
中
国
語
で

会
話
し
て
い
る
と
き
は
、
周
囲
の
方
に

帰
国
者
の
歴
史
を
話
し
て
、
帰
国
者
へ

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を
配
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
初
か
ら
、
帰
国
者
の
話

を
す
る
の
は
違
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
帰
国
者
に
対
し
て
特
別
感

を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
帰
国
者
以
外

の
皆
さ
ん
も
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
世
代

な
の
で
、
帰
国
者
の
状
況
は
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
よ
り
も
心
配
し
て
い
る
の
は
帰

国
者
だ
け
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ

二
テ
イ
ー
を
作
る
と
、
中
国
語
ば
か
り

で
話
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
日
本
語
を

忘
れ
て
し
ま
い
、
更
な
る
孤
立
が
生
ま

れ
る
こ
と
で
す
。

♥
本
日
は
通
所
者
の
方
か
ら
も
昼
食
を

ご
一
緒
に
と
お
誘
い
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
十
一

皿
も
あ
る
品
数
豊
富
な
お
昼
を
い
た

だ
き
ま
し
た

　
こ
こ
で
は
食
事
に
お
い
て
好
き
な
も

の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

種
類
豊
富
に
し
て
い
ま
す
。
フ
ー
ド
ロ

ス
は
よ
く
な
い
で
す
が
、
家
に
一
人
で

い
る
と
あ
ま
り
食
べ
な
い
方
も
い
ま
す
。

こ
こ
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
間
に
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

♥
賞
状
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
ね

　
こ
の
賞
状
は
『
コ
レ
ス
バ
大
賞
』
と

い
い
高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

発
表
会
で
高
知
県
内
の
一
番
の
取
り
組

み
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
の

令
和
７
年
度
　
老
後
支
援
事
業

◆
前
言　

　
　
基
金
对
以
归
国
遗
华
日
本
人
及
其

家
人
为
对
象
︐
提
供
日
语
教
育
︑
生
活

咨
询
︑
以
及
为
了
提
高
福
利
而
实
施
援

助
活
动
的
团
体
等
︐
对
其
事
业
提
供
资

金
援
助
︒

　
　
本
期
介
绍
的
是
︓
今
年
提
供
援
助

第
二
年
︐
山
梨
县
南
阿
尔
卑
斯
市
的
团

体
﹃
携
手
会
﹄︵
日
语
学
习
班
︑
生
活
・

就
业
咨
询
事
业
︶︒

　
　
该
团
体
成
立
于
去
年
令
和
六
︵
２

０
２
４
︶
年
三
月
︐
援
护
基
金
在
其
成

立
的
第
一
年
就
开
始
提
供
援
助
︒
该
团

体
目
前
有
会
员
三
十
四
名
︵
其
中
归
国

者
第
一
代
一
名
︑
第
二
代
二
十
二
名
︑

第
三
代
四
名
︑
其
它
七
名
︶︒

　
　
这
一
天
︐
我
在
西
野
美
铃
会
长
和

宝
木
莲
江
理
事
的
带
领
下
︐
来
到
了
南

阿
尔
卑
斯
市
栉
形
社
会
福
祉
会
馆
︐
参

观
了
他
们
的
聚
会
活
动
︒

♥
今
天
的
参
加
者
有
十
一
名
︐
会
员
构
成

第
二
代
较
多
吧

　
　
今
天
第
一
代
归
国
者
没
有
来
参
加
︒

本
地
区
有
四
名
第
一
代
归
国
者
︐
但
只

有
一
名
是
会
员
︒
他
们
都
是
年
过
八
旬

的
老
人
︐
有
的
住
养
老
院
︐
有
的
因
体

力
不
足
无
法
参
加
︒

　
　
今
天
来
参
加
的
第
二
代
六
名
︑
第

♥
住
在
山
梨
县
各
位
的
日
常
生
活

　
　

今
天
的
参
加
者
有
六
名
有
工
作
︒

会
员
多
数
已
经
退
休
︐
住
在
独
栋
住
宅
里
︐

闲
时
︐
有
的
人
去
家
庭
菜
园
︑
有
的
人

打
理
庭
院
︑
做
做
园
艺
等
︒
听
说
退
休

后
很
难
再
找
到
工
作
︒

　
　
下
周
七
月
六
日
︐
为
了
提
高
本
会

的
知
名
度
︐
将
举
办
中
国
家
庭
料
理
讲

习
会
︒
地
区
住
民
对
归
国
者
知
之
甚
少
︐

希
望
借
此
机
会
提
高
他
们
对
归
国
者
的

认
知
和
了
解
︒
去
年
为
止
︐
南
阿
尔
卑

斯
市
市
民
活
动
中
心
资
助
举
办
过
四
回
︐

加
上
独
自
举
办
的
两
回
总
计
六
回
︒
基

于
这
些
经
验
︐
今
年
我
们
也
自
行
举
办
︒

会
场
是
今
年
好
市
多
︵C

ostco

︶
也

在
此
开
店
的
大
型
综
合
设
施
﹃fum

otto

︵
フ
モ
ッ
ト
︶
南
阿
尔
卑
斯
﹄︒
在
日
语

学
习
班
和
生
活
・
就
业
咨
询
方
面
︐
援

护
基
金
为
我
们
提
供
了
资
金
援
助
︐
但

本
次
活
动
的
参
加
费
︐
将
用
于
本
会
的

活
动
费
︒
今
天
从
参
加
活
动
的
会
员
中
︐

推
选
出
六
名
候
选
人
出
任
烹
饪
讲
师
︒

◆
结
束
语

　
　

这
是
一
次
非
常
温
馨
的
聚
会
︐
我

有
幸
与
会
员
们
进
行
了
愉
快
的
交
谈
︒

衷
心
期
待
充
满
活
力
的
各
位
︐
今
后
继

续
积
极
参
与
并
有
更
出
色
的
表
现
︒

三
代
一
名
︑
其
他
三
名
︒
他
们
分
别
来

自
南
阿
尔
卑
斯
市
︑
昭
和
町
和
甲
斐
市
︐

今
天
没
有
来
的
人
︐
有
的
住
在
韮
崎
市
︑

有
的
住
在
甲
府
市
︒

　
　
在
山
梨
县
没
有
车
很
难
出
行
︒
最

远
的
人
要
三
十
分
钟
的
车
程
︒
没
有
车

的
人
和
邻
居
约
好
︐
一
起
搭
车
来
︒

　
　
今
天
︐曾
经
住
在
同
一
团
地
的
会
员
︐

时
隔
二
十
年
在
此
重
逢
︒
来
这
里
偶
遇

同
团
地
或
同
职
场
的
人
︐
能
彼
此
增
进

感
情
︒

　
　
日
语
沙
龙
每
月
举
办
一
次
︐
时
间

为
十
点
到
十
二
点
︒

♥
开
设
第
二
年
︐
日
语
学
习
班
和
生
活
・

就
业
咨
询
的
情
况
如
何

　
　

在
日
语
学
习
班
上
︐
大
家
首
先
能

见
见
面
︑
谈
论
各
种
话
题
︑
确
认
彼
此

的
近
况
︐
从
交
谈
中
︐
可
以
了
解
到
大

家
不
懂
的
日
语
或
为
难
的
事
情
等
︒
大

家
日
语
说
得
很
好
︐
但
读
写
方
面
不
太

擅
长
︒

　
　
咨
询
方
面
︐
如
果
是
活
动
日
︐
我

们
会
当
场
听
取
︐
除
此
之
外
就
定
期
打

电
话
︐
必
要
时
还
会
去
家
访
︒
因
事
情

紧
急
前
来
咨
询
的
也
有
很
多
︒

　
　
另
外
︐
最
近
还
有
共
同
墓
地
方
面

的
咨
询
︒
在
甲
府
市
有
山
梨
县
日
中
平

和
友
好
会
管
理
的
共
同
墓
地
︐
但
离
我

们
住
的
地
方
比
较
远
︐
希
望
附
近
能
有

共
同
墓
地
︒
对
于
这
样
的
咨
询
︐
我
们

会
听
取
会
员
们
的
意
见
和
建
议
再
酌
情

考
虑
︒

10

令
和
７
年
度

　团
体
助
成
事
业

宣传海报日语沙龙的场景
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◆
は
じ
め
に
　

　
当
基
金
で
は
帰
国
者
等
に
対
し
て
安

定
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
帰
国
者
及
び
そ
の
配
偶
者
の
支

援
に
視
点
を
置
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に

対
し
、
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」

又
は
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」

等
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
に
、
運
営

資
金
の
一
部
を
援
助
（
介
護
団
体
支
援

金
）
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
今
年
支
援
四
年
目
に
な
る
高

知
市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
せ
い
き
ょ
う

や
ま
も
も
」（
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合
）

を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
十
八
年
九
月
に

開
業
し
、
援
護
基
金
で
は
令
和
四
年
か

ら
支
援
を
始
め
た
こ
ち
ら
の
事
業
所
で
、

在
宅
介
護
事
業
副
部
長
、
生
活
相
談
員

（
介
護
福
祉
士
）
の
田
副
（
た
ぞ
え
）
大

輔
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

♥
こ
ち
ら
の
介
護
事
業
所
に
は
、
帰
国

者
以
外
の
方
も
多
い
で
す
ね

　
事
業
所
に
は
、
こ
の
近
隣
の
方
も
在

住
の
帰
国
者
も
来
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
は
、
認
知
症
に
対
す
る
偏
見

も
あ
り
、
地
域
の
会
議
に
よ
く
出
か
け

て
認
知
症
の
理
解
を
繰
り
返
し
説
明
し

ま
し
た
。

　
五
、
六
年
前
の
コ
ロ
ナ
前
に
は
地
域

の
方
や
国
会
議
員
も
呼
ん
で
五
十
名
く

ら
い
で
介
護
の
実
情
や
帰
国
者
支
援
の

拡
充
を
訴
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

♥
帰
国
者
に
対
し
て
の
周
囲
の
方
の
理

解
は
ど
う
で
す
か

の
課
題
は

　
医
療
と
介
護
の
両
輪
で
や
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
介
護
の
需
要
が
更
に
増
え

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
今
は
介
護
の
入

所
施
設
が
な
い
の
で
、
利
用
者
は
こ
こ

が
最
後
の
砦
で
す
。
最
後
ま
で
こ
こ
に

通
所
希
望
さ
れ
る
方
は
私
が
い
る
間
何

人
か
看
取
り
を
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津
波
浸

水
地
域
な
の
で
、
今
年
九
月
に
、
安
全
な

場
所
に
移
転
し
ま
す
。
次
の
所
は
高
齢

者
住
宅
も
あ
り
、
安
心
で
す
。
利
用
者

も
災
害
時
の
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
看
護
は
長
い
歴
史
で
地
位
を

確
立
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
は
制
度
が

始
ま
っ
て
二
十
年
程
度
（
平
成
十
二
年

介
護
保
険
法
制
定
）
で
す
。
同
じ
よ
う

に
皆
が
誇
り
を
持
て
る
良
い
仕
事
な
の

で
介
護
現
場
の
給
与
基
準
が
上
が
ら
な

い
と
、
制
度
を
支
え
る
担
い
手
が
ど
ん

ど
ん
足
り
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
が

あ
り
ま
す
。
利
用
者
減
少
で
な
く
、
人

材
不
足
で
介
護
施
設
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

　
こ
の
日
利
用
者
さ
ん
か
ら
、
思
い
が

け
ず
援
護
基
金
に
と
ご
寄
付
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

　
に
ぎ
や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
一
日

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
の
利
用
者
は
三
十
五
名
（
そ
の

う
ち
一
世
七
名
、
配
偶
者
二
名
）
、
職
員

十
名
で
、
毎
日
六
名
が
勤
務
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

介
護
は
お
も
て
な
し
型
と
い
い
、
利
用

者
は
お
客
様
で
お
世
話
さ
れ
る
側
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
立
支
援

型
と
い
う
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

で
き
る
だ
け
自
分
た
ち
で
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
れ
が
画
期
的

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
法
第

一
章
「
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
」
の
実
践
で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
こ
で
は
皆
と
一
緒
に
家

事
を
や
る
こ
と
で
人
に
頼
ら
れ
る
自
信

を
つ
け
ら
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
同
業
者

が
見
学
に
来
ま
す
。
八
月
下
旬
に
は
「
帰

国
者
の
尊
厳
を
守
る
介
護
」
が
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ―

と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ

れ
ま
す
。

♥
午
後
は
皆
で
分
担
し
て
乾
い
た
洗
濯

物
や
洗
っ
た
食
器
の
後
片
付
け
で
し

た
ね
。
皆
さ
ん
の
介
護
と
は
人
生
終

盤
生
活
の
快
適
さ
を
支
え
る
お
手
伝

い
で
す
ね

　
午
後
の
家
事
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日
午
前
は
皆
で
昼
食
を
作
り
ま
す
。

朝
の
送
迎
車
の
中
で
、
昼
食
は
何
を
食

べ
た
い
か
皆
で
相
談
し
、
途
中
の
良
心

市
で
野
菜
を
購
入
し
た
り
、
農
家
の
利

用
者
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
食
材
で
昼

食
を
皆
で
作
り
ま
す
。

　
高
知
の
人
は
鯖
寿
司
が
好
き
で
、
こ

の
間
も
鯖
寿
司
が
食
べ
た
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
炭
火
で
焼
い
て
作
り
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
で
元
漁
師
さ
ん
が
い
る
の

で
、
鰹
を
一
本
買
い
、
藁
で
焼
い
て
た

た
き
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

♥
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合
は
医
療
と

介
護
で
両
施
設
が
あ
り
ま
す
。
今
後

　
そ
こ
は
職
員
が
介
入
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
帰
国
者
同
士
が
中
国
語
で

会
話
し
て
い
る
と
き
は
、
周
囲
の
方
に

帰
国
者
の
歴
史
を
話
し
て
、
帰
国
者
へ

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
気
を
配
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
初
か
ら
、
帰
国
者
の
話

を
す
る
の
は
違
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
帰
国
者
に
対
し
て
特
別
感

を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
帰
国
者
以
外

の
皆
さ
ん
も
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
世
代

な
の
で
、
帰
国
者
の
状
況
は
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
よ
り
も
心
配
し
て
い
る
の
は
帰

国
者
だ
け
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ

二
テ
イ
ー
を
作
る
と
、
中
国
語
ば
か
り

で
話
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
日
本
語
を

忘
れ
て
し
ま
い
、
更
な
る
孤
立
が
生
ま

れ
る
こ
と
で
す
。

♥
本
日
は
通
所
者
の
方
か
ら
も
昼
食
を

ご
一
緒
に
と
お
誘
い
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
十
一

皿
も
あ
る
品
数
豊
富
な
お
昼
を
い
た

だ
き
ま
し
た

　
こ
こ
で
は
食
事
に
お
い
て
好
き
な
も

の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

種
類
豊
富
に
し
て
い
ま
す
。
フ
ー
ド
ロ

ス
は
よ
く
な
い
で
す
が
、
家
に
一
人
で

い
る
と
あ
ま
り
食
べ
な
い
方
も
い
ま
す
。

こ
こ
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
間
に
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

♥
賞
状
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
ね

　
こ
の
賞
状
は
『
コ
レ
ス
バ
大
賞
』
と

い
い
高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

発
表
会
で
高
知
県
内
の
一
番
の
取
り
組

み
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
の

令
和
７
年
度
　
老
後
支
援
事
業

◆
前
言　

　
　
基
金
对
以
归
国
遗
华
日
本
人
及
其

家
人
为
对
象
︐
提
供
日
语
教
育
︑
生
活

咨
询
︑
以
及
为
了
提
高
福
利
而
实
施
援

助
活
动
的
团
体
等
︐
对
其
事
业
提
供
资

金
援
助
︒

　
　
本
期
介
绍
的
是
︓
今
年
提
供
援
助

第
二
年
︐
山
梨
县
南
阿
尔
卑
斯
市
的
团

体
﹃
携
手
会
﹄︵
日
语
学
习
班
︑
生
活
・

就
业
咨
询
事
业
︶︒

　
　
该
团
体
成
立
于
去
年
令
和
六
︵
２

０
２
４
︶
年
三
月
︐
援
护
基
金
在
其
成

立
的
第
一
年
就
开
始
提
供
援
助
︒
该
团

体
目
前
有
会
员
三
十
四
名
︵
其
中
归
国

者
第
一
代
一
名
︑
第
二
代
二
十
二
名
︑

第
三
代
四
名
︑
其
它
七
名
︶︒

　
　
这
一
天
︐
我
在
西
野
美
铃
会
长
和

宝
木
莲
江
理
事
的
带
领
下
︐
来
到
了
南

阿
尔
卑
斯
市
栉
形
社
会
福
祉
会
馆
︐
参

观
了
他
们
的
聚
会
活
动
︒

♥
今
天
的
参
加
者
有
十
一
名
︐
会
员
构
成

第
二
代
较
多
吧

　
　
今
天
第
一
代
归
国
者
没
有
来
参
加
︒

本
地
区
有
四
名
第
一
代
归
国
者
︐
但
只

有
一
名
是
会
员
︒
他
们
都
是
年
过
八
旬

的
老
人
︐
有
的
住
养
老
院
︐
有
的
因
体

力
不
足
无
法
参
加
︒

　
　
今
天
来
参
加
的
第
二
代
六
名
︑
第

♥
住
在
山
梨
县
各
位
的
日
常
生
活

　
　

今
天
的
参
加
者
有
六
名
有
工
作
︒

会
员
多
数
已
经
退
休
︐
住
在
独
栋
住
宅
里
︐

闲
时
︐
有
的
人
去
家
庭
菜
园
︑
有
的
人

打
理
庭
院
︑
做
做
园
艺
等
︒
听
说
退
休

后
很
难
再
找
到
工
作
︒

　
　
下
周
七
月
六
日
︐
为
了
提
高
本
会

的
知
名
度
︐
将
举
办
中
国
家
庭
料
理
讲

习
会
︒
地
区
住
民
对
归
国
者
知
之
甚
少
︐

希
望
借
此
机
会
提
高
他
们
对
归
国
者
的

认
知
和
了
解
︒
去
年
为
止
︐
南
阿
尔
卑

斯
市
市
民
活
动
中
心
资
助
举
办
过
四
回
︐

加
上
独
自
举
办
的
两
回
总
计
六
回
︒
基

于
这
些
经
验
︐
今
年
我
们
也
自
行
举
办
︒

会
场
是
今
年
好
市
多
︵C

ostco

︶
也

在
此
开
店
的
大
型
综
合
设
施
﹃fum

otto

︵
フ
モ
ッ
ト
︶
南
阿
尔
卑
斯
﹄︒
在
日
语

学
习
班
和
生
活
・
就
业
咨
询
方
面
︐
援

护
基
金
为
我
们
提
供
了
资
金
援
助
︐
但

本
次
活
动
的
参
加
费
︐
将
用
于
本
会
的

活
动
费
︒
今
天
从
参
加
活
动
的
会
员
中
︐

推
选
出
六
名
候
选
人
出
任
烹
饪
讲
师
︒

◆
结
束
语

　
　

这
是
一
次
非
常
温
馨
的
聚
会
︐
我

有
幸
与
会
员
们
进
行
了
愉
快
的
交
谈
︒

衷
心
期
待
充
满
活
力
的
各
位
︐
今
后
继

续
积
极
参
与
并
有
更
出
色
的
表
现
︒

三
代
一
名
︑
其
他
三
名
︒
他
们
分
别
来

自
南
阿
尔
卑
斯
市
︑
昭
和
町
和
甲
斐
市
︐

今
天
没
有
来
的
人
︐
有
的
住
在
韮
崎
市
︑

有
的
住
在
甲
府
市
︒

　
　
在
山
梨
县
没
有
车
很
难
出
行
︒
最

远
的
人
要
三
十
分
钟
的
车
程
︒
没
有
车

的
人
和
邻
居
约
好
︐
一
起
搭
车
来
︒

　
　
今
天
︐曾
经
住
在
同
一
团
地
的
会
员
︐

时
隔
二
十
年
在
此
重
逢
︒
来
这
里
偶
遇

同
团
地
或
同
职
场
的
人
︐
能
彼
此
增
进

感
情
︒

　
　
日
语
沙
龙
每
月
举
办
一
次
︐
时
间

为
十
点
到
十
二
点
︒

♥
开
设
第
二
年
︐
日
语
学
习
班
和
生
活
・

就
业
咨
询
的
情
况
如
何

　
　

在
日
语
学
习
班
上
︐
大
家
首
先
能

见
见
面
︑
谈
论
各
种
话
题
︑
确
认
彼
此

的
近
况
︐
从
交
谈
中
︐
可
以
了
解
到
大

家
不
懂
的
日
语
或
为
难
的
事
情
等
︒
大

家
日
语
说
得
很
好
︐
但
读
写
方
面
不
太

擅
长
︒

　
　
咨
询
方
面
︐
如
果
是
活
动
日
︐
我

们
会
当
场
听
取
︐
除
此
之
外
就
定
期
打

电
话
︐
必
要
时
还
会
去
家
访
︒
因
事
情

紧
急
前
来
咨
询
的
也
有
很
多
︒

　
　
另
外
︐
最
近
还
有
共
同
墓
地
方
面

的
咨
询
︒
在
甲
府
市
有
山
梨
县
日
中
平

和
友
好
会
管
理
的
共
同
墓
地
︐
但
离
我

们
住
的
地
方
比
较
远
︐
希
望
附
近
能
有

共
同
墓
地
︒
对
于
这
样
的
咨
询
︐
我
们

会
听
取
会
员
们
的
意
见
和
建
议
再
酌
情

考
虑
︒

10

令
和
７
年
度

　团
体
助
成
事
业

宣传海报日语沙龙的场景
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令
和
６
年
度  

事
業
報
告・決
算
の
概
要

令
和
６
年
度
決
算
事
業
費

　（
経
常
費
用
）
２
１
９
，
２
６
０
千
円

 

寄
付
募
集
状
況

　
７
，
４
９
０
，
５
０
０
円
の
ご
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

公
１
事
業
（
中
国
在
住
者
関
連
事
業
）

　
　
事
業
費
決
算 

３
３
，
４
１
４
千
円

１
　
中
国
養
父
母
へ
の
扶
養
費
の
送
金

　
前
年
度
に
永
住
帰
国
し
た
孤
児
の
養
父

母
に
対
し
、
国
と
援
護
基
金
で
折
半
し
て

扶
養
費
を
送
金
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
六

年
度
は
送
金
対
象
と
な
る
養
父
母
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

２
　
訪
中
説
明
会
（
座
談
会
）

　
未
だ
中
国
に
残
留
し
て
い
る
中
国
残
留

邦
人
宅
を
訪
問
し
説
明
会
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
方

が
増
え
現
地
の
状
況
把
握
が
難
し
い
こ
と
、

居
住
地
が
広
範
囲
に
点
在
し
て
お
り
効
果

的
に
訪
問
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
、
渡
航
費
等
諸
経
費
が
大
幅
に
上

昇
し
予
算
措
置
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
等

か
ら
、
令
和
六
年
度
も
訪
中
座
談
会
の
実

施
は
見
送
り
、
残
留
邦
人
の
状
況
把
握
に

努
め
ま
し
た
。

３
　
中
国
関
係
機
関
訪
日
協
議

　
中
国
残
留
邦
人
問
題
の
円
滑
な
進
展
を

図
る
た
め
、
毎
年
中
国
の
関
係
機
関
関
係

者
を
日
本
に
招
致
し
意
見
交
換
等
を
し
て

い
ま
す
。
集
団
一
時
帰
国
に
合
わ
せ
九
月

三
日
か
ら
九
月
九
日
の
間
中
央
政
府
関
係

者
二
人
を
招
致
し
意
見
交
換
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

４
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
集
団
一
時
帰
国

　
　
　
　
　
受
入
事
業
（
国
の
委
託
事
業
）

　
未
だ
中
国
に
残
留
し
て
い
る
中
国
残
留

邦
人
の
集
団
一
時
帰
国
受
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
九
月
三
日
～
九
月
十
四
日
の
間
、

四
世
帯
八
人
を
、
ま
た
、
個
別
一
時
帰
国

と
し
て
九
月
二
十
五
日
～
十
月
十
六
日
の

間
一
世
帯
一
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

公
２
事
業
（
帰
国
者
関
連
事
業
）

　
　
事
業
費
決
算 

１
８
０
，
３
１
１
千
円

１
　
中
国
に
残
る
養
父
母
の

　
　
　
　
　
　
　
お
見
舞
い
訪
中
援
助

　
様
々
な
理
由
で
来
日
で
き
な
い
養
父
母

を
孤
児
が
訪
中
し
て
見
舞
う
こ
と
を
援
助

す
る
事
業
で
す
が
、
令
和
六
年
度
は
申
請

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
　
中
国
帰
国
者
と

　
　
　
　
　
そ
の
家
族
へ
の
就
学
援
助

①
大
学
、
専
修
学
校
就
学
援
助

　
令
和
六
年
度
は
対
象
と
な
る
申
請
者
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
受
講
者
援
助

　
全
国
七
か
所
の
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

の
受
講
生
の
う
ち
国
の
支
援
対
象
と
な
ら

な
い
二
世
三
世
等
５
１
６
人
分
の
教
材
費

と
し
て
、
１
，
２
５
９
千
円
を
援
助
し
ま

し
た
。

③
介
護
関
連
資
格
取
得
援
助

　
中
国
語
が
話
せ
る
介
護
従
事
者
を
増
や

す
た
め
、
介
護
関
連
資
格
の
取
得
を
目
指

す
二
世
三
世
等
に
受
講
費
等
の
一
部
を
援

助
し
て
い
ま
す
。
48
人
に
対
し
計
２
，
２

０
０
千
円
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

３
　
団
体
活
動
助
成
事
業

　
日
本
語
教
室
や
生
活
相
談
等
の
援
助
活

動
を
行
っ
て
い
る
14
団
体
に
対
し
て
、
計

２
，
７
５
０
千
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

４
　
老
後
支
援
事
業

①
介
護
事
業
基
盤
整
備
援
助
事
業

　
中
国
帰
国
者
を
主
な
対
象
と
す
る
介
護

施
設
を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
13

法
人
に
対
し
て
計
２
，
６
０
０
千
円
の
介

護
団
体
支
援
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

②
要
介
護
支
援
モ
デ
ル
研
究
事
業

　
介
護
団
体
支
援
金
を
利
用
し
て
い
る
施

設
等
か
ら
帰
国
者
の
状
況
報
告
を
受
け
、

必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
把
握
に
役
立
て
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
関
連
資
格
取
得
援
助

を
利
用
し
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し

た
残
留
婦
人
三
世
の
奮
闘
等
を
機
関
紙
で

紹
介
し
ま
し
た
。

③
訪
問
介
護
事
業

　
当
基
金
が
運
営
し
て
い
た
訪
問
介
護
事

業
所
「
寿
星
」
は
平
成
三
十
年
度
よ
り
帰

国
者
二
世
三
世
が
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
運
営
を
任
せ
、
当
基
金
直
営
で
の
訪
問

介
護
事
業
は
、
中
止
し
て
い
ま
す
。

５
　
日
本
国
籍
取
得
支
援
事
業

　
身
元
が
判
明
し
て
い
る
中
国
残
留
邦
人

等
が
、
戸
籍
の
訂
正
等
の
申
請
を
行
う
場

合
、
そ
の
手
続
き
に
必
要
な
弁
護
士
費
用

等
を
援
助
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
度

は
該
当
者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
　
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
運
営
事
業
（
国
の
委
託
事
業
）

　
首
都
圏
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン

タ
ー
の
運
営
と
そ
の
宿
泊
施
設
の
管
理
を

行
い
ま
し
た
。（
定
着
促
進
事
業
、
日
本
語

学
習
支
援
事
業
、
生
活
相
談
事
業
、
地
域

支
援
事
業
、
交
流
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
、

情
報
提
供
事
業
、
地
域
生
活
支
援
推
進
事

業
、
介
護
支
援
事
業
及
び
自
立
研
修
事
業
）

　
令
和
五
年
十
一
月
に
入
所
し
た
永
住
帰

国
者
一
人
が
五
月
に
退
所
し
て
以
降
新
た

な
永
住
帰
国
者
の
入
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
普
及
啓
発
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
体
験
と
労
苦

を
伝
え
る
戦
後
世
代
の
語
り
部
」
講
話
会

は
全
国
各
地
で
64
回
開
催
し
参
加
者
も
２
，

３
０
０
人
近
く
と
な
り
ま
し
た
。

７
　
就
職
援
助
事
業
（
国
の
委
託
事
業
）

　
首
都
圏
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン

タ
ー
に
職
業
相
談
員
を
配
置
し
、
帰
国
者

二
世
等
に
対
し
職
業
指
導
や
職
業
相
談
等

を
行
っ
た
他
、
就
職
に
役
立
つ
知
識
や
情

報
等
を
ま
と
め
た
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
ブ

ッ
ク
」
（
日
本
語
・
中
国
語
併
記
）
を
改

訂
し
、
各
都
道
府
県
労
働
局
等
へ
配
布
し

ま
し
た
。

８
　
教
材
の
開
発
・
出
版
事
業

　
様
々
な
年
齢
層
や
学
習
レ
ベ
ル
の
帰
国

者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
中
国
・

樺
太
帰
国
者
向
け
に
様
々
な
日
本
語
教
材

等
を
開
発
販
売
し
て
い
ま
す
。
令
和
六
年

度
は
新
た
に
二
種
類
の
教
材
を
発
行
し
、

１
，
２
２
１
冊
の
教
材
を
販
売
し
ま
し
た
。

９
　
普
及
啓
発
及
び
広
報
事
業

　
中
国
帰
国
者
が
日
本
社
会
で
温
か
く
迎

え
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
中
国
残
留

邦
人
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
、
普
及
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
機
関
紙
「
援
護
基
金
」
87
号
を
発
行
し
た

他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
適
時
更
新
し
情
報
発

信
に
努
め
ま
し
た
。
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◆
前
言　

　
　

本
基
金
为
了
能
够
为
归
国
者
等
提

供
稳
定
的
护
理
服
务
︐
并
对
以
归
国
者

及
其
配
偶
为
支
援
对
象
的
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
︐
作
为
﹃
居
家
介
护
服
务
事
业
者
﹄

或
﹃
地
域
紧
密
结
合
型
服
务
事
业
者
﹄

已
经
开
启
运
营
业
务
的
法
人
︐
提
供
部

分
资
金
援
助
︵
介
护
团
体
支
援
金
︶︒

　
　本
期
︐
向
各
位
介
绍
的
是
︓
本
基

金
提
供
援
助
的
第
四
年
︐
高
知
市
的
一

家
日
间
服
务
事
业
所
﹃
生
协
山
桃
﹄︵
高

知
医
疗
生
活
协
同
组
合
︶︒
于
平
成
十
八

︵
２
０
０
６
︶
年
九
月
开
业
︐
援
护
基
金

从
令
和
四
︵
２
０
２
２
︶
年
开
始
提
供

援
助
︒
在
这
家
事
业
所
︐
居
家
介
护
事

业
副
部
长
兼
生
活
相
谈
员
︵
介
护
福
祉

士
︶—

田
副
大
辅
先
生
接
受
了
采
访
︒

♥
在
该
介
护
事
业
所
︐
归
国
者
以
外
的

人
有
很
多
啊　

　
　事
业
所
有
附
近
的
人
︐
也
有
本
地

区
的
归
国
者
︒

　
　十
年
前
︐人
们
对
痴
呆
症
存
在
偏
见
︐

为
此
我
曾
多
次
前
往
各
地
区
参
加
会
议
︐

反
复
进
行
说
明
︐
求
得
人
们
对
痴
呆
症

的
理
解
︒

　
　五
︑
六
年
前
︐
新
冠
病
毒
疫
情
未

发
生
之
前
︐
我
们
曾
邀
请
当
地
的
住
民

和
议
员
大
约
五
十
人
前
来
︐
向
他
们
介

绍
护
理
的
实
际
情
况
并
呼
吁
加
强
对
归

国
者
的
支
援
︒

♥
周
围
的
人
对
归
国
者
的
理
解
如
何

　
　

这
方
面
职
员
会
尽
量
加
以
留
意
︐

并
建
立
了
一
套
完
整
的
体
系
︐
而
介
护

制
度
开
始
实
施
不
过
二
十
年
左
右
︵
平

成
十
二 ︵
２
０
０
０)

年
颁
布
︽
介
护
保

险
法
︾︶︒
护
理
工
作
同
样
是
一
份
令
人

自
豪
的
工
作
︐
如
果
不
提
高
介
护
领
域

的
薪
酬
标
准
︐
就
会
陷
入
照
顾
高
龄
者

的
护
理
人
才
︐
越
来
越
短
缺
的
危
机
︒

介
护
设
施
的
消
减
︐
不
是
因
为
利
用
者

减
少
︐
而
是
护
理
人
才
的
不
足
︒

◆
结
束
语

　
　

这
一
天
︐
我
们
惊
喜
地
收
到
了
一

位
利
用
者
为
援
护
基
金
捐
赠
的
善
款
︒

　
　非
常
感
谢
在
那
里
度
过
了
热
闹
而

温
馨
的
一
天
︒
期
待
各
位
今
后
取
得
更

大
的
成
绩
︒

　
　目
前
利
用
者
有
三
十
五
名
︵
包
括

七
名
一
代
归
国
者
和
两
名
配
偶
︶︑
职
员

十
名
︐
每
天
有
六
名
出
勤
︒

做
家
务
︐
能
够
获
得
被
需
要
的
自
信
︒

全
国
各
地
的
同
行
业
的
人
员
也
前
来
参

观
︒Ｎ
Ｈ
Ｋ
电
视
台
将
在
八
月
下
旬
︐
播

放
题
为
﹃
维
护
归
国
者
尊
严
的
介
护
﹄

的
纪
录
片
︒

♥
下
午
︐大
家
一
齐
收
拾
晒
干
的
洗
涤
物
︑

整
理
餐
具
︒
你
们
所
做
的
护
理
︐
就
是

帮
助
步
入
夕
阳
红
阶
段
的
老
年
人
生

活
得
更
加
舒
适

　
　不
仅
仅
是
下
午
做
家
务
︒
每
天
上
午
︐

大
家
还
一
起
做
午
餐
︒
早
上
在
迎
送
车
里
︐

大
家
一
起
商
量
午
餐
想
吃
什
么
︐
然
后

在
沿
途
的
良
心
市
场
︵
农
产
品
直
销
店
︶

购
买
蔬
菜
︐
或
者
使
用
农
家
的
利
用
者

提
供
的
食
材
一
起
做
午
餐
︒

　
　高
知
县
人
喜
欢
吃
鲭
鱼
寿
司
︐
前

一
段
时
间
︐
大
家
说
也
想
吃
︐
我
们
就

做
了
用
炭
火
炙
烤
的
鲭
鱼
寿
司
︒
一
位

以
前
是
渔
夫
的
利
用
者
︐
买
了
一
条
鲣
鱼
︐

用
秸
秆
火
炙
烤
︐
做
﹃
炙
烤
鲣
鱼
刺
身
﹄

给
大
家
吃
︒

♥
高
知
医
疗
生
活
协
同
组
合
拥
有
医
疗

和
介
护
两
大
设
施
︒今
后
的
课
题
是

　
　我
们
同
时
提
供
医
疗
和
护
理
两
项

服
务
︒
我
认
为
今
后
护
理
方
面
的
需
求

将
不
断
增
加
︒
目
前
还
没
有
护
理
方
面

的
入
住
设
施
︒
这
里
是
利
用
者
最
后
停

靠
的
港
湾
︒
希
望
最
后
在
这
里
接
受
护

理
服
务
的
人
︐
这
期
间
︐
我
已
经
陪
护

过
好
几
位
︐
在
这
里
度
过
了
人
生
的
最

后
时
光
︒

　
　这
里
地
处
南
海
槽
地
震
海
啸
水
淹

地
区
︐
因
此
︐
今
年
九
月
︐
我
们
将
搬

迁
到
安
全
的
地
方
︒
下
一
个
地
方
有
老

龄
者
住
宅
︐
我
们
比
较
放
心
︒
利
用
者

对
发
生
灾
害
时
︐
还
有
些
担
心
︒

　
　此
外
︐
看
护
领
域
拥
有
悠
久
的
历
史
︐

当
归
国
者
之
间
用
中
文
交
谈
时
︐
我
们

会
有
意
识
地
向
周
围
的
人
介
绍
归
国
者

的
历
史
︐
以
便
让
他
们
更
好
地
了
解
归

国
者
︒

　
　如
果
从
一
开
始
就
谈
及
归
国
者
︐

我
认
为
是
不
合
适
的
︐
那
样
反
而
会
对

归
国
者
产
生
被
特
殊
对
待
的
感
觉
︒
归

国
者
以
外
的
人
也
是
经
历
过
战
争
的
世

代
︐
对
归
国
者
的
状
况
都
很
理
解
︒

　
　更
令
我
担
心
的
反
而
是
︓
如
果
单

独
面
向
归
国
者
提
供
日
间
服
务
或
专
用

空
间
︐
那
么
他
们
只
说
中
文
︐
反
而
会

忘
记
日
语
︐这
样
会
导
致
他
们
更
加
孤
立
︒

♥
今
天
︐
利
用
者
邀
请
我
共
进
午
餐
︐
我

与
大
家
边
吃
边
聊
︐
食
物
种
类
丰
富
︐

共
有 

十
一
盘

　
　在
这
里
为
了
让
利
用
者
不
但
能
吃

得
饱
︐
还
能
吃
得
好
︐
我
们
准
备
了
种

类
丰
富
的
伙
食
︐
食
品
浪
费
固
然
不
好
︐

但
是
︐有
的
人
在
家
里
一
个
人
没
有
食
欲
︐

我
们
希
望
来
这
里
跟
大
家
在
一
起
的
时

候
︐
能
尽
量
多
吃
一
点
︒

♥
墙
上
的
奖
状
是

　
　是﹃
コ
レ
ス
バ
大
赏
﹄(
超
赞
大
奖)

︐

在
高
知
县
社
会
福
祉
协
议
会
举
办
的
颁

奖
会
上
︐
我
们
以
最
佳
业
绩
︐
受
到
了

表
彰
︒
一
般
的
护
理
被
称
为
﹃
款
待
型
﹄︐

即
把
利
用
者
当
作
客
人
给
予
照
顾
︐
我

们
推
行
的
名
为
﹃
自
立
支
援
型
﹄
护
理
︐

即
让
利
用
者
在
力
所
能
及
的
范
围
内
︐

自
己
能
做
事
自
己
做
︐
我
们
的
护
理
方

式
被
认
为
是
一
项
新
尝
试
︐
受
到
高
度

的
好
评
︒
这
与
︽
介
护
保
险
法
︾
第
一

章
﹃
维
护
受
助
者
尊
严
︐
使
其
能
够
根

据
自
己
的
能
力
过
上
自
理
的
日
常
生
活
﹄

的
规
定
相
符
︒

　
　老
龄
者
在
这
里
通
过
跟
大
家
一
起

令
和
７
年
度

　晚
年
支
援
事
业
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令
和
６
年
度  

事
業
報
告・決
算
の
概
要

令
和
６
年
度
決
算
事
業
費

　（
経
常
費
用
）
２
１
９
，
２
６
０
千
円

 

寄
付
募
集
状
況

　
７
，
４
９
０
，
５
０
０
円
の
ご
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

公
１
事
業
（
中
国
在
住
者
関
連
事
業
）

　
　
事
業
費
決
算 

３
３
，
４
１
４
千
円

１
　
中
国
養
父
母
へ
の
扶
養
費
の
送
金

　
前
年
度
に
永
住
帰
国
し
た
孤
児
の
養
父

母
に
対
し
、
国
と
援
護
基
金
で
折
半
し
て

扶
養
費
を
送
金
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
六

年
度
は
送
金
対
象
と
な
る
養
父
母
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

２
　
訪
中
説
明
会
（
座
談
会
）

　
未
だ
中
国
に
残
留
し
て
い
る
中
国
残
留

邦
人
宅
を
訪
問
し
説
明
会
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
方

が
増
え
現
地
の
状
況
把
握
が
難
し
い
こ
と
、

居
住
地
が
広
範
囲
に
点
在
し
て
お
り
効
果

的
に
訪
問
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
、
渡
航
費
等
諸
経
費
が
大
幅
に
上

昇
し
予
算
措
置
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
等

か
ら
、
令
和
六
年
度
も
訪
中
座
談
会
の
実

施
は
見
送
り
、
残
留
邦
人
の
状
況
把
握
に

努
め
ま
し
た
。

３
　
中
国
関
係
機
関
訪
日
協
議

　
中
国
残
留
邦
人
問
題
の
円
滑
な
進
展
を

図
る
た
め
、
毎
年
中
国
の
関
係
機
関
関
係

者
を
日
本
に
招
致
し
意
見
交
換
等
を
し
て

い
ま
す
。
集
団
一
時
帰
国
に
合
わ
せ
九
月

三
日
か
ら
九
月
九
日
の
間
中
央
政
府
関
係

者
二
人
を
招
致
し
意
見
交
換
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

４
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
集
団
一
時
帰
国

　
　
　
　
　
受
入
事
業
（
国
の
委
託
事
業
）

　
未
だ
中
国
に
残
留
し
て
い
る
中
国
残
留

邦
人
の
集
団
一
時
帰
国
受
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
九
月
三
日
～
九
月
十
四
日
の
間
、

四
世
帯
八
人
を
、
ま
た
、
個
別
一
時
帰
国

と
し
て
九
月
二
十
五
日
～
十
月
十
六
日
の

間
一
世
帯
一
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

公
２
事
業
（
帰
国
者
関
連
事
業
）

　
　
事
業
費
決
算 

１
８
０
，
３
１
１
千
円

１
　
中
国
に
残
る
養
父
母
の

　
　
　
　
　
　
　
お
見
舞
い
訪
中
援
助

　
様
々
な
理
由
で
来
日
で
き
な
い
養
父
母

を
孤
児
が
訪
中
し
て
見
舞
う
こ
と
を
援
助

す
る
事
業
で
す
が
、
令
和
六
年
度
は
申
請

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
　
中
国
帰
国
者
と

　
　
　
　
　
そ
の
家
族
へ
の
就
学
援
助

①
大
学
、
専
修
学
校
就
学
援
助

　
令
和
六
年
度
は
対
象
と
な
る
申
請
者
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
受
講
者
援
助

　
全
国
七
か
所
の
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

の
受
講
生
の
う
ち
国
の
支
援
対
象
と
な
ら

な
い
二
世
三
世
等
５
１
６
人
分
の
教
材
費

と
し
て
、
１
，
２
５
９
千
円
を
援
助
し
ま

し
た
。

③
介
護
関
連
資
格
取
得
援
助

　
中
国
語
が
話
せ
る
介
護
従
事
者
を
増
や

す
た
め
、
介
護
関
連
資
格
の
取
得
を
目
指

す
二
世
三
世
等
に
受
講
費
等
の
一
部
を
援

助
し
て
い
ま
す
。
48
人
に
対
し
計
２
，
２

０
０
千
円
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

３
　
団
体
活
動
助
成
事
業

　
日
本
語
教
室
や
生
活
相
談
等
の
援
助
活

動
を
行
っ
て
い
る
14
団
体
に
対
し
て
、
計

２
，
７
５
０
千
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

４
　
老
後
支
援
事
業

①
介
護
事
業
基
盤
整
備
援
助
事
業

　
中
国
帰
国
者
を
主
な
対
象
と
す
る
介
護

施
設
を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
13

法
人
に
対
し
て
計
２
，
６
０
０
千
円
の
介

護
団
体
支
援
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

②
要
介
護
支
援
モ
デ
ル
研
究
事
業

　
介
護
団
体
支
援
金
を
利
用
し
て
い
る
施

設
等
か
ら
帰
国
者
の
状
況
報
告
を
受
け
、

必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
把
握
に
役
立
て
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
関
連
資
格
取
得
援
助

を
利
用
し
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し

た
残
留
婦
人
三
世
の
奮
闘
等
を
機
関
紙
で

紹
介
し
ま
し
た
。

③
訪
問
介
護
事
業

　
当
基
金
が
運
営
し
て
い
た
訪
問
介
護
事

業
所
「
寿
星
」
は
平
成
三
十
年
度
よ
り
帰

国
者
二
世
三
世
が
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
運
営
を
任
せ
、
当
基
金
直
営
で
の
訪
問

介
護
事
業
は
、
中
止
し
て
い
ま
す
。

５
　
日
本
国
籍
取
得
支
援
事
業

　
身
元
が
判
明
し
て
い
る
中
国
残
留
邦
人

等
が
、
戸
籍
の
訂
正
等
の
申
請
を
行
う
場

合
、
そ
の
手
続
き
に
必
要
な
弁
護
士
費
用

等
を
援
助
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
度

は
該
当
者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
　
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
運
営
事
業
（
国
の
委
託
事
業
）

　
首
都
圏
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン

タ
ー
の
運
営
と
そ
の
宿
泊
施
設
の
管
理
を

行
い
ま
し
た
。（
定
着
促
進
事
業
、
日
本
語

学
習
支
援
事
業
、
生
活
相
談
事
業
、
地
域

支
援
事
業
、
交
流
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
、

情
報
提
供
事
業
、
地
域
生
活
支
援
推
進
事

業
、
介
護
支
援
事
業
及
び
自
立
研
修
事
業
）

　
令
和
五
年
十
一
月
に
入
所
し
た
永
住
帰

国
者
一
人
が
五
月
に
退
所
し
て
以
降
新
た

な
永
住
帰
国
者
の
入
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
普
及
啓
発
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
体
験
と
労
苦

を
伝
え
る
戦
後
世
代
の
語
り
部
」
講
話
会

は
全
国
各
地
で
64
回
開
催
し
参
加
者
も
２
，

３
０
０
人
近
く
と
な
り
ま
し
た
。

７
　
就
職
援
助
事
業
（
国
の
委
託
事
業
）

　
首
都
圏
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン

タ
ー
に
職
業
相
談
員
を
配
置
し
、
帰
国
者

二
世
等
に
対
し
職
業
指
導
や
職
業
相
談
等

を
行
っ
た
他
、
就
職
に
役
立
つ
知
識
や
情

報
等
を
ま
と
め
た
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
ブ

ッ
ク
」
（
日
本
語
・
中
国
語
併
記
）
を
改

訂
し
、
各
都
道
府
県
労
働
局
等
へ
配
布
し

ま
し
た
。

８
　
教
材
の
開
発
・
出
版
事
業

　
様
々
な
年
齢
層
や
学
習
レ
ベ
ル
の
帰
国

者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
中
国
・

樺
太
帰
国
者
向
け
に
様
々
な
日
本
語
教
材

等
を
開
発
販
売
し
て
い
ま
す
。
令
和
六
年

度
は
新
た
に
二
種
類
の
教
材
を
発
行
し
、

１
，
２
２
１
冊
の
教
材
を
販
売
し
ま
し
た
。

９
　
普
及
啓
発
及
び
広
報
事
業

　
中
国
帰
国
者
が
日
本
社
会
で
温
か
く
迎

え
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
中
国
残
留

邦
人
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
、
普
及
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
機
関
紙
「
援
護
基
金
」
87
号
を
発
行
し
た

他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
適
時
更
新
し
情
報
発

信
に
努
め
ま
し
た
。
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◆
前
言　

　
　

本
基
金
为
了
能
够
为
归
国
者
等
提

供
稳
定
的
护
理
服
务
︐
并
对
以
归
国
者

及
其
配
偶
为
支
援
对
象
的
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
︐
作
为
﹃
居
家
介
护
服
务
事
业
者
﹄

或
﹃
地
域
紧
密
结
合
型
服
务
事
业
者
﹄

已
经
开
启
运
营
业
务
的
法
人
︐
提
供
部

分
资
金
援
助
︵
介
护
团
体
支
援
金
︶︒

　
　本
期
︐
向
各
位
介
绍
的
是
︓
本
基

金
提
供
援
助
的
第
四
年
︐
高
知
市
的
一

家
日
间
服
务
事
业
所
﹃
生
协
山
桃
﹄︵
高

知
医
疗
生
活
协
同
组
合
︶︒
于
平
成
十
八

︵
２
０
０
６
︶
年
九
月
开
业
︐
援
护
基
金

从
令
和
四
︵
２
０
２
２
︶
年
开
始
提
供

援
助
︒
在
这
家
事
业
所
︐
居
家
介
护
事

业
副
部
长
兼
生
活
相
谈
员
︵
介
护
福
祉

士
︶—

田
副
大
辅
先
生
接
受
了
采
访
︒

♥
在
该
介
护
事
业
所
︐
归
国
者
以
外
的

人
有
很
多
啊　

　
　事
业
所
有
附
近
的
人
︐
也
有
本
地

区
的
归
国
者
︒

　
　十
年
前
︐人
们
对
痴
呆
症
存
在
偏
见
︐

为
此
我
曾
多
次
前
往
各
地
区
参
加
会
议
︐

反
复
进
行
说
明
︐
求
得
人
们
对
痴
呆
症

的
理
解
︒

　
　五
︑
六
年
前
︐
新
冠
病
毒
疫
情
未

发
生
之
前
︐
我
们
曾
邀
请
当
地
的
住
民

和
议
员
大
约
五
十
人
前
来
︐
向
他
们
介

绍
护
理
的
实
际
情
况
并
呼
吁
加
强
对
归

国
者
的
支
援
︒

♥
周
围
的
人
对
归
国
者
的
理
解
如
何

　
　

这
方
面
职
员
会
尽
量
加
以
留
意
︐

并
建
立
了
一
套
完
整
的
体
系
︐
而
介
护

制
度
开
始
实
施
不
过
二
十
年
左
右
︵
平

成
十
二 ︵
２
０
０
０)

年
颁
布
︽
介
护
保

险
法
︾︶︒
护
理
工
作
同
样
是
一
份
令
人

自
豪
的
工
作
︐
如
果
不
提
高
介
护
领
域

的
薪
酬
标
准
︐
就
会
陷
入
照
顾
高
龄
者

的
护
理
人
才
︐
越
来
越
短
缺
的
危
机
︒

介
护
设
施
的
消
减
︐
不
是
因
为
利
用
者

减
少
︐
而
是
护
理
人
才
的
不
足
︒

◆
结
束
语

　
　

这
一
天
︐
我
们
惊
喜
地
收
到
了
一

位
利
用
者
为
援
护
基
金
捐
赠
的
善
款
︒

　
　非
常
感
谢
在
那
里
度
过
了
热
闹
而

温
馨
的
一
天
︒
期
待
各
位
今
后
取
得
更

大
的
成
绩
︒

　
　目
前
利
用
者
有
三
十
五
名
︵
包
括

七
名
一
代
归
国
者
和
两
名
配
偶
︶︑
职
员

十
名
︐
每
天
有
六
名
出
勤
︒

做
家
务
︐
能
够
获
得
被
需
要
的
自
信
︒

全
国
各
地
的
同
行
业
的
人
员
也
前
来
参

观
︒Ｎ
Ｈ
Ｋ
电
视
台
将
在
八
月
下
旬
︐
播

放
题
为
﹃
维
护
归
国
者
尊
严
的
介
护
﹄

的
纪
录
片
︒

♥
下
午
︐大
家
一
齐
收
拾
晒
干
的
洗
涤
物
︑

整
理
餐
具
︒
你
们
所
做
的
护
理
︐
就
是

帮
助
步
入
夕
阳
红
阶
段
的
老
年
人
生

活
得
更
加
舒
适

　
　不
仅
仅
是
下
午
做
家
务
︒
每
天
上
午
︐

大
家
还
一
起
做
午
餐
︒
早
上
在
迎
送
车
里
︐

大
家
一
起
商
量
午
餐
想
吃
什
么
︐
然
后

在
沿
途
的
良
心
市
场
︵
农
产
品
直
销
店
︶

购
买
蔬
菜
︐
或
者
使
用
农
家
的
利
用
者

提
供
的
食
材
一
起
做
午
餐
︒

　
　高
知
县
人
喜
欢
吃
鲭
鱼
寿
司
︐
前

一
段
时
间
︐
大
家
说
也
想
吃
︐
我
们
就

做
了
用
炭
火
炙
烤
的
鲭
鱼
寿
司
︒
一
位

以
前
是
渔
夫
的
利
用
者
︐
买
了
一
条
鲣
鱼
︐

用
秸
秆
火
炙
烤
︐
做
﹃
炙
烤
鲣
鱼
刺
身
﹄

给
大
家
吃
︒

♥
高
知
医
疗
生
活
协
同
组
合
拥
有
医
疗

和
介
护
两
大
设
施
︒今
后
的
课
题
是

　
　我
们
同
时
提
供
医
疗
和
护
理
两
项

服
务
︒
我
认
为
今
后
护
理
方
面
的
需
求

将
不
断
增
加
︒
目
前
还
没
有
护
理
方
面

的
入
住
设
施
︒
这
里
是
利
用
者
最
后
停

靠
的
港
湾
︒
希
望
最
后
在
这
里
接
受
护

理
服
务
的
人
︐
这
期
间
︐
我
已
经
陪
护

过
好
几
位
︐
在
这
里
度
过
了
人
生
的
最

后
时
光
︒

　
　这
里
地
处
南
海
槽
地
震
海
啸
水
淹

地
区
︐
因
此
︐
今
年
九
月
︐
我
们
将
搬

迁
到
安
全
的
地
方
︒
下
一
个
地
方
有
老

龄
者
住
宅
︐
我
们
比
较
放
心
︒
利
用
者

对
发
生
灾
害
时
︐
还
有
些
担
心
︒

　
　此
外
︐
看
护
领
域
拥
有
悠
久
的
历
史
︐

当
归
国
者
之
间
用
中
文
交
谈
时
︐
我
们

会
有
意
识
地
向
周
围
的
人
介
绍
归
国
者

的
历
史
︐
以
便
让
他
们
更
好
地
了
解
归

国
者
︒

　
　如
果
从
一
开
始
就
谈
及
归
国
者
︐

我
认
为
是
不
合
适
的
︐
那
样
反
而
会
对

归
国
者
产
生
被
特
殊
对
待
的
感
觉
︒
归

国
者
以
外
的
人
也
是
经
历
过
战
争
的
世

代
︐
对
归
国
者
的
状
况
都
很
理
解
︒

　
　更
令
我
担
心
的
反
而
是
︓
如
果
单

独
面
向
归
国
者
提
供
日
间
服
务
或
专
用

空
间
︐
那
么
他
们
只
说
中
文
︐
反
而
会

忘
记
日
语
︐这
样
会
导
致
他
们
更
加
孤
立
︒

♥
今
天
︐
利
用
者
邀
请
我
共
进
午
餐
︐
我

与
大
家
边
吃
边
聊
︐
食
物
种
类
丰
富
︐

共
有 

十
一
盘

　
　在
这
里
为
了
让
利
用
者
不
但
能
吃

得
饱
︐
还
能
吃
得
好
︐
我
们
准
备
了
种

类
丰
富
的
伙
食
︐
食
品
浪
费
固
然
不
好
︐

但
是
︐有
的
人
在
家
里
一
个
人
没
有
食
欲
︐

我
们
希
望
来
这
里
跟
大
家
在
一
起
的
时

候
︐
能
尽
量
多
吃
一
点
︒

♥
墙
上
的
奖
状
是

　
　是﹃
コ
レ
ス
バ
大
赏
﹄(

超
赞
大
奖)

︐

在
高
知
县
社
会
福
祉
协
议
会
举
办
的
颁

奖
会
上
︐
我
们
以
最
佳
业
绩
︐
受
到
了

表
彰
︒
一
般
的
护
理
被
称
为
﹃
款
待
型
﹄︐

即
把
利
用
者
当
作
客
人
给
予
照
顾
︐
我

们
推
行
的
名
为
﹃
自
立
支
援
型
﹄
护
理
︐

即
让
利
用
者
在
力
所
能
及
的
范
围
内
︐

自
己
能
做
事
自
己
做
︐
我
们
的
护
理
方

式
被
认
为
是
一
项
新
尝
试
︐
受
到
高
度

的
好
评
︒
这
与
︽
介
护
保
险
法
︾
第
一

章
﹃
维
护
受
助
者
尊
严
︐
使
其
能
够
根

据
自
己
的
能
力
过
上
自
理
的
日
常
生
活
﹄

的
规
定
相
符
︒

　
　老
龄
者
在
这
里
通
过
跟
大
家
一
起

令
和
７
年
度

　晚
年
支
援
事
业
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寄　附　者　芳　名　録

（敬称は省略させていただきます）

［企業・団体の部］

株式会社カタログハウス

(単位：円）

 50,000

佐倉平和のつどい　岩崎　茂 株式会社ツジセル 代表取締役 辻　一朗 10,000

株式会社アイメック 100,000

10,000

［個人の部］

※個人情報保護の観点から個人寄付者名の公開は控えさせていただきます。
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16



17

澤  野  由美子

庄　野  章　直

5,000

20,000

（佐賀県）

16

松　山　鷹　一 2,000

（広島県）

友　末　克　彦

西　田　典　数

3,000

5,000

（岡山県）

匿　　　　　名 10,000

（島根県）

オカダ　ケイコ 1,000

（その他）

生　田　幸　夫 6,000

（大分県）

大　草　忠　雄 20,000

（宮崎県）

大　原　節　子

小  林  立  夫

30,000

30,000

（山口県）

陶　山　哲　夫

福　永　富　江

藤　瀬　敦　子

前　田　　　隆

10,000

5,000

10,000

5,000

（福岡県）

黒　田　睦　子 5,000

（奈良県）
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◆
前
言　

　
　

本
基
金
实
施
的
﹁
介
护
相
关
资
格

取
得
援
助
事
业
﹂︐
是
以
中
国
和
库
页
岛

的
归
国
者
第
二
代
︑
第
三
代
︑
第
四
代

及
其
配
偶
为
对
象
︐
为
了
他
们
能
够
在

日
本
自
立
︐
参
加
介
护
相
关
资
格
取
得

讲
座
的
讲
习
费
的
一
部
分
︵
国
家
考
试

费
用
全
额
︶给
予
援
助
︒从
平
成
十
五︵
２

０
０
３
︶
年
度
至
令
和
六
︵
２
０
２
４
︶

年
度
共
二
十
二
年
期
间
︐
已
累
计
为
一

千
一
百
二
十
七
人
提
供
了
援
助
︒
令
和

六
︵
２
０
２
４
︶
年
度
援
助
了
四
十
八
人
︒

　
　此
项
事
业
旨
在
培
养
能
够
用
汉
语
︑

俄
语
提
供
护
理
服
务
的
人
才
︐
改
善
老

龄
归
国
者
因
语
言
问
题
︐
无
法
充
分
利

用
护
理
服
务
的
现
状
︒

　
　因
而
︐
对
于
接
收
归
国
者
及
其
配

偶
等
的
介
护
事
业
所
来
说
︐
针
对
今
后

不
断
增
加
的
归
国
者
的
特
殊
状
况
︐
对

能
够
理
解
并
能
感
同
身
受
的
护
理
人
员
︐

寄
予
很
高
的
期
望
︒

　
　本
期
介
绍
的
是
︓
得
到
基
金
的
援

助
在
令
和
六
︵
２
０
２
４
︶
年
度
︐
完

成
了
实
务
者
研
修
课
程
︐
顺
利
地
通
过

了
介
护
福
祉
士
的
国
家
资
格
考
试
和
介

护
支
援
专
门
员
实
务
研
修
讲
习
考
试
︐

现
居
大
阪
府
富
田
林
市
︐
中
国
归
国
者

的
第
三
代---

真
尾
凉
子
女
士
励
志
的
事

例
︒

♥
取
得
护
理
资
格
的
动
机　

　
　我
的
家
人
开
办
了
日
间
服
务
设
施
︐

需
要
生
活
相
谈
员
︐
由
于
母
亲
的
建
议
︐

以
期
在
规
定
的
范
围
内
︐
如
何
才
能
合

理
地
提
供
必
要
的
护
理
︐
而
避
免
过
度

地
护
理
︒

◆
结
束
语

　
　

真
尾
女
士
的
家
人
︐
在
取
得
护
理

资
格
时
︐
也
得
到
过
援
护
基
金
提
供
的

援
助
︒

　
　日
间
服
务
的
名
称“

百
合
之
家„

是

以
社
长
即
真
尾
女
士
母
亲
的
名
字
命
名

的
︒
现
在
她
的
祖
父
及
祖
母
也
正
在
此

设
施
接
受
日
间
服
务
︒

址
咨
询
事
宜
方
面
︐
奥
野
夫
妇
非
常
了

解
法
律
︐
陪
同
并
在
申
办
手
续
时
不
遗

余
力
地
为
我
们
提
供
帮
助
︒
我
在
工
作

的
第
四
年
的
令
和
二
︵
２
０
２
０
︶
年

离
职
︐
后
期
︐
与
丈
夫
和
姨
妈
一
起
为

办
理
开
设
手
续
而
多
方
奔
走
︒

　
　访
问
介
护
的
申
办
手
续
是
委
托
行

政
书
士
代
办
的
︐
申
办
日
间
服
务
时
︐

因
为
对
日
间
服
务
已
经
有
所
了
解
︐
投

入
的
资
金
也
不
多
︐
是
我
们
自
己
申
办
的
︒

行
政
人
员
也
热
情
友
好
地
接
待
了
我
们
︒

　
　对
于
日
间
服
务
必
不
可
少
的
全
职

护
士
︐
由
我
来
担
任
对
事
业
很
有
帮
助
︒

目
前
共
有
十
五
名
左
右
的
员
工
︒

♥
介
护
支
援
专
门
员
实
务
研
修
讲
习
考

试
合
格

　
　令
和
三
︵
２
０
２
１
︶
年
︐
我
二

十
八
岁
结
婚
︐
那
时
日
间
服
务
刚
起
步
︐

本
打
算
在
孩
子
出
生
前
完
成
考
试
和
培

训
︐
但
工
作
比
预
想
的
要
忙
︐
每
天
忙

于
日
间
服
务
和
访
问
介
护
︐
没
有
时
间

学
习
︒
令
和
五
︵
２
０
２
３
︶
年
︐
工

作
逐
渐
适
应
的
第
二
年
︐
我
三
十
岁
有

了
孩
子
︐
孩
子
出
生
后
︐
终
于
能
抽
出

时
间
学
习
了
︒

　
　考
试
方
面
︐
后
半
部
分
的
医
学
领

域
比
较
擅
长
︐
但
是
前
半
部
分
的
介
护

保
险
制
度
方
面
的
法
律
问
题
比
较
难
︐

由
于
理
解
不
足
第
一
次
考
试
失
败
︒
第

二
次
也
差
两
分
不
及
格
︒
第
三
次
挑
战
︐

我
改
换
了
评
价
不
错
的
教
科
书
︐
也
许

是
已
经
适
应
的
缘
故
︐
理
解
能
力
也
得

到
提
高
︐
考
试
合
格
︒
从
现
在
开
始
经

过
培
训
︐
正
式
成
为
介
护
支
援
专
门
员
︒

　
　参
加
考
试
的
老
年
人
之
多
出
乎
我

的
意
料
︒
这
是
一
份
可
以
长
久
从
事
的

工
作
︐
我
立
志
成
为
介
护
支
援
专
门
员
︐

我
考
取
护
理
资
格
并
开
始
从
事
护
理
工

作
︒　

　能
有
今
天
应
该
归
功
于
我
父
母
在

护
理
设
施
工
作
时
︐
认
识
的
日
语
学
习

支
援
志
愿
者
奥
野
夫
妇
︒

　
　我
父
母
在
中
国
曾
是
高
中
教
师
︐

当
祖
母
回
日
本
时
︐
出
于
对
我
的
将
来

考
虑
︐
父
母
带
着
八
岁
的
我
一
起
回
到

了
日
本
︒

　
　奥
野
夫
妇
看
到
曾
受
过
高
等
教
育

的
父
母
︐
在
日
本
生
活
之
不
易
︐
设
身

处
地
为
我
父
母
着
想
︐
建
议
开
办
一
家

私
营
性
质
的
介
护
事
业
所
︒

　
　令
和
元
︵
２
０
１
９
︶
年
︐
我
在

国
立
大
学
医
院
担
任
护
士
的
第
三
年
︐

母
亲
向
我
提
出
了
设
立
访
问
介
护
事
业

所
的
想
法
︒

　
　当
时
︐
我
对
父
母
贸
然
涉
足
未
知

领
域
感
到
惊
讶
和
不
解
︐
但
是
由
于
奥

野
夫
妇
的
鼓
励
和
帮
助
︐
父
母
对
开
设

事
业
所
的
建
议
积
极
响
应
︒

　
　在
筹
划
期
间
︐
奥
野
夫
人
患
上
了

痴
呆
症
︐
需
要
护
理
︒

　
　为
了
报
答
奥
野
夫
妇
的
恩
情
︐
父

母
开
办
了
访
问
介
护
事
业
所
︒
如
果
没

有
这
个
缘
份
︐
就
不
会
有
事
业
所
︐
就

不
能
以
工
作
的
形
式
来
回
报
恩
人
︒

　
　我
们
也
开
始
承
接
来
自
我
父
母
以

前
工
作
过
的
事
业
所
的
工
作
请
求
︒

♥
其
他
从
事
护
理
工
作
的
家
人

　
　

从
事
护
理
工
作
的
家
人
有
我
父
母
︑

还
有
母
亲
的
两
个
妹
妹
及
我
们
夫
妻
︒

　
　通
过
访
问
介
护
我
们
赢
得
了
利
用

者
的
信
任
︐
也
听
到
了
对
日
间
服
务
的

需
求
︐
在
奥
野
夫
妇
的
鼓
励
和
帮
助
下
︐

我
们
开
始
着
手
筹
划
日
间
服
务
︒

　
　在
办
理
行
政
手
续
︑
事
务
所
的
选

通
过
努
力
取
得
介
护
相
关
资
格

介
护
支
援
专
门
员
实
务
研
修
讲
习
考
试
合
格

　
　
　
真
尾
凉
子
女
士
︵
三
代
︶
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◆
は
じ
め
に
　

　
当
基
金
で
は
、
「
介
護
関
連
資
格
取
得

援
助
事
業
」
に
お
い
て
、
中
国
・
樺
太

帰
国
者
二
世
・
三
世
・
四
世
並
び
に
そ

の
配
偶
者
が
日
本
で
自
立
す
る
た
め
に
、

介
護
関
連
資
格
取
得
講
座
の
受
講
料
の

一
部
（
国
家
試
験
受
験
料
の
全
額
）
を

援
助
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
か

ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
二
十
二
年
間
で

累
計
千
百
二
十
七
名
に
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
令
和
六
年
度
も
四
十
八
名

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
中
国
語
・
ロ
シ
ア

語
で
介
護
を
行
え
る
人
材
を
育
成
し
、

高
齢
と
な
っ
た
帰
国
者
が
言
葉
の
問
題

で
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

な
い
現
状
を
改
善
す
る
こ
と
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
帰
国
者
及
び
そ
の
配
偶
者

等
を
受
け
入
れ
る
介
護
事
業
所
か
ら
は
、

今
後
も
増
加
す
る
帰
国
者
の
特
殊
な
状

況
を
理
解
し
、
そ
の
気
持
ち
に
よ
り
添

え
る
介
護
従
事
者
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
当
基
金
の
支
援
を
受
け
、
令

和
六
年
に
実
務
者
研
修
講
座
を
終
え
、

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
と
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
に
見
事
合

格
さ
れ
た
大
阪
府
富
田
林
市
在
住
の
三

世
、
真
尾
涼
子
さ
ん
の
奮
闘
記
を
紹
介

し
ま
す
。

慣
れ
て
き
た
２
年
目
の
令
和
五
年
、
三

十
歳
で
子
供
が
で
き
、
出
産
後
よ
う
や

く
少
し
勉
強
に
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

　
試
験
は
、
後
半
の
医
療
分
野
は
得
意

で
す
が
、
前
半
の
介
護
保
険
制
度
は
法

律
が
難
し
く
１
回
目
は
歯
が
立
た
ず
、

２
回
目
は
２
点
足
り
ず
、
３
回
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
定
評
の
あ
る
教
科
書
に
変
え

て
み
る
と
慣
れ
て
き
た
せ
い
か
理
解
度

も
上
が
り
、
合
格
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
研
修
を
経
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
な
り
ま
す
。

　
試
験
で
は
意
外
と
高
齢
の
方
が
多
く
、

長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
な
の

で
、
介
護
の
や
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ど
う
し
た
ら
必
要
な
介
護
を
う
ま
く
決

め
ら
れ
た
範
囲
内
で
提
供
で
き
る
か
を

考
え
る
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

目
指
し
ま
し
た
。

◆
お
わ
り
に

　
真
尾
さ
ん
の
ご
家
族
も
資
格
取
得
で

は
当
基
金
の
助
成
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
百
合
の
家
」
の
名

称
は
社
長
で
あ
る
お
母
様
の
名
前
か
ら

だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
祖
父
母
の
お
二

人
も
通
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

♥
他
に
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
ご
家

族
は

　
家
族
で
介
護
職
に
就
い
た
の
は
両
親

と
母
の
妹
の
叔
母
二
人
、
私
た
ち
夫
婦

で
す
。

　
訪
問
介
護
で
利
用
者
さ
ん
の
信
頼
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
も
寄
せ
ら
れ
、
奥
野
夫

妻
の
後
押
し
が
あ
り
、
今
度
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
設
立
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　
行
政
手
続
き
や
、
事
務
所
の
立
地
の

相
談
で
は
、
奥
野
夫
妻
が
法
律
に
明
る
く
、

立
ち
会
っ
て
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
も
令
和
二
年
、

４
年
目
で
退
職
し
、
後
半
は
夫
と
叔
母

と
と
も
に
設
立
手
続
き
に
奔
走
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
訪
問
介
護
設
立
で
は
行
政
書
士
に
委

託
し
ま
し
た
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

様
子
も
わ
か
っ
て
き
て
、
資
金
も
そ
れ

ほ
ど
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
自
力
で

や
り
ま
し
た
。
行
政
の
担
当
者
も
親
身

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
欠
か
せ
な
い

常
勤
看
護
師
で
あ
る
こ
と
も
事
業
に
は

幸
い
で
し
た
。
今
総
ス
タ
ッ
フ
十
五
名

前
後
で
す
。

♥「
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
」
に
合
格
し
ま
し
た
ね

　
令
和
三
年
、
二
八
歳
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
た
当
時
は
結
婚
し
、
子
供

が
で
き
る
前
に
試
験
と
研
修
を
終
え
る

つ
も
り
が
、
思
っ
た
よ
り
も
忙
し
く
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
に
追
わ
れ
、
勉

強
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

♥
介
護
資
格
を
取
得
し
た
き
っ
か
け
は

　
私
の
家
族
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
業
で
、

生
活
相
談
員
が
必
要
に
な
り
、
母
の
勧

め
で
介
護
資
格
を
取
得
し
て
、
介
護
の

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
至
る
に
は
両
親
が
介
護
施
設

で
働
い
て
い
る
と
き
に
出
会
っ
た
日
本

語
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奥
野
夫
妻
の
存

在
が
あ
り
ま
す
。

　
両
親
は
中
国
で
は
高
校
教
師
で
し
た

が
、
祖
母
の
日
本
帰
国
で
八
歳
の
私
の

将
来
を
考
え
一
緒
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
奥
野
夫
妻
は
高
学
歴
の
両
親
が
日
本

で
苦
労
し
て
い
る
の
を
親
身
に
な
っ
て

心
配
し
、
自
営
業
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、

介
護
事
業
所
の
設
立
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
、
私
が
国
立
大
学
付
属
病

院
で
看
護
師
３
年
目
の
年
、
母
か
ら
訪

問
介
護
事
業
所
設
立
を
相
談
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
時
は
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
む
両

親
に
驚
き
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
両
親
は

奥
野
夫
妻
の
後
押
し
も
あ
り
、
設
立
に

前
向
き
で
し
た
。

　
そ
の
さ
な
か
奥
野
夫
妻
の
奥
さ
ん
の

認
知
症
が
進
み
、
介
護
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

　
お
二
人
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
も
あ

り
、
両
親
は
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
ご
縁
が
な
け
れ
ば
事
業
所
も
な
く
、

仕
事
を
し
な
が
ら
恩
人
を
手
助
け
す
る

こ
と
も
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
両
親
が
勤
務
し
て
い
た
事
業
所
か
ら

も
、
仕
事
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

介
護
関
連
資
格
取
得
奮
闘
記

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格

　
　
　
真
尾
涼
子
さ
ん（
三
世
）
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◆
前
言　

　
　

本
基
金
实
施
的
﹁
介
护
相
关
资
格

取
得
援
助
事
业
﹂︐
是
以
中
国
和
库
页
岛

的
归
国
者
第
二
代
︑
第
三
代
︑
第
四
代

及
其
配
偶
为
对
象
︐
为
了
他
们
能
够
在

日
本
自
立
︐
参
加
介
护
相
关
资
格
取
得

讲
座
的
讲
习
费
的
一
部
分
︵
国
家
考
试

费
用
全
额
︶给
予
援
助
︒从
平
成
十
五︵
２

０
０
３
︶
年
度
至
令
和
六
︵
２
０
２
４
︶

年
度
共
二
十
二
年
期
间
︐
已
累
计
为
一

千
一
百
二
十
七
人
提
供
了
援
助
︒
令
和

六
︵
２
０
２
４
︶
年
度
援
助
了
四
十
八
人
︒

　
　此
项
事
业
旨
在
培
养
能
够
用
汉
语
︑

俄
语
提
供
护
理
服
务
的
人
才
︐
改
善
老

龄
归
国
者
因
语
言
问
题
︐
无
法
充
分
利

用
护
理
服
务
的
现
状
︒

　
　因
而
︐
对
于
接
收
归
国
者
及
其
配

偶
等
的
介
护
事
业
所
来
说
︐
针
对
今
后

不
断
增
加
的
归
国
者
的
特
殊
状
况
︐
对

能
够
理
解
并
能
感
同
身
受
的
护
理
人
员
︐

寄
予
很
高
的
期
望
︒

　
　本
期
介
绍
的
是
︓
得
到
基
金
的
援

助
在
令
和
六
︵
２
０
２
４
︶
年
度
︐
完

成
了
实
务
者
研
修
课
程
︐
顺
利
地
通
过

了
介
护
福
祉
士
的
国
家
资
格
考
试
和
介

护
支
援
专
门
员
实
务
研
修
讲
习
考
试
︐

现
居
大
阪
府
富
田
林
市
︐
中
国
归
国
者

的
第
三
代---

真
尾
凉
子
女
士
励
志
的
事

例
︒

♥
取
得
护
理
资
格
的
动
机　

　
　我
的
家
人
开
办
了
日
间
服
务
设
施
︐

需
要
生
活
相
谈
员
︐
由
于
母
亲
的
建
议
︐

以
期
在
规
定
的
范
围
内
︐
如
何
才
能
合

理
地
提
供
必
要
的
护
理
︐
而
避
免
过
度

地
护
理
︒

◆
结
束
语

　
　

真
尾
女
士
的
家
人
︐
在
取
得
护
理

资
格
时
︐
也
得
到
过
援
护
基
金
提
供
的

援
助
︒

　
　日
间
服
务
的
名
称“

百
合
之
家„

是

以
社
长
即
真
尾
女
士
母
亲
的
名
字
命
名

的
︒
现
在
她
的
祖
父
及
祖
母
也
正
在
此

设
施
接
受
日
间
服
务
︒

址
咨
询
事
宜
方
面
︐
奥
野
夫
妇
非
常
了

解
法
律
︐
陪
同
并
在
申
办
手
续
时
不
遗

余
力
地
为
我
们
提
供
帮
助
︒
我
在
工
作

的
第
四
年
的
令
和
二
︵
２
０
２
０
︶
年

离
职
︐
后
期
︐
与
丈
夫
和
姨
妈
一
起
为

办
理
开
设
手
续
而
多
方
奔
走
︒

　
　访
问
介
护
的
申
办
手
续
是
委
托
行

政
书
士
代
办
的
︐
申
办
日
间
服
务
时
︐

因
为
对
日
间
服
务
已
经
有
所
了
解
︐
投

入
的
资
金
也
不
多
︐
是
我
们
自
己
申
办
的
︒

行
政
人
员
也
热
情
友
好
地
接
待
了
我
们
︒

　
　对
于
日
间
服
务
必
不
可
少
的
全
职

护
士
︐
由
我
来
担
任
对
事
业
很
有
帮
助
︒

目
前
共
有
十
五
名
左
右
的
员
工
︒

♥
介
护
支
援
专
门
员
实
务
研
修
讲
习
考

试
合
格

　
　令
和
三
︵
２
０
２
１
︶
年
︐
我
二

十
八
岁
结
婚
︐
那
时
日
间
服
务
刚
起
步
︐

本
打
算
在
孩
子
出
生
前
完
成
考
试
和
培

训
︐
但
工
作
比
预
想
的
要
忙
︐
每
天
忙

于
日
间
服
务
和
访
问
介
护
︐
没
有
时
间

学
习
︒
令
和
五
︵
２
０
２
３
︶
年
︐
工

作
逐
渐
适
应
的
第
二
年
︐
我
三
十
岁
有

了
孩
子
︐
孩
子
出
生
后
︐
终
于
能
抽
出

时
间
学
习
了
︒

　
　考
试
方
面
︐
后
半
部
分
的
医
学
领

域
比
较
擅
长
︐
但
是
前
半
部
分
的
介
护

保
险
制
度
方
面
的
法
律
问
题
比
较
难
︐

由
于
理
解
不
足
第
一
次
考
试
失
败
︒
第

二
次
也
差
两
分
不
及
格
︒
第
三
次
挑
战
︐

我
改
换
了
评
价
不
错
的
教
科
书
︐
也
许

是
已
经
适
应
的
缘
故
︐
理
解
能
力
也
得

到
提
高
︐
考
试
合
格
︒
从
现
在
开
始
经

过
培
训
︐
正
式
成
为
介
护
支
援
专
门
员
︒

　
　参
加
考
试
的
老
年
人
之
多
出
乎
我

的
意
料
︒
这
是
一
份
可
以
长
久
从
事
的

工
作
︐
我
立
志
成
为
介
护
支
援
专
门
员
︐

我
考
取
护
理
资
格
并
开
始
从
事
护
理
工

作
︒　

　能
有
今
天
应
该
归
功
于
我
父
母
在

护
理
设
施
工
作
时
︐
认
识
的
日
语
学
习

支
援
志
愿
者
奥
野
夫
妇
︒

　
　我
父
母
在
中
国
曾
是
高
中
教
师
︐

当
祖
母
回
日
本
时
︐
出
于
对
我
的
将
来

考
虑
︐
父
母
带
着
八
岁
的
我
一
起
回
到

了
日
本
︒

　
　奥
野
夫
妇
看
到
曾
受
过
高
等
教
育

的
父
母
︐
在
日
本
生
活
之
不
易
︐
设
身

处
地
为
我
父
母
着
想
︐
建
议
开
办
一
家

私
营
性
质
的
介
护
事
业
所
︒

　
　令
和
元
︵
２
０
１
９
︶
年
︐
我
在

国
立
大
学
医
院
担
任
护
士
的
第
三
年
︐

母
亲
向
我
提
出
了
设
立
访
问
介
护
事
业

所
的
想
法
︒

　
　当
时
︐
我
对
父
母
贸
然
涉
足
未
知

领
域
感
到
惊
讶
和
不
解
︐
但
是
由
于
奥

野
夫
妇
的
鼓
励
和
帮
助
︐
父
母
对
开
设

事
业
所
的
建
议
积
极
响
应
︒

　
　在
筹
划
期
间
︐
奥
野
夫
人
患
上
了

痴
呆
症
︐
需
要
护
理
︒

　
　为
了
报
答
奥
野
夫
妇
的
恩
情
︐
父

母
开
办
了
访
问
介
护
事
业
所
︒
如
果
没

有
这
个
缘
份
︐
就
不
会
有
事
业
所
︐
就

不
能
以
工
作
的
形
式
来
回
报
恩
人
︒

　
　我
们
也
开
始
承
接
来
自
我
父
母
以

前
工
作
过
的
事
业
所
的
工
作
请
求
︒

♥
其
他
从
事
护
理
工
作
的
家
人

　
　

从
事
护
理
工
作
的
家
人
有
我
父
母
︑

还
有
母
亲
的
两
个
妹
妹
及
我
们
夫
妻
︒

　
　通
过
访
问
介
护
我
们
赢
得
了
利
用

者
的
信
任
︐
也
听
到
了
对
日
间
服
务
的

需
求
︐
在
奥
野
夫
妇
的
鼓
励
和
帮
助
下
︐

我
们
开
始
着
手
筹
划
日
间
服
务
︒

　
　在
办
理
行
政
手
续
︑
事
务
所
的
选

通
过
努
力
取
得
介
护
相
关
资
格

介
护
支
援
专
门
员
实
务
研
修
讲
习
考
试
合
格

　
　
　
真
尾
凉
子
女
士
︵
三
代
︶
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◆
は
じ
め
に
　

　
当
基
金
で
は
、
「
介
護
関
連
資
格
取
得

援
助
事
業
」
に
お
い
て
、
中
国
・
樺
太

帰
国
者
二
世
・
三
世
・
四
世
並
び
に
そ

の
配
偶
者
が
日
本
で
自
立
す
る
た
め
に
、

介
護
関
連
資
格
取
得
講
座
の
受
講
料
の

一
部
（
国
家
試
験
受
験
料
の
全
額
）
を

援
助
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
か

ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
二
十
二
年
間
で

累
計
千
百
二
十
七
名
に
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
令
和
六
年
度
も
四
十
八
名

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
中
国
語
・
ロ
シ
ア

語
で
介
護
を
行
え
る
人
材
を
育
成
し
、

高
齢
と
な
っ
た
帰
国
者
が
言
葉
の
問
題

で
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

な
い
現
状
を
改
善
す
る
こ
と
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
帰
国
者
及
び
そ
の
配
偶
者

等
を
受
け
入
れ
る
介
護
事
業
所
か
ら
は
、

今
後
も
増
加
す
る
帰
国
者
の
特
殊
な
状

況
を
理
解
し
、
そ
の
気
持
ち
に
よ
り
添

え
る
介
護
従
事
者
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
当
基
金
の
支
援
を
受
け
、
令

和
六
年
に
実
務
者
研
修
講
座
を
終
え
、

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
と
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
に
見
事
合

格
さ
れ
た
大
阪
府
富
田
林
市
在
住
の
三

世
、
真
尾
涼
子
さ
ん
の
奮
闘
記
を
紹
介

し
ま
す
。

慣
れ
て
き
た
２
年
目
の
令
和
五
年
、
三

十
歳
で
子
供
が
で
き
、
出
産
後
よ
う
や

く
少
し
勉
強
に
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

　
試
験
は
、
後
半
の
医
療
分
野
は
得
意

で
す
が
、
前
半
の
介
護
保
険
制
度
は
法

律
が
難
し
く
１
回
目
は
歯
が
立
た
ず
、

２
回
目
は
２
点
足
り
ず
、
３
回
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
定
評
の
あ
る
教
科
書
に
変
え

て
み
る
と
慣
れ
て
き
た
せ
い
か
理
解
度

も
上
が
り
、
合
格
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
研
修
を
経
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
な
り
ま
す
。

　
試
験
で
は
意
外
と
高
齢
の
方
が
多
く
、

長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
な
の

で
、
介
護
の
や
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ど
う
し
た
ら
必
要
な
介
護
を
う
ま
く
決

め
ら
れ
た
範
囲
内
で
提
供
で
き
る
か
を

考
え
る
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

目
指
し
ま
し
た
。

◆
お
わ
り
に

　
真
尾
さ
ん
の
ご
家
族
も
資
格
取
得
で

は
当
基
金
の
助
成
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
百
合
の
家
」
の
名

称
は
社
長
で
あ
る
お
母
様
の
名
前
か
ら

だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
祖
父
母
の
お
二

人
も
通
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

♥
他
に
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
ご
家

族
は

　
家
族
で
介
護
職
に
就
い
た
の
は
両
親

と
母
の
妹
の
叔
母
二
人
、
私
た
ち
夫
婦

で
す
。

　
訪
問
介
護
で
利
用
者
さ
ん
の
信
頼
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
も
寄
せ
ら
れ
、
奥
野
夫

妻
の
後
押
し
が
あ
り
、
今
度
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
設
立
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　
行
政
手
続
き
や
、
事
務
所
の
立
地
の

相
談
で
は
、
奥
野
夫
妻
が
法
律
に
明
る
く
、

立
ち
会
っ
て
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
も
令
和
二
年
、

４
年
目
で
退
職
し
、
後
半
は
夫
と
叔
母

と
と
も
に
設
立
手
続
き
に
奔
走
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
訪
問
介
護
設
立
で
は
行
政
書
士
に
委

託
し
ま
し
た
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

様
子
も
わ
か
っ
て
き
て
、
資
金
も
そ
れ

ほ
ど
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
自
力
で

や
り
ま
し
た
。
行
政
の
担
当
者
も
親
身

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
欠
か
せ
な
い

常
勤
看
護
師
で
あ
る
こ
と
も
事
業
に
は

幸
い
で
し
た
。
今
総
ス
タ
ッ
フ
十
五
名

前
後
で
す
。

♥「
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
」
に
合
格
し
ま
し
た
ね

　
令
和
三
年
、
二
八
歳
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
た
当
時
は
結
婚
し
、
子
供

が
で
き
る
前
に
試
験
と
研
修
を
終
え
る

つ
も
り
が
、
思
っ
た
よ
り
も
忙
し
く
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
に
追
わ
れ
、
勉

強
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

♥
介
護
資
格
を
取
得
し
た
き
っ
か
け
は

　
私
の
家
族
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
業
で
、

生
活
相
談
員
が
必
要
に
な
り
、
母
の
勧

め
で
介
護
資
格
を
取
得
し
て
、
介
護
の

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
至
る
に
は
両
親
が
介
護
施
設

で
働
い
て
い
る
と
き
に
出
会
っ
た
日
本

語
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奥
野
夫
妻
の
存

在
が
あ
り
ま
す
。

　
両
親
は
中
国
で
は
高
校
教
師
で
し
た

が
、
祖
母
の
日
本
帰
国
で
八
歳
の
私
の

将
来
を
考
え
一
緒
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
奥
野
夫
妻
は
高
学
歴
の
両
親
が
日
本

で
苦
労
し
て
い
る
の
を
親
身
に
な
っ
て

心
配
し
、
自
営
業
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、

介
護
事
業
所
の
設
立
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
、
私
が
国
立
大
学
付
属
病

院
で
看
護
師
３
年
目
の
年
、
母
か
ら
訪

問
介
護
事
業
所
設
立
を
相
談
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
時
は
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
む
両

親
に
驚
き
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
両
親
は

奥
野
夫
妻
の
後
押
し
も
あ
り
、
設
立
に

前
向
き
で
し
た
。

　
そ
の
さ
な
か
奥
野
夫
妻
の
奥
さ
ん
の

認
知
症
が
進
み
、
介
護
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

　
お
二
人
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
も
あ

り
、
両
親
は
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
ご
縁
が
な
け
れ
ば
事
業
所
も
な
く
、

仕
事
を
し
な
が
ら
恩
人
を
手
助
け
す
る

こ
と
も
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
両
親
が
勤
務
し
て
い
た
事
業
所
か
ら

も
、
仕
事
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

介
護
関
連
資
格
取
得
奮
闘
記

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格

　
　
　
真
尾
涼
子
さ
ん（
三
世
）
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ことばと表現 III (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

ことばと表現 IV (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (1) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (2) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (3) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (4) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (5) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (6) ( ロシア語 )

始めてみよう・話してみよう I (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

始めてみよう・話してみよう II (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

始めてみよう・話してみよう III (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

始めてみよう・話してみよう IV (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

新・日本の生活とことばー1 消費生活 (上 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー1 消費生活 (下 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー2 医療 (上 ) (CD1枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー2 医療 (下 ) (CD1枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー3 交通 (上 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー3 交通 (下 ) (CD3枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー4 学校 (上 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー4 学校 (下 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

ロシア語を母語とする人のための医療用語・表現集 (ロシア語)

ロシア語を母語とする人のための介護用語・表現集 (ロシア語)

新・日本の生活とことばー5 介護(CD2枚付)(ロシア語)

身のまわりの漢字 ( ロシア語 )

交流 ( 合本 ) ( ロシア語 )

ひらがな練習帳 1 ( ロシア語 )

ひらがな練習帳 1 ワークブック (ロシア語 )

カタカナ練習帳 1 ( ロシア語 )

カタカナ練習帳 1 ワークブック ( ロシア語 )

ひらがな練習帳 3 ( ロシア語 )

カタカナ練習帳 3 ( ロシア語 )

文字の練習 /聞書ひらがな ( ロシア語 )

文字の練習 /聞書カタカナ ( ロシア語 )

すいすい引いてみよう ( ロシア語 )

あたらしい ぶんけいさんすう ( ロシア語 )

1,430

1,430

2,200

2,200

2,200

2,200

2,200

2,200

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

2,640

2,640

1,870

880

1,100

550

770

550

770

550

550

880

880

1,320

1,650

ひらがな練習帳 1・読んでみよう (大文字版 )

片仮名練習帳 1・読んでみよう (大文字版 ) 

ひらがな練習帳 1 ワークブック

カタカナ練習帳 1 ワークブック

文字の練習 /聞き書き ひらがな

面接のやりとり (CD1 枚付 )

かけ足数学 上

 かけ足数学 下

文型数学

すいすい引いてみよう

あたらしい ぶんけいさんすう

中国の漢字と日本の漢字

交流 (合本 )

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング1(CD2枚付 )

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング2(CD2枚付 ) 

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング3(CD2枚付 ) 

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング4(CD2枚付 ) 

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング5(CD2枚付 )

中国帰国者のためのパソコン基礎講座 パソコンに親しもう

中国帰国者のための続・パソコン基礎講座 ワードに慣れよう

中国帰国者のための趣味のパソコン講座 パソコンを楽しもう!

挑戦 !日本語能力試験N2-中国帰国者のためのN2対策-上 (CD1枚 )

挑戦 !日本語能力試験N2-中国帰国者のためのN2対策-下 (CD2枚 )   

新・のんびり学ぼう (CD2 枚付 )

通じる日本語の発音 (CD2 枚付 )

通じる日本語の文法 (CD2 枚付 )

求職会話 I (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

求職会話 II (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

話してみよう近所の人と ①(CD1 枚付 )( ロシア語 )

話してみよう近所の人と ② (CD1 枚付 )( ロシア語 )

ことばと表現 I (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

ことばと表現 II (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

550

550

770

770

880

1,100

1,870

1,870

2,200

1,320

1,650

1,540

1,100

880

880

880

880

880

1,760

1,760

1,760

2,200

3,300

2,750

1,320

1,760

1,100

1,100

1,430

1,430

1,430

1,430

書　　　　名書　　　　名 定価(税込)
円

注文
番号

注文
番号

定価(税込)
円

1,760

1,760

69

70

中国帰国者のためのパソコン専科 新Excel・電子メール入門編
 Windows 7&8・Excel2010対応版

中国帰国者のためのパソコン入門講座 パソコンに触ってみよう
Windows 7 / Word2010(2007)対応版
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中
国
残
留
邦
人
等
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

日
本
語
教
材
等
の
開
発
及
び
出
版
事
業

　
帰
国
者
等
の
様
々
な
年
齢
層
や
学
習
レ

ベ
ル
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
中
国
・

樺
太
帰
国
者
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
に
「
日

本
語
・
日
本
事
情
教
育
」
を
内
容
と
し
た

各
種
テ
キ
ス
ト
や
練
習
帳
な
ど
を
開
発
し
、

語
学
や
時
事
、
生
活
習
慣
な
ど
の
習
得
に

役
立
て
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
中
で
も
医
療
・
介
護
の
用
語
・
表
現
集
は
、

生
活
の
場
で
す
ぐ
に
お
役
立
て
い
た
だ
け

る
教
材
と
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
今
号
で
は
医
療
用
語
・
表
現
集
（
中
国

語
と
ロ
シ
ア
語
）
の
ご
案
内
を
22
頁
で
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
中
国
語
版

は
８
月
に
第
６
版
の
刊
行
と
な
り
、
内
容

の
一
部
追
加
と
と
も
に
長
ら
く
据
え
置
き

に
し
て
い
た
価
格
の
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
ま
た
、
各
世
代
に
帰
国
者
を
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
絵
本
や
写
真
集
な
ど
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
出
版
物
の
紹
介
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
n
g
o
k
i
k
i
n
.
o
r
.
j
p
/

令
和
７
年
度
教
材
開
発
・

出
版
事
業
の
案
内

始めてみよう・話してみようIII (CD2枚付)・解答別冊 

始めてみよう・話してみようIV (CD2枚付)・解答別冊

のんびり学ぼう II・(音読編付・CD1枚付 ) (No76合冊版有り)

新・日本の生活とことばー1 新版消費生活 (上 ) (CD2枚付 ) 

新・日本の生活とことばー1 新版消費生活 (下 ) (CD2枚付 ) 

新・日本の生活とことばー 2 医療 ( 上 ) (CD1 枚付 )

新・日本の生活とことばー 2 医療 ( 下 ) (CD1 枚付 )

新・日本の生活とことばー 3 交通 ( 上 ) (CD2 枚付 )

新・日本の生活とことばー 3 交通 ( 下 ) (CD3 枚付 )

新・日本の生活とことばー 4 学校 ( 上 ) (CD2 枚付 ) 

新・日本の生活とことばー 4 学校 ( 下 ) (CD2 枚付 )

新・日本の生活とことばー 5 介護 (CD2 枚付 )

話してみよう近所の人と ① (CD1 枚付 ) 

話してみよう近所の人と ② (CD1 枚付 ) 

中国語を母語とする人のための医療用語・表現集 

求職会話 (CD2 枚付 ) 

こつこつ日本語運転免許 

 写真集 私の祖国 

金のひしゃく 北斗七星になった孤児たち (絵本 ) 

孤児に寄り添い 25 年 

中国語を母語とする人のための介護用語・表現集 上巻

中国語を母語とする人のための介護用語・表現集 下巻

「介護職員初任者研修」を受ける準備をしよう

単語から学ぶ平仮名-読んでみよう・書いてみよう(CD1枚付 ) 

単語から学ぶ片仮名-読んでみよう・書いてみよう(CD1枚付 ) 

1,870

1,870

1,980

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,430

1,430

3,300

2,200

2,640

2,750

1,760

2,200

2,640

3,300

2,090

1,320

1,320

読解の基礎 上 

読解の基礎 下

漢字を覚えよう ( 上 )

漢字を覚えよう ( 下 ) 

漢字ゆっくり A (CD1 枚付 ) 

漢字ゆっくり B (CD1 枚付 ) 

身のまわりの漢字 

ひらがな練習帳セット (3 冊セット ) 

ひらがな練習帳1・読んでみよう (No51大文字版有り) 

ひらがな練習帳 2・書いてみよう

ひらがな練習帳 3・すらすら読んでみよう

片仮名練習帳1・読んでみよう (No52大文字版有り)

カタカナ練習帳 2・書いてみよう

カタカナ練習帳 3・すらすら読んでみよう

文字の練習 /聞き書き カタカナ

ことばと表現 I (CD1 枚付 ) 

ことばと表現 II (CD1 枚付 )

ことばと表現 III (CD1 枚付 )

ことばと表現 IV (CD1 枚付 )

自己表現日本語 (1) 「日本語学習」 A (CD1 枚付 ) 

自己表現日本語 (1) 「日本語学習」 B (CD1 枚付 ) 

自己表現日本語 (2) 「日本の生活」 A (CD1 枚付 ) 

目からウロコのピンイン講座 (CD2 枚付 )

始めてみよう・話してみようI (CD2枚付)・解答別冊

始めてみよう・話してみようII (CD2枚付)・解答別冊 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

1,320

1,320

2,200

2,200

2,090

2,090

880

1,210

550

550

550

550

550

550

880

1,430

1,430

1,430

1,430

1,870

1,870

1,870

1,760

1,870

1,870

書　　　　名書　　　　名 定価(税込)
円

定価(税込)
円

援護基金出版教材一覧表
注文
番号

注文
番号
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ことばと表現 III (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

ことばと表現 IV (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (1) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (2) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (3) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (4) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (5) ( ロシア語 )

漢字をおぼえよう (6) ( ロシア語 )

始めてみよう・話してみよう I (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

始めてみよう・話してみよう II (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

始めてみよう・話してみよう III (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

始めてみよう・話してみよう IV (CD2枚付 )・解答別冊(ロシア語)

新・日本の生活とことばー1 消費生活 (上 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー1 消費生活 (下 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー2 医療 (上 ) (CD1枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー2 医療 (下 ) (CD1枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー3 交通 (上 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー3 交通 (下 ) (CD3枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー4 学校 (上 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

新・日本の生活とことばー4 学校 (下 ) (CD2枚付 )(ロシア語)

ロシア語を母語とする人のための医療用語・表現集 (ロシア語)

ロシア語を母語とする人のための介護用語・表現集 (ロシア語)

新・日本の生活とことばー5 介護(CD2枚付)(ロシア語)

身のまわりの漢字 ( ロシア語 )

交流 ( 合本 ) ( ロシア語 )

ひらがな練習帳 1 ( ロシア語 )

ひらがな練習帳 1 ワークブック (ロシア語 )

カタカナ練習帳 1 ( ロシア語 )

カタカナ練習帳 1 ワークブック ( ロシア語 )

ひらがな練習帳 3 ( ロシア語 )

カタカナ練習帳 3 ( ロシア語 )

文字の練習 /聞書ひらがな ( ロシア語 )

文字の練習 /聞書カタカナ ( ロシア語 )

すいすい引いてみよう ( ロシア語 )

あたらしい ぶんけいさんすう ( ロシア語 )

1,430

1,430

2,200

2,200

2,200

2,200

2,200

2,200

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

2,640

2,640

1,870

880

1,100

550

770

550

770

550

550

880

880

1,320

1,650

ひらがな練習帳 1・読んでみよう (大文字版 )

片仮名練習帳 1・読んでみよう (大文字版 ) 

ひらがな練習帳 1 ワークブック

カタカナ練習帳 1 ワークブック

文字の練習 /聞き書き ひらがな

面接のやりとり (CD1 枚付 )

かけ足数学 上

 かけ足数学 下

文型数学

すいすい引いてみよう

あたらしい ぶんけいさんすう

中国の漢字と日本の漢字

交流 (合本 )

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング1(CD2枚付 )

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング2(CD2枚付 ) 

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング3(CD2枚付 ) 

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング4(CD2枚付 ) 

めざせレベル4! おしゃべりトレーニング5(CD2枚付 )

中国帰国者のためのパソコン基礎講座 パソコンに親しもう

中国帰国者のための続・パソコン基礎講座 ワードに慣れよう

中国帰国者のための趣味のパソコン講座 パソコンを楽しもう!

挑戦 !日本語能力試験N2-中国帰国者のためのN2対策-上 (CD1枚 )

挑戦 !日本語能力試験N2-中国帰国者のためのN2対策-下 (CD2枚 )   

新・のんびり学ぼう (CD2 枚付 )

通じる日本語の発音 (CD2 枚付 )

通じる日本語の文法 (CD2 枚付 )

求職会話 I (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

求職会話 II (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

話してみよう近所の人と ①(CD1 枚付 )( ロシア語 )

話してみよう近所の人と ② (CD1 枚付 )( ロシア語 )

ことばと表現 I (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

ことばと表現 II (CD1 枚付 ) ( ロシア語 )

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

550

550

770

770

880

1,100

1,870

1,870

2,200

1,320

1,650

1,540

1,100

880

880

880

880

880

1,760

1,760

1,760

2,200

3,300

2,750

1,320

1,760

1,100

1,100

1,430

1,430

1,430

1,430

書　　　　名書　　　　名 定価(税込)
円

注文
番号

注文
番号

定価(税込)
円

1,760

1,760

69

70

中国帰国者のためのパソコン専科 新Excel・電子メール入門編
 Windows 7&8・Excel2010対応版

中国帰国者のためのパソコン入門講座 パソコンに触ってみよう
Windows 7 / Word2010(2007)対応版

20

中
国
残
留
邦
人
等
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

日
本
語
教
材
等
の
開
発
及
び
出
版
事
業

　
帰
国
者
等
の
様
々
な
年
齢
層
や
学
習
レ

ベ
ル
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
中
国
・

樺
太
帰
国
者
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
に
「
日

本
語
・
日
本
事
情
教
育
」
を
内
容
と
し
た

各
種
テ
キ
ス
ト
や
練
習
帳
な
ど
を
開
発
し
、

語
学
や
時
事
、
生
活
習
慣
な
ど
の
習
得
に

役
立
て
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
中
で
も
医
療
・
介
護
の
用
語
・
表
現
集
は
、

生
活
の
場
で
す
ぐ
に
お
役
立
て
い
た
だ
け

る
教
材
と
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
今
号
で
は
医
療
用
語
・
表
現
集
（
中
国

語
と
ロ
シ
ア
語
）
の
ご
案
内
を
22
頁
で
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
中
国
語
版

は
８
月
に
第
６
版
の
刊
行
と
な
り
、
内
容

の
一
部
追
加
と
と
も
に
長
ら
く
据
え
置
き

に
し
て
い
た
価
格
の
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
ま
た
、
各
世
代
に
帰
国
者
を
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
絵
本
や
写
真
集
な
ど
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
出
版
物
の
紹
介
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
n
g
o
k
i
k
i
n
.
o
r
.
j
p
/

令
和
７
年
度
教
材
開
発
・

出
版
事
業
の
案
内

始めてみよう・話してみようIII (CD2枚付)・解答別冊 

始めてみよう・話してみようIV (CD2枚付)・解答別冊

のんびり学ぼう II・(音読編付・CD1枚付 ) (No76合冊版有り)

新・日本の生活とことばー1 新版消費生活 (上 ) (CD2枚付 ) 

新・日本の生活とことばー1 新版消費生活 (下 ) (CD2枚付 ) 

新・日本の生活とことばー 2 医療 ( 上 ) (CD1 枚付 )

新・日本の生活とことばー 2 医療 ( 下 ) (CD1 枚付 )

新・日本の生活とことばー 3 交通 ( 上 ) (CD2 枚付 )

新・日本の生活とことばー 3 交通 ( 下 ) (CD3 枚付 )

新・日本の生活とことばー 4 学校 ( 上 ) (CD2 枚付 ) 

新・日本の生活とことばー 4 学校 ( 下 ) (CD2 枚付 )

新・日本の生活とことばー 5 介護 (CD2 枚付 )

話してみよう近所の人と ① (CD1 枚付 ) 

話してみよう近所の人と ② (CD1 枚付 ) 

中国語を母語とする人のための医療用語・表現集 

求職会話 (CD2 枚付 ) 

こつこつ日本語運転免許 

 写真集 私の祖国 

金のひしゃく 北斗七星になった孤児たち (絵本 ) 

孤児に寄り添い 25 年 

中国語を母語とする人のための介護用語・表現集 上巻

中国語を母語とする人のための介護用語・表現集 下巻

「介護職員初任者研修」を受ける準備をしよう

単語から学ぶ平仮名-読んでみよう・書いてみよう(CD1枚付 ) 

単語から学ぶ片仮名-読んでみよう・書いてみよう(CD1枚付 ) 

1,870

1,870

1,980

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,870

1,430

1,430

3,300

2,200

2,640

2,750

1,760

2,200

2,640

3,300

2,090

1,320

1,320

読解の基礎 上 

読解の基礎 下

漢字を覚えよう ( 上 )

漢字を覚えよう ( 下 ) 

漢字ゆっくり A (CD1 枚付 ) 

漢字ゆっくり B (CD1 枚付 ) 

身のまわりの漢字 

ひらがな練習帳セット (3 冊セット ) 

ひらがな練習帳1・読んでみよう (No51大文字版有り) 

ひらがな練習帳 2・書いてみよう

ひらがな練習帳 3・すらすら読んでみよう

片仮名練習帳1・読んでみよう (No52大文字版有り)

カタカナ練習帳 2・書いてみよう

カタカナ練習帳 3・すらすら読んでみよう

文字の練習 /聞き書き カタカナ

ことばと表現 I (CD1 枚付 ) 

ことばと表現 II (CD1 枚付 )

ことばと表現 III (CD1 枚付 )

ことばと表現 IV (CD1 枚付 )

自己表現日本語 (1) 「日本語学習」 A (CD1 枚付 ) 

自己表現日本語 (1) 「日本語学習」 B (CD1 枚付 ) 

自己表現日本語 (2) 「日本の生活」 A (CD1 枚付 ) 

目からウロコのピンイン講座 (CD2 枚付 )

始めてみよう・話してみようI (CD2枚付)・解答別冊

始めてみよう・話してみようII (CD2枚付)・解答別冊 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

1,320

1,320

2,200

2,200

2,090

2,090

880

1,210

550

550

550

550

550

550

880

1,430

1,430

1,430

1,430

1,870

1,870

1,870

1,760

1,870

1,870

書　　　　名書　　　　名 定価(税込)
円

定価(税込)
円

援護基金出版教材一覧表
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令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
東
海
・
北
陸
中
国
帰

国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
�
の
運
営
を
愛
知
県
厚

生
事
業
団
か
ら
公
益
財
団
法
人
中
国
残
留
孤
児

援
護
基
金
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
� 

こ
れ
に
伴
い
援
護
基
金
の
新
津
常
務
理
事
が

東
海
・
北
陸
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
�

の
所
長
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
� 

 

 

 

新
体
制
に
な
�
て
か
ら
の
事
業
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
� 

  

名
古
屋
市
内
の
本
山
ボ
ウ
ル
で
��
健
康
ボ
ウ

リ
ン
グ
�
を
行
い
ま
し
た
�
参
加
者
は
16
名
で

し
た
� 

89
歳
の
最
年
長
の
参
加
者
が
一
番
高
い
得

点
を
出
し
�
皆
さ
ん
び
�
く
り
し
て
い
ま
し
た
�

皆
さ
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
�
最
後
に
素

敵
な
記
念
写
真
を
撮
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
� 

 

 

   

岐
阜
市
民
会
館
で
�
第
１
回
�
岐
阜
帰
国
者
交

流
会
�
を
開
催
し
�
帰
国
者
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
� 

初
め
に
�
新
所
長
の
挨
拶
と
ス
タ
�
フ
の
紹

介
を
行
い
�
そ
の
後
�
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
し
た
�

新
津
所
長
が
�
北
国
の
春
�
を
中
国
語
で
歌
�

て
会
場
が
盛
り
上
が
�
た
後
�
参
加
者
が
日

本
語
の
歌
と
中
国
語
の
歌
の
�
美
し
い
草
原

は
私
の
ふ
る
さ
と
�
を
合
唱
し
な
が
ら
�
歌
に

合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
方
も
い
ら
�

し
�
い
ま
し
た
� 

 

 

 

後
半
は
��
カ
�
ネ
�
シ
�
ン
�
を
折
り
紙

で
作
り
ま
し
た
�
92
歳
の
最
年
長
の
参
加
者

が
指
先
を
使
�
て
細
か
く
折
り
畳
む
速
さ
に
�

皆
さ
ん
び
�
く
り
し
て
い
ま
し
た
� 

参
加
者
全
員
が
�
素
晴
ら
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
�
最
後
に
�
自
分
で
作
�
た
作
品

を
持
�
て
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
� 

 

今
後
も
東
海
・
北
陸
地
域
の
帰
国
者
の
支
え

と
な
る
セ
ン
タ
�
運
営
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
� 

東海・北陸支援・交流センター便り  第1号 
編集：東海・北陸中国帰国者支援・交流センター 

〒461-0014 愛知県名古屋市東区橦木町１丁目‐１９番地 日本棋院中部会館６階 
TEL ０５２－９５４－４０７０  FAX ０５２－９５４－４０７１ 
E-mail：toukai-hokuriku@sien-center.or.jp 

            URL：https://toukai-hokuriku.sien-center.or.jp/ 
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厚
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団
か
ら 

中
国
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基
金
へ―

 

東
海
・
北
陸
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
引
継
ぎ
ま
し
た 

<新体制の所長と職員> 

<本山ボウルでの記念撮影> 

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ 

岐
阜
交
流
会 

<岐阜交流会での記念撮影> 

23 22

〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町１丁目６番８号

　　　　　　　Imas Works Bakurocho　４階

TEL：03-6667-0552　　　FAX：03-6667-0553

Mail：kyouzai@engokikin.or.jp

ＨＰ：https://www.engokikin.or.jp/

公益財団法人
中国残留孤児援護基金

　公益財団法人中国残留孤児援護基金では、中国・樺太等からの帰国者の皆さんのお役にたてる

よう今までにも様々な教材等を出版してまいりました。

　特にご好評を得ている「中国語を母語とする人のための医療用語・表現集」をご案内させてい

ただきます。こちらは、8月に第6版刊行で内容が一部追加され、価格改定となりました。

　また、「ロシア語を母語とする人のための医療用語・表現集」もございますので、併せてご案内

します。

　帰国者の皆様が高齢化するのに伴い、医療機関を利用する機会が増加しているなか、帰国者の

皆様、支援者の皆様、自治体で帰国者を支援する皆様方に、ぜひご活用いただきたいと思います。

　また、介護用語・表現集につきましても、同様にご案内しております。

医療用語・表現集のご案内

　《中国語を母語とする人のための医療用語・表現集》６版　　　　日中対訳式

　医療サービスを受ける際に出てくる用語や表現をまとめた資料集。日中対訳式。11種類の問診

票、３種類の索引付き。内容が一部追加され、問答も増えて充実したので、これまでにも増して役

立つ内容となっています。

《ロシア語を母語とする人のための医療用語・表現集》初版　　　　日露対訳式

　中国語版（3版）の内容をもとに、刊行しております。こちらもぜひご活用ください。

　ご購入を希望される方は、公益財団法人中国残留孤児援護基金までお問い合わせください。　

　ご購入額が５，５００円（税込）以上の場合送料は無料となります。

　この他にも様々な教材等を販売しております。当基金のホームページでご案内しておりますの

で、ご覧ください。

6版

（税込 ３，３００円）

B5 サイズ 454 頁

初版

（税込 ２，６４０円）

A4 サイズ 402 頁
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撮
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
� 

 

 

   

岐
阜
市
民
会
館
で
�
第
１
回
�
岐
阜
帰
国
者
交

流
会
�
を
開
催
し
�
帰
国
者
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
� 

初
め
に
�
新
所
長
の
挨
拶
と
ス
タ
�
フ
の
紹

介
を
行
い
�
そ
の
後
�
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
し
た
�

新
津
所
長
が
�
北
国
の
春
�
を
中
国
語
で
歌
�

て
会
場
が
盛
り
上
が
�
た
後
�
参
加
者
が
日

本
語
の
歌
と
中
国
語
の
歌
の
�
美
し
い
草
原

は
私
の
ふ
る
さ
と
�
を
合
唱
し
な
が
ら
�
歌
に

合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
方
も
い
ら
�

し
�
い
ま
し
た
� 

 

 

 

後
半
は
��
カ
�
ネ
�
シ
�
ン
�
を
折
り
紙

で
作
り
ま
し
た
�
92
歳
の
最
年
長
の
参
加
者

が
指
先
を
使
�
て
細
か
く
折
り
畳
む
速
さ
に
�

皆
さ
ん
び
�
く
り
し
て
い
ま
し
た
� 

参
加
者
全
員
が
�
素
晴
ら
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
�
最
後
に
�
自
分
で
作
�
た
作
品

を
持
�
て
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
� 

 

今
後
も
東
海
・
北
陸
地
域
の
帰
国
者
の
支
え

と
な
る
セ
ン
タ
�
運
営
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
� 
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愛
知
県
厚
生
事
業
団
か
ら 

中
国
残
留
孤
児
援
護
基
金
へ―

 

東
海
・
北
陸
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
引
継
ぎ
ま
し
た 

<新体制の所長と職員> 

<本山ボウルでの記念撮影> 

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ 

岐
阜
交
流
会 

<岐阜交流会での記念撮影> 

23 22

〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町１丁目６番８号

　　　　　　　Imas Works Bakurocho　４階

TEL：03-6667-0552　　　FAX：03-6667-0553

Mail：kyouzai@engokikin.or.jp

ＨＰ：https://www.engokikin.or.jp/

公益財団法人
中国残留孤児援護基金

　公益財団法人中国残留孤児援護基金では、中国・樺太等からの帰国者の皆さんのお役にたてる

よう今までにも様々な教材等を出版してまいりました。

　特にご好評を得ている「中国語を母語とする人のための医療用語・表現集」をご案内させてい

ただきます。こちらは、8月に第6版刊行で内容が一部追加され、価格改定となりました。

　また、「ロシア語を母語とする人のための医療用語・表現集」もございますので、併せてご案内

します。

　帰国者の皆様が高齢化するのに伴い、医療機関を利用する機会が増加しているなか、帰国者の

皆様、支援者の皆様、自治体で帰国者を支援する皆様方に、ぜひご活用いただきたいと思います。

　また、介護用語・表現集につきましても、同様にご案内しております。

医療用語・表現集のご案内

　《中国語を母語とする人のための医療用語・表現集》６版　　　　日中対訳式

　医療サービスを受ける際に出てくる用語や表現をまとめた資料集。日中対訳式。11種類の問診

票、３種類の索引付き。内容が一部追加され、問答も増えて充実したので、これまでにも増して役

立つ内容となっています。

《ロシア語を母語とする人のための医療用語・表現集》初版　　　　日露対訳式

　中国語版（3版）の内容をもとに、刊行しております。こちらもぜひご活用ください。

　ご購入を希望される方は、公益財団法人中国残留孤児援護基金までお問い合わせください。　

　ご購入額が５，５００円（税込）以上の場合送料は無料となります。

　この他にも様々な教材等を販売しております。当基金のホームページでご案内しておりますの

で、ご覧ください。

6版

（税込 ３，３００円）

B5 サイズ 454 頁

初版

（税込 ２，６４０円）

A4 サイズ 402 頁
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中
国
語
の
通
訳
を
入
れ
て
実
施
し
た
講
話
会
も
数
件

あ
り
ま
す
�
わ
ざ
わ
ざ
講
話
会
を
開
く
の
は
ち
�
�
と
ハ

�
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
た
方
は
�
首
都
圏
セ
ン
タ
�
主

催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
話
会
も
年
に
二
回
あ
り
ま
す
の
で
�

そ
ち
ら
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
� 

現
在
�
介
護
支
援
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
行
�
て
い
る
�
語
り
か

け
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
訪
問
事
業
�
に

つ
い
て
�
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
� 

こ
の
事
業
は
�
デ
イ
サ
�
ビ
ス

や
特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム
な
ど
の
よ
う
な
介
護
施
設
を

利
用
し
て
い
る
帰
国
者
の
方
々
の
と
こ
ろ
に
�
中
国
語
が

話
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
が
訪
問
し
て
�
お
し
�
べ
り
相
手

に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
�
必
要
に
応
じ
て
�
介
護
職
員

と
帰
国
者
の
間
に
入
�
て
通
訳
を
し
た
り
�
施
設
で
の
活

動
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
� 

首
都
圏
セ
ン
タ
�
の
担
当
地
区
は
関
東
お
よ
び
甲
信

越
の
１
都
９
県
で
す
が
�
こ
れ
ま
で
全
て
の
地
区
で
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
さ
ん
が
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
�
そ

し
て
�
多
く
の
利
用
者
�
帰
国
者
�
の
方
々
か
ら
�
喜
び

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
�
し
か
し
な
が
ら
�
帰
国
者

の
一
部
に
は
介
護
施
設
を
利
用
す
る
の
を
た
め
ら
う
方

も
い
ま
す
�
そ
こ
で
�
令
和
６
年
度
�
自
宅
へ
の
訪
問
を

試
行
し
�
令
和
７
年
度
か
ら
帰
国
者
の
ご
自
宅
に
訪
問
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
を
利

用
し
て
い
る
方
で
�
利
用
時
間
に
中
国
語
で
お
し
�
べ
り

し
た
い
方
に
は
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
� 

 

令
和
７
年
６
月
15
日(

日)

セ
ン
タ
�
に
て
第
30
回
職

業
講
話
�
税
金
に
つ
い
て
知
ろ
う
Ⅱ
�
を
行
い
ま
し
た
�

税
金
に
関
す
る
講
座
は
２
回
目
で
す
�
今
回
も
税
理
士
の

飛
田
慶
一
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
�
も
と
も
と

帰
国
者
の
方
か
ら
��
ふ
る
さ
と
納
税
�
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
�
開
催
し
た
税
金
関
連
講
座
第
２
弾

で
し
た
が
�
ふ
る
さ
と
納
税
の
他
に
�
所
得
税
�
贈
与
税
�

投
資
に
か
か
る
税
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
�
今
年
は
�
103
万
円
の
壁
�
も
変
わ
り
ま
す
�
情
報

は
大
切
で
す
� 

                  

 

令
和
７
年
11
月
24
日
�
月
・
祝
�
に
日
比
谷
コ
ン
ベ

ン
シ
�
ン
ホ
�
ル
に
て
��
中
国
残
留
邦
人
等
へ
の
理
解

を
深
め
る
集
いin

東
京
�
あ
な
た
の
隣
に
い
る
�
帰
国

者
�
の
こ
と
を
知
�
て
い
ま
す
か
？
�
�
を
開
催
い
た
し

ま
す
�
詳
し
い
内
容
は
決
ま
り
次
第
�
首
都
圏
セ
ン
タ
�

ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
� 

  

 

介
護
支
援
事
業
の
現
場
よ
り 

�
居
宅
訪
問
も
可
能
に
� 

就
職
援
助
事
業
の
現
場
よ
り 

�
第
30
回
職
業
講
話
� 

＜職業講話の様子＞ 

普
及
啓
発
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＜令和６年度栃木でのシンポジウムの様子＞ 
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首
都
圏
セ
ン
タ
�
で
は
�
中
国
残
留
邦
人
等
の

体
験
と
労
苦
を
伝
え
る
戦
後
世
代
の
語
り
部
�
派

遣
事
業
を
令
和
２
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
が
�
毎

年
少
し
ず
つ
増
え
て
�
令
和
６
年
度
に
は
講
話
会

の
件
数
が
六
十
四
件
と
な
り
ま
し
た
�
講
話
を
聞

い
て
く
だ
さ
�
た
人
は
こ
の
５
年
間
で
六
千
五

百
人
を
超
え
ま
し
た
�
す
で
に
二
十
七
都
道
府
県

で
講
話
を
行
�
て
い
ま
す
� 

こ
の
�
戦
後
世
代
の
語
り
部
�
に
つ
い
て
は
以

前
33
号
で
紹
介
し
ま
し
た
�
戦
後
生
ま
れ
の
三

十
代
か
ら
七
十
代
の
人
た
ち
が
�
３
年
間
の
研
修

の
中
で
�
中
国
・
樺
太
残
留
邦
人
一
世
の
方
た
ち

か
ら
直
接
話
を
聞
き
と
り
ま
す
�
そ
し
て
�
戦
中

戦
後
に
残
留
邦
人
が
ど
の
よ
う
な
体
験
を
し
た

か
�
ど
ん
な
苦
労
が
あ
�
た
か
を
講
話
と
し
て
ま

と
め
て
�
聴
衆
に
向
け
て
語
る
と
い
う
活
動
を
し

て
い
ま
す
�
語
り
部
の
中
に
は
帰
国
者
二
世
三
世

も
い
ま
す
し
�
そ
れ
ま
で
帰
国
者
と
は
縁
の
無
か

�
た
方
も
い
ま
す
� 

語
り
部
が
語
る
残
留
邦
人
の
体
験
は
一
人
ず

つ
全
く
異
な
�
て
お
り
�
中
国
残
留
と
樺
太
残
留
�

残
留
孤
児
と
残
留
婦
人
�
判
明
と
未
判
明
孤
児
等

の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
�
中
国
で
の
暮
ら
し
も
帰
国

に
至
る
経
緯
も
帰
国
し
て
か
ら
の
苦
労
も
本
当

に
様
々
で
す
�
聴
衆
の
ア
ン
ケ
�
ト
に
も
以
下
の

よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
� 

・
日
本
に
来
て
か
ら
も
つ
ら
い
経
験
が
多
か

�
た
と
思
い
ま
す
が
�
日
本
に
来
た
こ
と
が
良
か

�
た
と
お
�
し
�
�
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
�
語
り
部
活
動
は
客
観
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
た
く
さ
ん
の
葛
藤
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
�
活
動
の
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
�

�
高
校
生
� 

・
語
り
部
事
業
が
あ
る
こ
と
�
派
遣
も
可
能
で

あ
る
こ
と
�初
め
て
知
り
ま
し
た
�こ
う
し
た�
実

話
��
体
験
�
を
共
有
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
ね
�

風
化
さ
せ
ず
�
平
和
を
考
え
る
こ
と
は
永
遠
に
必

要
だ
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
��
70
代
� 

・
体
験
の
当
事
者
に
と
�
て
綴
る
こ
と
�
語
る

こ
と
は
自
分
や
自
分
の
人
生
に
向
き
合
う
こ
と

の
大
変
な
し
ん
ど
さ
が
強
い
ら
れ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
�
で
も
そ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
で
�
自
分

の
人
生
を
受
け
入
れ
る
�
客
観
視
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
と
�
聞
き
取
る
事
�
そ
し
て
語
り
部
を
通

じ
て
語
る
こ
と
の
意
味
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
�

(

50
代
教
員) 

・
中
国
残
留
邦
人
に
つ
い
て
�
名
前
す
ら
知
ら

な
か
�
た
の
で
す
が
�
今
回
の
内
容
を
聞
い
て
日

本
人
の
方
な
ど
に
そ
の
よ
う
な
大
変
な
経
験
を

し
て
い
た
人
が
い
る
と
�
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
�

そ
し
て
Ⅾ
さ
ん
の
言
�
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
�

改
め
て
�
戦
争
は
何
も
い
い
こ
と
を
生
ま
な
い
な
�

と
思
い
ま
し
た
��
小
学
６
年
生
� 

令
和
６
年
度
に
は
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

を
対
象
に
講
話
を
す
る
機
会
が
か
な
り
増
え
た

た
め
�
子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
講

話
の
内
容
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
り
�
表
現
を
分
か

り
や
す
く
変
え
た
り
�
等
の
工
夫
が
必
要
で
し
た
�

そ
の
過
程
で
�
歴
史
的
背
景
を
知
�
て
も
ら
う
た

め
の
展
示
パ
ネ
ル
を
作
成
し
�
同
じ
内
容
の
リ
�

フ
レ
�
ト
も
作
成
し
ま
し
た
�
ま
た
�
講
話
の
前

に
視
聴
し
て
も
ら
う
た
め
に
�
中
国
・
樺
太
残
留

邦
人
が
生
ま
れ
た
背
景
を
15
�
20
分
程
度
の

動
画
に
ま
と
め
た
も
の
も
制
作
し
ま
し
た
�
今
は

中
学
校
の
教
科
書
も
�
残
留
孤
児
�
等
の
記
述
が

ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
が
主
流
と
な
�
て
お
り
�
講

話
に
訪
れ
た
学
校
で
も
�
初
め
て
知
�
た
�
と
い

う
感
想
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
� 

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
や
映
像
は
貸
し
出
し
可
能

で
す
の
で
�
関
心
を
持
�
て
く
だ
さ
�
た
方
は
是

非
首
都
圏
セ
ン
タ
�
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
� 

   

              

こ
の
語
り
部
講
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
わ

れ
た
方
は
�
是
非
首
都
圏
セ
ン
タ
�
に
一
度
ご
連

絡
く
だ
さ
い
�
個
人
の
お
宅
へ
の
派
遣
な
ど
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
�
何
人
か
で
グ
ル
�
プ
を
作
�

て
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
国
ど
こ
へ
で

も
伺
い
ま
す
� 
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戦
後
世
代
の
語
り
部
派
遣
事
業 
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中
国
語
の
通
訳
を
入
れ
て
実
施
し
た
講
話
会
も
数
件

あ
り
ま
す
�
わ
ざ
わ
ざ
講
話
会
を
開
く
の
は
ち
�
�
と
ハ

�
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
た
方
は
�
首
都
圏
セ
ン
タ
�
主

催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
話
会
も
年
に
二
回
あ
り
ま
す
の
で
�

そ
ち
ら
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
� 

現
在
�
介
護
支
援
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
行
�
て
い
る
�
語
り
か

け
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
訪
問
事
業
�
に

つ
い
て
�
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
� 

こ
の
事
業
は
�
デ
イ
サ
�
ビ
ス

や
特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム
な
ど
の
よ
う
な
介
護
施
設
を

利
用
し
て
い
る
帰
国
者
の
方
々
の
と
こ
ろ
に
�
中
国
語
が

話
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
が
訪
問
し
て
�
お
し
�
べ
り
相
手

に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
�
必
要
に
応
じ
て
�
介
護
職
員

と
帰
国
者
の
間
に
入
�
て
通
訳
を
し
た
り
�
施
設
で
の
活

動
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
� 

首
都
圏
セ
ン
タ
�
の
担
当
地
区
は
関
東
お
よ
び
甲
信

越
の
１
都
９
県
で
す
が
�
こ
れ
ま
で
全
て
の
地
区
で
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
さ
ん
が
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
�
そ

し
て
�
多
く
の
利
用
者
�
帰
国
者
�
の
方
々
か
ら
�
喜
び

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
�
し
か
し
な
が
ら
�
帰
国
者

の
一
部
に
は
介
護
施
設
を
利
用
す
る
の
を
た
め
ら
う
方

も
い
ま
す
�
そ
こ
で
�
令
和
６
年
度
�
自
宅
へ
の
訪
問
を

試
行
し
�
令
和
７
年
度
か
ら
帰
国
者
の
ご
自
宅
に
訪
問
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
を
利

用
し
て
い
る
方
で
�
利
用
時
間
に
中
国
語
で
お
し
�
べ
り

し
た
い
方
に
は
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
� 

 

令
和
７
年
６
月
15
日(

日)

セ
ン
タ
�
に
て
第
30
回
職

業
講
話
�
税
金
に
つ
い
て
知
ろ
う
Ⅱ
�
を
行
い
ま
し
た
�

税
金
に
関
す
る
講
座
は
２
回
目
で
す
�
今
回
も
税
理
士
の

飛
田
慶
一
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
�
も
と
も
と

帰
国
者
の
方
か
ら
��
ふ
る
さ
と
納
税
�
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
�
開
催
し
た
税
金
関
連
講
座
第
２
弾

で
し
た
が
�
ふ
る
さ
と
納
税
の
他
に
�
所
得
税
�
贈
与
税
�

投
資
に
か
か
る
税
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
�
今
年
は
�
103
万
円
の
壁
�
も
変
わ
り
ま
す
�
情
報

は
大
切
で
す
� 

                  

 

令
和
７
年
11
月
24
日
�
月
・
祝
�
に
日
比
谷
コ
ン
ベ

ン
シ
�
ン
ホ
�
ル
に
て
��
中
国
残
留
邦
人
等
へ
の
理
解

を
深
め
る
集
いin

東
京
�
あ
な
た
の
隣
に
い
る
�
帰
国

者
�
の
こ
と
を
知
�
て
い
ま
す
か
？
�
�
を
開
催
い
た
し

ま
す
�
詳
し
い
内
容
は
決
ま
り
次
第
�
首
都
圏
セ
ン
タ
�

ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
� 

  

 

介
護
支
援
事
業
の
現
場
よ
り 

�
居
宅
訪
問
も
可
能
に
� 

就
職
援
助
事
業
の
現
場
よ
り 

�
第
30
回
職
業
講
話
� 

＜職業講話の様子＞ 

普
及
啓
発
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＜令和６年度栃木でのシンポジウムの様子＞ 
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首
都
圏
セ
ン
タ
�
で
は
�
中
国
残
留
邦
人
等
の

体
験
と
労
苦
を
伝
え
る
戦
後
世
代
の
語
り
部
�
派

遣
事
業
を
令
和
２
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
が
�
毎

年
少
し
ず
つ
増
え
て
�
令
和
６
年
度
に
は
講
話
会

の
件
数
が
六
十
四
件
と
な
り
ま
し
た
�
講
話
を
聞

い
て
く
だ
さ
�
た
人
は
こ
の
５
年
間
で
六
千
五

百
人
を
超
え
ま
し
た
�
す
で
に
二
十
七
都
道
府
県

で
講
話
を
行
�
て
い
ま
す
� 

こ
の
�
戦
後
世
代
の
語
り
部
�
に
つ
い
て
は
以

前
33
号
で
紹
介
し
ま
し
た
�
戦
後
生
ま
れ
の
三

十
代
か
ら
七
十
代
の
人
た
ち
が
�
３
年
間
の
研
修

の
中
で
�
中
国
・
樺
太
残
留
邦
人
一
世
の
方
た
ち

か
ら
直
接
話
を
聞
き
と
り
ま
す
�
そ
し
て
�
戦
中

戦
後
に
残
留
邦
人
が
ど
の
よ
う
な
体
験
を
し
た

か
�
ど
ん
な
苦
労
が
あ
�
た
か
を
講
話
と
し
て
ま

と
め
て
�
聴
衆
に
向
け
て
語
る
と
い
う
活
動
を
し

て
い
ま
す
�
語
り
部
の
中
に
は
帰
国
者
二
世
三
世

も
い
ま
す
し
�
そ
れ
ま
で
帰
国
者
と
は
縁
の
無
か

�
た
方
も
い
ま
す
� 

語
り
部
が
語
る
残
留
邦
人
の
体
験
は
一
人
ず

つ
全
く
異
な
�
て
お
り
�
中
国
残
留
と
樺
太
残
留
�

残
留
孤
児
と
残
留
婦
人
�
判
明
と
未
判
明
孤
児
等

の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
�
中
国
で
の
暮
ら
し
も
帰
国

に
至
る
経
緯
も
帰
国
し
て
か
ら
の
苦
労
も
本
当

に
様
々
で
す
�
聴
衆
の
ア
ン
ケ
�
ト
に
も
以
下
の

よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
� 

・
日
本
に
来
て
か
ら
も
つ
ら
い
経
験
が
多
か

�
た
と
思
い
ま
す
が
�
日
本
に
来
た
こ
と
が
良
か

�
た
と
お
�
し
�
�
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
�
語
り
部
活
動
は
客
観
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
た
く
さ
ん
の
葛
藤
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
�
活
動
の
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
�

�
高
校
生
� 

・
語
り
部
事
業
が
あ
る
こ
と
�
派
遣
も
可
能
で

あ
る
こ
と
�初
め
て
知
り
ま
し
た
�こ
う
し
た�
実

話
��
体
験
�
を
共
有
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
ね
�

風
化
さ
せ
ず
�
平
和
を
考
え
る
こ
と
は
永
遠
に
必

要
だ
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
��
70
代
� 

・
体
験
の
当
事
者
に
と
�
て
綴
る
こ
と
�
語
る

こ
と
は
自
分
や
自
分
の
人
生
に
向
き
合
う
こ
と

の
大
変
な
し
ん
ど
さ
が
強
い
ら
れ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
�
で
も
そ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
で
�
自
分

の
人
生
を
受
け
入
れ
る
�
客
観
視
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
と
�
聞
き
取
る
事
�
そ
し
て
語
り
部
を
通

じ
て
語
る
こ
と
の
意
味
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
�

(

50
代
教
員) 

・
中
国
残
留
邦
人
に
つ
い
て
�
名
前
す
ら
知
ら

な
か
�
た
の
で
す
が
�
今
回
の
内
容
を
聞
い
て
日

本
人
の
方
な
ど
に
そ
の
よ
う
な
大
変
な
経
験
を

し
て
い
た
人
が
い
る
と
�
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
�

そ
し
て
Ⅾ
さ
ん
の
言
�
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
�

改
め
て
�
戦
争
は
何
も
い
い
こ
と
を
生
ま
な
い
な
�

と
思
い
ま
し
た
��
小
学
６
年
生
� 

令
和
６
年
度
に
は
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

を
対
象
に
講
話
を
す
る
機
会
が
か
な
り
増
え
た

た
め
�
子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
講

話
の
内
容
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
り
�
表
現
を
分
か

り
や
す
く
変
え
た
り
�
等
の
工
夫
が
必
要
で
し
た
�

そ
の
過
程
で
�
歴
史
的
背
景
を
知
�
て
も
ら
う
た

め
の
展
示
パ
ネ
ル
を
作
成
し
�
同
じ
内
容
の
リ
�

フ
レ
�
ト
も
作
成
し
ま
し
た
�
ま
た
�
講
話
の
前

に
視
聴
し
て
も
ら
う
た
め
に
�
中
国
・
樺
太
残
留

邦
人
が
生
ま
れ
た
背
景
を
15
�
20
分
程
度
の

動
画
に
ま
と
め
た
も
の
も
制
作
し
ま
し
た
�
今
は

中
学
校
の
教
科
書
も
�
残
留
孤
児
�
等
の
記
述
が

ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
が
主
流
と
な
�
て
お
り
�
講

話
に
訪
れ
た
学
校
で
も
�
初
め
て
知
�
た
�
と
い

う
感
想
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
� 

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
や
映
像
は
貸
し
出
し
可
能

で
す
の
で
�
関
心
を
持
�
て
く
だ
さ
�
た
方
は
是

非
首
都
圏
セ
ン
タ
�
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
� 

   

              

こ
の
語
り
部
講
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
わ

れ
た
方
は
�
是
非
首
都
圏
セ
ン
タ
�
に
一
度
ご
連

絡
く
だ
さ
い
�
個
人
の
お
宅
へ
の
派
遣
な
ど
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
�
何
人
か
で
グ
ル
�
プ
を
作
�

て
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
国
ど
こ
へ
で

も
伺
い
ま
す
� 
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